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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　森が燃えていた。

　初秋の朝の、肌にまとわりつくような靄もやに混じって、白い煙が森の中に漂っている。木々の焦げる臭においも伝わってくる。

　森が燃えている方に向かって、ジュディス・ランロードは純白の生き物に乗って駆けていた。

　純白の生き物、それは一角獣ユニコーンであった。その背に、ジュディスは跨またがっているのだ。

　背中まである長い金髪が、風に乗って後ろに流れている。薄緑色の短衣チユニツクの裾すそも激しくなびいていた。ジュディスはその上から、木肌色をした革の鎧よろいを身につけていた。革鎧といっても、彼女が着ているのは獣脂と一緒に煮こんで硬く成型されたものである。金属製の鎧にはさすがに及ばないが、普通の革鎧と比べればはるかに防御力が高い。

　鎧の左胸にはユニコーンの頭部を素材にデザインされた紋章が描かれていた。この一角獣の紋章を身につけるのは、魔法王国と呼ばれるラムリアースの騎士だけにしか許されていないことだった。

　ラムリアース王国──アレクラスト大陸の中北部に位置する大国である。建国してから四百年を数え、大陸中でもっとも伝統ある王国として名高い。魔法王国の呼び名どおり、古くから魔法の栄えた王国だった。現在では数少なくなった魔法使ルーンマスターいたちが、この王国には何人も仕えている。

　国土の北はヤスガルン山脈の高こう峰ほうに閉ざされており、東は恐るべき〝無の砂漠〟と接している。西は新興の王国であり、〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟の英雄リジャールの治おさめるオーファンがある。

　そして、南にここ〝一角獣ユニコーンの森〟が広がっているのだ。その名のとおり、この森にはユニコーンが、まだ生息していた。この森にだけは、まだ生息しているというべきなのだ。この高貴な幻獣は、他の場所ではほとんど絶滅したといわれているのだから。

　王国の紋章にも使われているとおり、ユニコーンはラムリアース王国の象徴であり、聖獣として王国の保護下におかれていた。真っ白な体毛、額から突きだした長い角、ふたつに分かれたひづめ、柔やわらかいたてがみと優雅な尾、そして瞳は淵ふちに溜たまった水の色。その瞳を初めて見た日のことを、ジュディスは今でも鮮明に覚えている。そのとき、まるで熱病にでもうなされたように身体が震えたものだ。そして、ユニコーンはその頭を自分の膝ひざに預けてくれたのだ。

　それは三年前、ジュディスが森の治安を守る森林衛士ウツドレンジヤーの役目に就ついた年のことだ。以来、ユニコーンを駆る騎士として、彼女はこの一角獣の森を我が家としていた。就任当時、十六歳の少女だったジュディスも、今や十九歳。美しい女性に成長していた。

「急いで、アンウェン！　火が広がらないうちに」

　焦あせる気持ちを抑おさえることができずに、ジュディスはユニコーンに向かって叫んでいた。

「もちろんだとも」アンウェンと呼ばれたユニコーンはそう彼女に答えると、走る速度をさらに早めた。

　いきなり、目前に杉の大木が迫ってきた。と、次の瞬間にはささくれだった太い幹がジュディスの視界いっぱいに広がっていた。

「はっ!!」

　その大木に当たるか、当たらないかのところで、ジュディスは、身体を右に傾けた。まったく同時に、アンウェンも右にステップを踏んで、大木をやりすごしていた。

　すると、また別の大木が迫り、今度はそれを左にかわしていった。

　軽快なステップを切りながら、ジュディスとユニコーンは大木の間を抜けていく。森の風景が飛ぶように後ろに流れていった。

　驚くべき速さであった。木々の密集する森の中を走る速度では決してなかった。

　いかほど走ったであろうか、森の中に充満する煙がいつのまにか濃くなってきていた。しかし、その煙はまだむせるほどではないし、火も見えなかった。森に住む小動物たちの動く気配も感じられない。

　身体の下で、アンウェンの動きがしだいに緩ゆるやかなものになっていくのをジュディスは感じた。

　彼女の愛するユニコーンは森の木々に尋ねるように、頭をあちらこちらに向けながら、盛んに鼻を動かしている。やがて、完全に立ち止まると、首を巡らしてジュディスの飾り気のない顔を覗のぞきこんだ。

「この先の泉の近くみたいだ」アンウェンはそう語りかけてきた。

　その言葉は、ラムリアース王国で使われている西方語ではなかった。心話に近い働きを持つ言葉、精霊語サイレント・スピリツトである。その名のとおり、精霊たちが使う言葉だ。もちろん、精霊たちと交信する能力のある〝精霊使いシヤーマン〟たちも話す。

　ジュディスには、精霊使いの能力などなかった。しかし、アンウェンの使う精霊語だけは理解できるのだ。ジュディスがアンウェンに認められた〝乙女〟であるからだ。

「火はどうやら収おさまっているみたいだ」

「そのようね」ジュディスは優しくアンウェンの首筋を叩たたきながら答えた。「ゆっくりと進んで」

　アンウェンは言われたままに、ゆっくりと歩いた。わずかに積もった落ち葉が、ひづめに踏みしだかれ、カサリという微かすかな音を立てる。

　そのとき、アンウェンの動きが突然、止まった。

「人の臭いがする。男のようだ」アンウェンが、まっすぐ前を向いたまま呼びかけてきた。

「人間、この一角獣の森に？」思わず眉まゆを寄せてジュディスは問いかえした。「やっぱり、自然に起こった火事ではなかったのね」

「この森に自然火なんて起こらないよ」

　ラムリアース王国は、一般の人々がこの森に立ち入ることを禁じていた。森には百名あまりの衛士が警護にあたっている他には、自然崇拝者ドルイドの一団が自給自足の生活を送っているだけなのだ。しかし、ドルイドたちの集落があるのは、この近くではない。

　森のこの一画はジュディスの管かん轄かつだったから、他の衛士がやってくるとも思えない。

「侵入者ね」ジュディスの青い目が細められていた。

　彼女はゆっくりと肩から弓を外はずした。弓の具合を確かめるため、二度、三度と弦つるを引き絞ってみる。よく手入れされた合成弓コンポジツトボウは、心地よい反動を伝えてきた。背中に背負った矢筒の中から、雪鷺の白い羽根と杉の小枝を使って作った手製の矢を二本取りだし、一本を弓につがえ、いつでも放てるように用意しておく。

「待てよ。人間の臭においだけじゃない、他に何か臭いもする。生なま臭ぐさい……」そう言いかけて、突然アンウェンは身体を大きく震わせた。そして彼にしては珍しいことだったが、鼻息も荒くいなないた。

「どうしたの、アンウェン」あわてて身体を動かして、ジュディスはバランスを保つ。

「これは血の臭いだ！　しかも、我々ユニコーンの！」

　この寒冷地のうら寂しい森に侵入者が後をたたない理由も、彼らユニコーンのためだった。というより、彼らの額に生える黄金色の角のためだ。

　ユニコーンの角には、すべての病気、怪け我がを即座に回復させる治ち癒ゆの力が備そなわっている。死人を蘇よみがえらせる効果すらあるのだ。死んだユニコーンから取った角にさえ、その治癒の力は備わっている。それゆえ、ユニコーンの角はきわめて高価な商品として、南のロマール王国などの闇市で取り引きされている。

　当然、欲に目がくらんだ者が、ユニコーンを狩ろうと一角獣の森に入りこんで来る。それら密猟者からユニコーンを保護するため、ジュディスら森林衛士がラムリアースから派遣されてきているのだ。

　ジュディスは唇くちびるをかみしめ、怒りに胸をたぎらせていた。アンウェンの怒りが、いつのまにか彼女の心にも伝わっていた。

　それほど、ユニコーンとそれに跨またがる乙女とのつながりは緊密なのだ。お互いの感情を共有するどころか、離れていても心は見えない糸で結ばれ、意思の交換を行うこともできる。

　ふたりは激しい怒りに胸を震わせながら、それでも慎重に森の中を進んだ。

　すると、すぐに開けた場所に出た。

　そこは、ジュディスもアンウェンもよく知っている場所だった。岩からしみだす清らかな湧わき水を湛たたえた〝判定の泉〟。この泉でジュディスはアンウェンと出会い、彼の審判を受け純潔な乙女であると認められたのだ。

〝泉の判定〟といわれる儀式である。ユニコーンは、純潔な娘にしか手を触れさせない。単に肉体だけが純潔であっても駄だ目めなのだ。魂たましいの純潔さも必要である。ユニコーンに認められる娘は、数百人にひとりとさえいわれている。

　思い出の泉のまわりの木々が黒く変色していた。炎の洗礼を受けた跡が、まざまざと残されている。しかし火の気配はない。たちこめている煙も、しだいに晴れようとしていた。

　泉の手前側の岸に、動かぬ白い塊かたまりが横たわっていた。ユニコーンの死体だった。

　生気を失った身体に、固まりかけた赤い血がべっとりとはりついている。ところどころに炎で焼かれた箇所があり、その部分は醜みにくく焼けただれている。

　生前の美しい獣はもはや見る影もなく、赤と黒とで斑まだらに染まったまま、その骸むくろを無む惨ざんにさらしていた。

　ユニコーンの死体のそばで、男がひとり忙しそうに動いていた。忙しさのためか、ジュディスたちが近寄ってきたのに、気づいた様子もない。粗末な灰色の衣服に身を包み、その上から牛の革をなめして作った茶色の胴衣を着込んでいる。腰には荒縄が無む造ぞう作さに巻きつけられ、そこに小ぶりの新月刀シミターが吊つるされていた。

　よくも、ユニコーンを！

　怒りに燃えたジュディスはつがえたままの矢を、男の心臓に向かってぴったりと狙ねらいをつけた。

　男も、ようやくジュディスに気がついたようだった。彼はジュディスの方に身体を向けると、何か言おうと口を開きかけた。ところが、ジュディスが弓を構えたのを見て、あわてて不思議な響きの言葉を発して、右手を大きく横に一振りした。

　同時に、ジュディスは矢を放った。

　鋭く空気を切り裂いて、矢が男の胸をめざして飛んだ。ジュディスの狙いは正確だった。矢は間ま違ちがいなく男の胸に突き刺さり、哀れなユニコーンと同じ運命を男にも与えるはずだった。

　だが、その矢は男の身体に触れるか触れないかのところでスッと向きを変えると、横の岩に当たり、カツンという乾いた音を立てた。
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「いきなり、何をしやがる！」男が憤ふん然ぜんとした声をあげた。

　まだ若い声だった。自分とそう変わらないぐらいの年齢に見えた。瘦やせてはいるが、よく鍛きたえられた身体つきだった。茶色の髪はぼさぼさで、髪と同じ色をした目に、困惑と怒りが浮かんでいた。褐色の肌を紅こう潮ちようさせながら、ジュディスの顔を睨にらみつけてきた。

　と、その表情がふと緩んだように見えた。

「おまえ、森林衛士ウツドレンジヤーの人間じゃないか」男はそう声をかけてきた。

「そのとおり。森に侵入し、木々を焼き、しかも国家の聖戦たるユニコーンの命を奪った。フレアホーン王の名により、おまえに死の裁さばきを与える。覚悟！」

　言うや、ジュディスは腰から小剣シヨートソードを抜きはなち、小さめの円形の楯ラウンドシールドを胸もとで構えた。

　アンウェンも頭を低く構え、男に角を向ける。癒いやしの力を持つその角も、攻撃のときには強力な武器となる。鋭く尖とがった先端は、ドラゴンの鱗うろこさえ貫つらぬきとおすと言われている。

「馬ば鹿かな。なぜ、オレがユニコーンを殺さなきゃならないんだ。しかも、森に火をつけただって？　確かにオレは炎の術は得意さ。しかし、今は森に火をつけてもいなけりゃ、ユニコーンを殺したりもしていない。それどころか、火を消しとめたのはこのオレなんだぜ」

　男はユニコーンの角から逃のがれるように、泉の水際まで後ずさりした。そこで、ふたたび不思議な響きの言葉を唱えた。

「魔法使いか！」ジュディスは身を固くして、男の唱える魔法に備えた。

「ジュディ、どうやらこの男は無実のようだ。今の言葉は精霊たちが使う言葉だ。それも害はない水の精霊の」アンウェンの声が頭に響いた。

　同時にジュディスの木々の陰から、青く透すきとおった物体が姿を現した。まるで、池の水が動いているような奇妙な姿をしていた。

「ウンディーネ……水の精霊？」ジュディスはつぶやいた。

「オレは水の魔法も得意なのさ」

　男の発する精霊語に従うように、ウンディーネはゆっくりと男のそばにより、人間の女性の姿を取った。大きさは男の膝ひざくらい、まるで人形のように水の精霊は男の前に立った。

「噓うそだと思うなら、このウンディーネに聞くといい。こいつを泉から呼びだして火を消してまわったのは、オレなんだぜ。ましてや、ユニコーンを手にかけたなんて冗談じゃない」

「あなた、もしかしてドルイドの集落の者？」

「そうだよ。オレはドルイドのケニー。この辺あたりに侵入者の姿を見たっていう知らせを聞いて調べにきたんだ。そしたらこの火事に出くわして、隣となりにユニコーンが倒れていたってわけさ。あわててウンディーネを呼びだして、火事を消しとめたまではいいが、まさかあんたに弓矢で狙ねらわれるとは思ってもみなかったぜ」

　ケニーという名の若者は、憮ぶ然ぜんとした表情で言いながら、身体についた埃ほこりを払いのけるような仕し草ぐさをした。

「あの男は噓をついていないみたいだよ」アンウェンが、ジュディスにささやきかけてきた。

「そうみたいね」ジュディスもそっと答えた。

　そして、ケニーの方に顔を向けて、

「そう、それは悪かったわ。でも、怪け我がが無くってよかったじゃない」

　と、悪びれた様子もなく言った。

「冗談じゃない。風の精霊シルフのおかげだぜ。でなけりゃ、あんたの矢は哀れなオレの心臓に突き刺さっていただろうさ。まったく、がっかりだぜ。あんたの姿は何度か見たことあったが、もっとおしとやかな女性だと思っていたのによ」

　ケニーはしばらくの間、文句らしいことをつぶやきつづけたが、やがてその表情を引き締めるとユニコーンの死体に歩みよって、地面にひざまずいた。

　ジュディスも我に返ってアンウェンの背中から降りると、殺されたユニコーンのそばに駆けよっていった。

　そして、ユニコーンの死体をじっくりと観察してみる。心の中に怒りが膨ふくれあがってくるのを抑えながら、傷の具合に目を走らせた。

　直接の死因はどうやら、脇腹にある深い刺し傷のようだった。おそらく、槍やりを突き立てられたのだろう。だが、その前に強い炎にさらされてもいる。もちろん、魔法の炎に決まっている。

「魔法使いの仕し業わざね。おそらく、上位古代語ハイ・エンシエントを使う魔術師ソーサラーの……」ジュディスはつぶやいた。

　黄金色の角は根元から切り落とされ、無くなっていた。

「やはり、角が目当ての密猟者か……」

　アンウェンもそばに寄ってきた。ジュディスはアンウェンを見上げ、尋ねるように目で合あい図ずを送った。

「だめだ。わたしの力では、もはや癒いやすことはできない」悔くやしそうなアンウェンの言葉が返ってくる。

「そう……」ジュディスはうなだれるように、ユニコーンに視線を落とした。

「力を落とすな、と言っても無理だな。あんたらにとってユニコーンの死は、肉親の死にも値するんだからな」ケニーは言いながら、すこしためらってから、ジュディスの左肩にそっと手を置いた。

「このわたしに触れるな!!」

「ジュディスに触れるな!!」

　ジュディスが叫んだのと同時に、アンウェンも精霊語で叫んでいた。

　ジュディスは右手で、ドルイドの腕を払いのけようとした。

「悪い……」そう言いかけてから、ドルイドは顔色を変えた。

「力づけてやろうとしたんだろうが！　そこまで言うことはないだろう！」

「汚けがらわしい男になど触れてもらいたくはない」ジュディスは、ドルイドにそう言い返した。

「そのとおりだ」アンウェンも威い嚇かくするような目でドルイドを見下ろしていた。

「わ、分かったぜ」ドルイドは怒りのあまり声を震わせながら、ジュディスの肩に置いた手をもとに戻した。

「あんたが、そんなに高慢な女だったとはな。しかし、ま、考えてみれば当然だな。森林衛士ウツドレンジヤーに選ばれているぐらいなんだからよ。どうせあんたは貴族のお姫さまで、王都に帰れば、立派な婿むこ殿が待っているのだろうさ。オレのような薄うす汚ぎたないドルイドに触れられるのは、我が慢まんならないというわけか」

「あなたに、わたしの気持ちが分かってたまるものか！」ジュディスはむきになって答えた。

　ドルイドの言葉が、真実をすべてついていたからだ。しかし、それが幸福だと言われるのは心外だった。王都に帰れば、待っているのは政略結婚であり、不自由な暮らしなのだ。

「ああ、分からないな。それから、ユニコーン。おまえの気持ちもな。なぜ、おまえたちユニコーンは、純潔を守る女にしか心を許そうとしないんだ。人間すべてに手を触れさせたくないというのなら話も分かるぜ。だが、純潔を守る女にだけは進んでその身を委ゆだねる。まるで、人間の男みたいじゃないか」

「ユニコーンの存在にとって、重要なことだからだ。それ以上、おまえに答えるいわれはない」

　アンウェンは答えると、激げつ昂こうしているジュディスの顔にそっと頰ほおを寄せてきた。

「ジュディ、行こう。この血の固まり具合、まだ犯人はさほど遠くへは行っていないだろう」

　ジュディスは白い顎あご髭ひげの生えたアンウェンの顔を見た。

「そうね。死んだユニコーンをこのままにしておくのは、かわいそうだけど……」

　犯人を逃のがさないことが最優先なのだ。それが森林衛士であるジュディスの任務なのである。決意に満ちた表情で、ジュディスはアンウェンの首筋を叩いた。

「行きましょう」

「正気かよ？　相手は古代語魔法を使う魔術師なんだぜ。しかも、このユニコーンを仕し留とめた手並みなど、かなり腕の立つ魔術師のようだ。同じユニコーンや、女のあんたに勝てるわけがない」

「やってみなければ分からないわ」ジュディスは自分の腕前を侮ぶ辱じよくされたと思って、憎々しげにケニーを見た。

　しかし、若者の顔は苛いら立だってはいたものの真剣だった。本当に心配してくれている様子さえうかがえた。

　悪い人間ではなさそうだ、とジュディスは自分の態度をすこし反省した。考えてみれば、自分の間ま違ちがいがこの男との口論の発ほつ端たんなのである。

「わたしは森林衛士なのよ。侵入者を捕らえることが任務なのだから」

「それはオレも同じだ。オレも部族の中で、森を守る役目を与えられているんだ。どうせなら、オレも一緒に……」

「まさか！　あなたに助けてもらうわけにはいかないわ。それでは、わたしの無能さを証明しているみたいじゃない。それでなくても、自分の任地でユニコーンを失っているのに……」

　ユニコーンを殺されたうえ、侵入者を退たい治じするのに他人の手を借りたとあっては、言い訳ができるものではない。悪くすれば、森林衛士の任務を解とかれることになるかもしれない。当然、アンウェンと一緒に生活することなどできなくなる。

　待っているのは、ランロード伯はく爵しやく家の令れい嬢じようとしての息の詰まるような毎日と、そして自分の意志とは関係ない結婚なのだ。

　それを考えると、ジュディスは暗い気持ちになった。

「どう、アンウェン。跡をつけることはできる？」その暗い気持ちを抑えつけて、ジュディスはアンウェンに尋ねた。

「もちろんだとも、ジュディ。人間の臭におい、それに地面に残った足跡、おそらく相手はこの先の洞どう窟くつに向かっているのだと思う」

「昔、コボルドの集団が住み着いていた、あの洞窟ね」言いながら、鞍くらも何もつけていないアンウェンの背中に跨またがった。

　ジュディスは古い記憶を思い出していた。それは、彼女が森林衛士に就任してまもなくの頃の記憶だった。どこからやってきたものか、コボルドの一族がこの森の洞窟に移り住んできたのだ。

　その数は三十あまり。もちろん、ジュディスひとりでは手にあまる数だった。そのため、彼女は仲間に応援を頼んで、コボルドたちを追い払ったのだ。以来、洞窟には何も住み着いていない。

　今やジュディスはやわな少女ではない。三年の間に、弓も剣の腕前もあの頃とは比べられないほど上達している。

「出口がひとつしかないから、逃げられる心配はないわね」

　ひとりごとのようにつぶやいて、ジュディスは正面の森を見据えた。睨にらみつけるように前方の森に厳しい視線を走らせ、アンウェンのたてがみをギュッと握りしめる。

　そして、ハッと気合いを入れて、アンウェンに合図を送った。

　その合図に反応して、稲いな妻ずまのようにアンウェンは木々の間に飛びこんでいった。

「ばかやろう。勝手に殺されてしまえ！」後ろから、ドルイドの罵ば声せいが聞こえてきた。しかし、その声はしだいに小さくなり、やがてまったく聞こえなくなってしまった。

　いつのまにか、日はかなり高くなっていて、肌を湿らせるような朝あさ靄もやも煙とともにすっかり晴れていた。

　木こ洩もれ陽びが、疾しつ走そうするジュディスとアンウェンの身体をモザイク状に照らしだしていた。土と木々の混ざったような森の臭いが鼻び孔こうをくすぐる。小動物や小鳥たちのざわめきも感じられた。

　そのときだった。

　ギャーギャーという不ぶ気き味みな鳴き声が彼女の頭上で響いた。同時に、バサバサという羽ばたきの音と、木の葉のざわめきとが起こった。ジュディスはハッとして空を見上げた。近くの樹木から、黒い影がひとつ森の空に舞いあがっていた。

「見慣れない鳥ね」ざらつくような奇妙な感覚が彼女の心を掠かすめた。凶きよう兆ちようを見つけたような気がしたのだ。

「気にすることはない、ジュディ。南の方から来た迷い鳥だろう」ジュディスの不安を感じとったのだろう。アンウェンが言葉をかけてきた。ジュディスは微笑ほほえみを浮かべて、アンウェンのたてがみをなぜた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと緊張しているだけ」

　ジュディスは鳥の消え去った方向を見据えながら、ほっと小さな息を洩もらした。




「まったく、あの女は魔術師の恐ろしさを知らないのか」

　それで、よく魔法王国ラムリアースの騎士が務まるものだと、ケニーは悪あく態たいをついていた。怒りがなかなか冷めやらない。

　ケニーも侵入者を始末しなければならない立場にあった。それが、彼の部族の掟おきてだった。彼ら自然崇拝の教えを信じる者たちは、神よりも自然の精霊を信仰し、自然とともに暮らすことを信念としている。生きていくうえで、最小限を除いては、文明を否定してもいる。

　そして、自分たちが住んでいる土地に侵入し、その自然を壊こわすような人間には厳しい制裁を加えるのである。

　ケニーはもう一度、ユニコーンの死し骸がいやまわりに残されている足跡を丹念に調べることにした。これから相手にしなければならない敵の情報をすこしでも多く、摑つかんでおきたかったからだ。

「あいつらに、勝てるわけがない」そう吐き捨てるようにつぶやく。

「敵の人数は三人。それより多いことはないな。これなら、オレひとりでもなんとかなるか……」

　焼けただれたユニコーンの死体を見ながら、魔術師が三人ということはないさ、と自分に言い聞かせた。いかに彼が部族の中でも有数の精霊使いとはいえ、魔術師三人を相手にしては勝てるはずがない。

　敵の炎の魔法に対する用心のため、泉の水をすくって革製の水袋の中に収おさめた。いざ、というときには、その水袋の中からウンディーネを呼びだして、炎から身を守らねばならないからだ。

「炎に対抗するには、水がいちばんだからな」彼はそうつぶやいて立ちあがった。

　そして、ケニーは静かに今度は別の精霊語の呪じゆ文もんを詠えい唱しようしはじめた。それは、彼がいつも戦いのときに呼びだす精霊、バルキリーを召しよう喚かんするための呪文だった。

　精霊たちは、自然の力を司つかさどるものだが、それだけではなく精神の働きにも関係している。バルキリーは戦いくさ乙おと女めの名前で呼ばれることもあるように、戦う男の勇気を司っている精神の精霊だった。

　ケニーの召喚に応じて、武具に身を固めた白く輝く女性の精霊が姿を現した。目前にある大木に背中を預けて、両腕を組みながら立った。

「呼んだ？」バルキリーは精霊語で話しかけてきた。

「ああ呼んだとも、おまえの力を借りたくてな」

「戦いになるのか？」

「でなければおまえを召喚したりはしないさ。どういう事情かは分かっているのだろう」

「わたしはおまえに仕つかえている。心の中のことはすべて分かる。盟めい約やくに従って、力を貸そう。おまえが、死するそのときまで」

「そして、死んだらオレの魂たましいを喜びの野に運ぶわけだな」皮肉っぽい調子で、ケニーはバルキリーにそう言った。

　バルキリーは戦場において男たちに死と向かいあう勇気を与えてくれる。しかし、戦場ではときには臆おく病びようになることも必要なのだ。勇気を持ちすぎたあまり、命を落とした戦士は古来より数多かろう。

　精霊使いの中には、バルキリーのことを死をもたらす精霊と忌いみ嫌う者もいるぐらいだ。ケニー自身は、男とは常に死という破は滅めつに向かっていく存在だと考えている。バルキリーはそんな男の象徴なのだ。だからこそ、バルキリーには男の精霊使いにしか使えぬという奇妙な性質があるのだ、とも。

「おまえの魂を運ぶか……、どうやら今回がそのときかもしれぬな。おまえの心の中には焦あせりが見える。さっきの女のことが気になっているのだ。焦りは容易に死を招く。わたしが与える勇気以上にな」

「焦り？　なんで、オレがあんな女のことで……」

「わたしを偽いつわることはできぬ。おまえは、あの女に対して前から好意を持っていたではないか。ユニコーンに跨またがっているあの女の姿に魅せられていたではないか」

　痛いところをつかれて、ケニーは呻うめいた。もちろん、バルキリーの指摘は正しい。森の中をユニコーンとともに駆けるあの森林衛士ウツドレンジヤーに、ケニーは好意を抱いだいていた。何かの機会があれば、話をしたいとも考えていた。ケニーにとって、部族の娘の誰だれよりもあの女騎士は美しく、そして魅力的に見えた。

「あんなはねっかえりとは思わなかったからな」ケニーは苦しそうに弁解した。

「わたしを偽ることは……」

「黙れ！」ケニーは怒ど鳴なり声をあげて、バルキリーの言葉を制した。「それより、おまえの好きな戦いくさの場に急ぐぞ」

「承知」バルキリーは無表情に答えた。

　ケニーはユニコーンの足跡を追って歩きはじめた。

　かなり急いではいたのだが、その歩みはユニコーンの疾しつ走そうに比べれば、あまりにも遅いものだった。




　狭い岩屋の中に、たいまつの燃える淡い明かりが怪あやしく揺れていた。

　その炎に照らしだされて、男の着る黒色のローブが赤黒く染まって見えた。

　男の名はアルナーフという。上位古代語ハイ・エンシエントを操あやつる魔術師でもあり、暗黒神ファラリスに仕える闇司祭ダークプリーストでもあった。

　岩屋の中には、もうひとり黒髪の若い娘がいた。娘は透きとおるような白い手足を鎖に繫つながれてうなだれたまま、小さくすすり泣いていた。ときおり、洩もらす嗚お咽えつの声が洞どう窟くつの岩肌に弾はじかれて、くぐもった反響音を立てていた。

　身につけた真っ白なドレスのあちこちが破れていて、そこから若い肌が顔を覗のぞかせていた。薄く血がにじんでいるところもあった。

　アルナーフは抑おさえきれぬような笑いを口元に浮かべながら、悠ゆう然ぜんと娘を見下ろしていた。

「悲しむことはない。娘よ」押さえた口調の物言いが、かえって不ぶ気き味みに聞こえてくる。娘は怯おびえることさえ忘れてしまったように、ボンヤリと魔術師の浅黒い顔を見上げた。

「あたしのせいで、ユニコーンは死んでしまったわ」生気のない声で、ポツリとつぶやく。

「そのとおり。そして、わしは貴重な角を手に入れた。この角が、幾らの値で取り引きされるか知っているかな」

　娘は首を振って、小さくすすりあげた。

「ロマールの闇市でおまえを買い取った値段のざっと千倍よ。だが、それでも安い買い物とは思わんかね。人の命は金では買えないからな」

　含み笑いを洩らしてアルナーフは、娘の全身を眺ながめた。まだ、完全には熟していない肉体が、かえって欲情をそそらせる。娼しよう館かんの主人が、高い値を付けたのも無理はない。この女なら、確かにいい商売ができたはずだからだ。

　同時にこの女ならいけると判断した自分の目の確かさにも満足だった。

「ユニコーンに認められる娘など、そうそういないからな」

　だが、この女にはもう一仕事やってもらわねばならぬ。そのために自みずから傷きず物ものにするわけにはいかなかった。ファラリスは清らかな娘をいけにえとして望むからだ。

　新たな力を授けてもらうために、この娘はかならずや役に立ってくれるだろう。

　安い買い物だった、とほくそ笑んでアルナーフは娘を見下ろした。

　そのとき、洞窟の入口の方で、鳥の鳴く甲かん高だかい声が響いた。偵てい察さつのために放っていた使い魔のルヴァが戻ってきたのだろう。黒いローブをひるがえして、アルナーフは洞窟の入口へと向かった。

　入口にはふたりの男が、槍やりを構えて立っていた。ロマールで雇やとった傭よう兵へいたちだった。彼らはアルナーフが向かうのが一角獣ユニコーンの森であること、そしてそこで行うことを承知したうえでやってきたのだ。正義ではなく、金を尊とうとぶ男たちだった。

　そのうちの背の高いほうの男の肩に、大おお鴉がらすがおとなしく止まっていた。忠実な使い魔は、主人の姿を見て短く一声鳴いた。

「どうした、ルヴァよ、何か見つけてきたのか」

　アルナーフは右手を差しだしながら、左の手で使い魔を招いた。バサリと翼つばさをはためかせて、大鴉はゆっくりと宙を舞い、彼の腕に居場所を変える。そして、首を伸ばしてアルナーフの耳元に嘴くちばしを寄せた。

「ふむ、ふむ、なるほど……。ほう、それは」魔術師の口元が歪ゆがんだ。

「何かあったのか」傭兵のうちのひとりが不安そうに尋ねてきた。

　アルナーフは片手で傭兵を制して使い魔と無言の会話を続けた。魔術師と使い魔とは、精神が通じあっているのだ。その結びつきはユニコーンと乙女との関係に近い。そして、精霊使いと精霊との関係にも。

「分かった。それなら、さっそく歓迎の用意をしなければの」

　そう言ってから、不安げなふたりの傭兵に向きなおって、アルナーフは一歩前に進みでた。

「ラムリアースの森林衛士がやって来るようだ。それもユニコーンに乗った女騎士がな。獲え物ものが向こうからやって来てくれるとは都合がいい。これで角といけにえとなるべき娘がひとつずつ増えるというもの」

「ラムリアースの騎士！」

　悲鳴のような戦士の言葉に、魔術師の顔が怒りに歪ゆがんだ。

「臆おくするな！　いかに森林衛士とはいえ、相手はたかだか女。始末をつけるのに何の苦労があるというのだ。おまえたちへの報ほう酬しゆうも倍になるのだぞ」

「あんたは簡単に言うが、ラムリアースの騎士は強い。奴やつらは皆、魔法を使う」

「いかにラムリアースが魔術師の王国とはいえ、騎士の全員が魔術師というわけではないわ。それに魔法の戦いではわしは決して負けはせん。安心しろ。そして、おまえたちは獲物のことだけを考えろ。もし、運よく生きて相手を捕らえたなら、女のうちのひとりは好きにしてもいいぞ。ともに、ユニコーンに認められるほどの生き娘むすめだ。めったに相手にできるものではないぞ」

　ふたりの傭兵は顔を見合わせて、ゴクリと生なま唾つばを飲みこんでから、下品な笑いを浮かべた。

「そういう条件ならな」

「フフ……、期待しているぞ」

　アルナーフはうなずいて、使い魔を右手に乗せたままきびすを返し、薄暗い洞窟の中に向かって歩みさった。

「ルヴァよ。あいつらで勝てると思うか？」

　使い魔の大鴉は、抑えた声でひとつ鳴いた。

「駄だ目めと思うか。ハハ……、そうよな。わしが戦わねばならんだろうな。そのための策は練っておくとしよう」

　不ぶ気き味みな笑いを浮かべながら、アルナーフは薄暗い洞窟の中を娘を閉じこめている岩屋へと向かった。




　そのころ、ジュディスたちはめざす洞窟のすぐそばまでやってきていた。

　アンウェンに合図を送って、ジュディスは彼の歩みを緩めさせた。そして、背から飛び降り地面に降りたつと、肩から弓をはずしてゆっくりと進んだ。

「どう、アンウェン。人間の臭においはする？」

「するとも。どうやらひとりではなさそうだ」鼻をひくつかせながら、アンウェンは答えた。

「そう……」

　ジュディスとアンウェンは慎重に進んだ。そして洞窟の入口が見える場所まで来ると、木の陰に身を隠しながら、そっと様子をうかがった。

「おかしいわね。入口に見張りも立たせていないなんて」

　洞窟の入口には、ひとりかふたりの見張りが立っているだろうとジュディスは予想していたのだ。その見張りを弓で射倒してから、中に踏みこむつもりでいた。

「ユニコーンの角を取って、油断しているとでもいうの」

　ユニコーンを狩りに来た人間にしては、うかつな連中だと思う。しかし、ジュディスは気にせず、そのまま進むことにした。アンウェンが後に続く。

　と、カサリという音がすぐ近くでした。

　ジュディスがはっとする間もなく、両横の木陰から槍を構えた男がふたり姿を現した。

「待ち伏せ！」ジュディスは驚いて叫び、弓を投げ捨て、腰から小剣を引き抜いた。「なぜ、わたしたちが来るのが分かったのかしら」

「そんなことより、ジュディ。今はこのふたりを倒すことを考えないと」

「そうね。わたしは左を」ジュディスは叫んで、左に回りこんだ。アンウェンも心得たとばかり、右に頭を向けその角を真っすぐ相手の胸元に向けた。

「不法の侵入者ども。フレアホーン王の名により、おまえたちを成せい敗ばいする。覚悟！」

「黙れ、小娘が！」槍を構えて男が突き進んできた。

　ジュディスはその穂先を身をひるがえしてかわすと、間合いを詰めようと二、三歩前に出た。離れていては、槍の距離だからだ。

　すると相手は槍の柄の部分で、足元を払いに来た。今度は跳びあがって避けて、そのまま相手の懐ふところに飛びこんだ。

　間合いさえ詰めれば小剣の距離である。ジュディスは、小さい突きを素す早ばやく繰りだしていった。

　男はたじろぎ、後ろに下がろうとした。だが、ジュディスの素早い動きにそれができないと分かると、槍を捨てて腰から短剣ダガーを引き抜いた。

「くたばりやがれ！」

　下品な罵ば声せいとともに、男が体当たりしてきた。格闘戦を挑いどむつもりらしかった。

　ジュディスは冷静に動きを読み取り、相手の身体がぶつかってくる寸前に横に飛びのいて身をかわした。

　そのとき、右足だけは残しておいた。

　ジュディスの思いどおり、相手はその右足に引っ掛かった。勢いがついていた男は不ぶ様ざまに頭から地面に突っこむ。

　そこを駆けよって、心臓を狙ねらって背中から小剣の突きをくれた。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが森に響き、男はすぐに息絶えた。

「大地母神マーフアよ、この戦士の魂たましいを導きたまえ」

　ジュディスは短く祈りの言葉を唱えて、アンウェンの方を振り返った。見ればアンウェンも、相手の胸に深々と黄金色の角を突き刺していた。

　男はまだもがいているが、すぐに絶命するだろう。

「魔術師は洞どう窟くつの中か」

　ジュディスは身をひるがえして、洞窟の中に駆けよろうとした。すると、中から待ち構えていたかのように、黒い影がヌッと姿を現した。黒いローブを羽は織おった背の高い男だ。年は四十代のなかばといったところだろうか。残忍な笑いに顔を歪ゆがませ、身体の前にひとりの娘を搔かき抱いだいている。

「みごとな腕と褒ほめてやろう。さすがに、ラムリアースの森林衛士よ。傭よう兵へいなどとは鍛きたえ方が違うな」

　魔術師は左手に怯おびえる娘を抱えながら、薄暗い洞窟の中から一歩足を踏みだした。

　光の中に濃い影が生まれたようなものだ。右手は鋭するどい短剣を握りしめ、それを娘の首筋に押し当てていた。そこから真っ赤な血が一筋糸を引いて、うなじからまだ熟しきらぬ胸元に流れていた。

　男が本気で娘を殺す気なのは、あきらかだった。

「その娘をユニコーンをおびきだすための囮おとりに使ったのね。なんて、卑ひ劣れつな……」

　ジュディスは小剣と楯たてを構えたまま、男を睨にらみつけた。アンウェンもゆっくりと右手に回りこみながら、飛びこんでいく機会をうかがっている。

「あの娘は純潔を守っている乙女だ。わたしには手出しができない」アンウェンの悲痛な声が響いた。

　当然だった。彼らユニコーンにとっては、我が子を人ひと質じちに取られているようなものなのだ。しかし、手出しができないのは、ジュディスにしても同じだった。

　娘に罪はない。もし罪があるのなら、ユニコーンは決して娘に近寄ったりしなかっただろう。いかに法を守るためとは言え、自分と同じ年頃の娘の命を犠牲にすることはジュディスにも決断できぬ要求だった。

　油断なく剣を構えながら、相手の出方を待つ以外にできない。

「そうそう。おとなしくしていれば、痛い目は見ずにすむ」魔術師は目に怪あやしげな光を湛たたえて、挑戦的に睨みつけているジュディスの視線を受けとめた。その口元があやしく躍おどっていた。風に乗って、歌うような声が微かすかに聞こえてくる。

　不思議な旋律だった。

「いけない、ジュディー！　魔法だ。あの男から目をそらせ」悲鳴のようなアンウェンの声を遠くで聞いたような気がしたが、そのときにはすでに手遅れだった。

　頭の中に黒い靄もやのようなものが渦巻いていて、全身から力が抜けはじめていた。

「しまった！」自分の不用心さを呪のろう前にジュディスは意識を失って、その場にくずおれていた。

「ジュディー！」アンウェンは絶ぜつ叫きようしていた。

「さて、ユニコーン。次は貴き様さまの番だ」

「お願い、ユニコーン！　逃げて!!」

　そのとき、たまりかねたように黒髪の娘が叫び声をあげて、魔術師に体当たりを喰くらわせた。そして、その束縛から逃のがれるとアンウェンのそばに駆けよってこようとした。

「お願い、逃げて!!」

「この奴ど隷れい女が!!」魔術師は狂ったような声をあげて、アンウェンのすぐそばまでやってきた娘の背中に向かって手に持っていた短剣を投げつけた。

　狙ねらいはたがわず、短剣は娘の背中に深々と突き刺さった。あっ、と小さな呻うめき声をあげて、黒髪の娘はアンウェンの足元にうつぶせに倒れこんできた。

　アンウェンは頭を下げ、前足で土を搔かきながら、怒りを込めて甲かん高だかくいなないた。

「よくも！」

　鋭く尖とがった角を男の心臓に狙ねらいをつけて、アンウェンは大地を強く蹴けった。しかし、魔術師はその動きを待っていたかのように、右手を素早く左右に振った。

　ガッ！

　激しい音を立てて、角が目に見えぬ障しよう壁へきに阻はばまれた。衝撃が額に伝わってくる。頭が一瞬クラッとしたが、すぐに身を立てなおして、相手の次の動きに備える。

「汚れた人間め！」

　怒りにたてがみを逆立てながら、アンウェンは魔術師を中心に円を描くように歩いた。そのままジュディスに近よって、彼女を魔力から解放するつもりだった。

「そうはさせん！」

　アンウェンの意図を見抜いたのか、魔術師は上位古代語ハイ・エンシエントの魔ル法ー語ンを発して目の前の障壁を解いた。今度は高らかにルーンを唱え、両手を上にかざして複雑な印を切りはじめた。

　魔術師の頭上に赤い炎の固まりがいくつか浮かびあがった。おそらく自分の仲間を焼いた炎の魔法の発現に違いなかった。

　アンウェンは迷わず、その場所から飛びのいた。二回、三回と左右にステップを踏みながら、魔術師から遠ざかる。

「逃がしはせん！」アルナーフは叫んで、炎の固まりを叩きつけた。アンウェンは今度は大きく前に飛んで、その破壊の炎から逃のがれようとした。

　破壊の中心からは逃げのびることができたが、それでも熱い爆風が彼の白い体毛を焦がし、アンウェンは痛みに激しく鼻を鳴らした。

　足を踏ん張って痛みに耐えると、そのまま全速で前に駆けだし、憎むべき魔術師の心臓をえぐりださんと、角を正面に突きだした。

「やるな、ユニコーン」

　だが、魔術師は落ち着いていた。ユニコーンが突進してくるより前に、彼は小走りに駆け、近くに倒れていたジュディスのもとにひざまずき、腰から予備の短剣を引き抜くと、それを彼女の胸の上に掲かかげたのだ。

「それ以上動くと、この女の命はないぞ！」

　男が言うよりも先に、アンウェンはぴたりと動きを止めていた。

　そうして、しばらく彫ちよう像ぞうのように立っていたアンウェンだったが、やがて悔くやしさに身を震わせるようないななきをあげると、くるりと背中を見せた。そのまま、森の中に向かって走りだすと、木々の中に飛びこんでいった。

　すぐにその姿は消えてしまう。

「主人を見捨てるのか？　あのユニコーンは」アルナーフは茫ぼう然ぜんと白い姿を見送った。

「珍しいユニコーンもいたものだ」

　アルナーフは、倒れたままピクリとも動かぬジュディスの顔をじっくりと観察した。化粧気こそないが、気品に溢あふれた顔立ちの美しい娘だった。森林衛士に選ばれるほどだ。おそらく、ラムリアースの貴族の娘だろう。

　街まち娘むすめとは違う高貴な感じが、全身から漂っていた。

「あの奴ど隷れい女は殺してしまったからな」

　アルナーフは、横に転がっている黒髪の娘の死体を見た。それを残念にも思わぬほど、暗黒神に捧げるべき、この新しいいけにえを気に入っていた。

　この女なら、ファラリスは間ま違ちがいなく自分の願いを聞きとどけてくれるだろう。

　早くいけにえの儀式を済ませて、この森を離れたほうが得策だと思えた。ふがいない傭よう兵へいはふたりとも倒されたし、ユニコーンはもしかすると仲間を呼びに戻ったのかもしれない。

「角は一本で十分よ。それにいけにえもひとりでな」アルナーフは意識を失ったままのジュディスを抱きあげて、不ぶ様ざまな死に様をさらしているふたりの傭兵のそばに近づいていった。

「おまえたちにも、前金分の働きぐらいはしてもらわんとな」

　それぞれの死体に向かって不吉に響く呪じゆ文もんを唱えてから、アルナーフは洞どう窟くつの中に姿を消した。

　彼が去ってしばらくしてから、決して動かぬはずのふたつの死体が、もぞりと動きはじめた。

　一方のアンウェンは森の中をひたすら走っていた。

　白い身体を一杯に伸ばし、大地を蹴けりあげるように走る。

　彼の走った後には、土埃が激しく舞いあがっていた。ひづめの跡が深く地面に刻みつけられている。

　醜みにくい走り方をしている、とアンウェンは思った。これでは草原を走りまわるただの馬だ。

　だが、これから自分がしようとしていることは、走り方などささいな問題にしか思えぬようなことなのだ。




　暗黒から弾はじきだされるように意識が戻ったとき、ジュディスは自分が冷たい石の台に鎖で縛りつけられているのを知った。

「お目覚めかね」ふと、横で声がした。見れば、先程の魔術師が金糸で奇妙な文様をししゅうした黒色の神官着に着替えて、頭に同じ色のかぶり物をしていた。

　神官衣の左胸に、不ぶ気き味みな紋章が描かれていた。それは、暗黒神ファラリスの紋章だった。

「闇司祭！」ジュディスははっと息を吞んだ。

　この男は上位古代語を操あやつる魔術師というだけではなく、暗黒神ファラリスに仕える闇司祭でもあったのだ。

　ぞっとする寒気が背筋を走る。それは、冷たい石の感触などでは決してなかった。

「わたしをどうする気だ」

「それが分からぬほど愚おろかではあるまい」

「いけにえにしようというわけね、いったい何が目的で……」

「目的だと？　金と力だよ。それ以外に何が必要だというのだ。金と力、何をするにも欠かせぬものだと思わないかね。金はユニコーンの角がもたらしてくれる。そして、力は偉大なるファラリスがもたらしてくれるのだ。おまえの身体にファラリスを降こう臨りんさせて、そして力を授さずけてもらうのだ。巨大な魔力をな。おまえの身体はファラリスを受け入れることで砕くだけてしまうだろうがな」

「俗ぞく物ぶつめ」嫌悪感が、全身に走っていた。

　そのとき、ハッと気がついて、ジュディスは上半身を起こし、魔術師の陰気な顔を睨にらみつけた。

「アンウェンは、あたしのユニコーンはどうしたの」

「アンウェンという名なのか、あのユニコーンは。フフ……おまえも哀れな娘だな。あいつなら、おまえを見捨ててさっさと森へ姿を消したよ」

「そう……」

　絶望ではなく、安心感がジュディスの胸の中に膨ふくらんでいった。アンウェンは無事なのだ。彼はおそらく助けを呼びに走ったに違いない。自分だけでは勝てぬと悟さとったのだろう。アンウェンが、あの忠実なユニコーンが、意味もなく自分を見捨てて逃げるわけがない。

　妙に安らかな気分になり、ジュディスはふたたび上体を倒して、石台の上に仰あお向むけになった。

　そのまま目を閉じて、精神を集中させる。

（アンウェン、アンウェン……）

　しばらく呼びかけていると、まるですぐ隣となりにいるように、愛するユニコーンの意識が流れこんできた。

（ジュディス、気がついたか。すまない、今助けを呼んでいるところだ。すぐに戻る。それまでどうか無事でいてくれ）

（もちろんよ。こんな奴やつに殺されてたまるものですか。それから、何としてでも倒さないと……。いい、この男は暗黒神に仕える闇司祭でもあるのよ）

（暗黒神の従僕しもべか！）

　アンウェンも、ジュディスを生きたまま捕らえている理由に気がついたようだった。あわてたようにすぐ助けに行く、という思考を送ってきた。

　あまり長いあいだ心話を続けていると闇司祭に怪しまれるだろうと考え、ジュディスは心をアンウェンから離した。

（頼むわ、アンウェン）最後につぶやくような思考を投げかけて。




　そのとき、ケニーはユニコーンの足跡を追いながら、急ぎ足で森を歩いていた。

「あいつらは、もう殺された頃だろうな。まったく、オレの警告を聞かないから……」

　そう思いだしたように、文句を言ったときだった。

　目の前からユニコーンの白い姿が走ってくるのに、ケニーは気がついた。

　あの女騎士が魔術師を退たい治じしてしまったのだろうかと、拍子抜けしたような気分になって、ケニーは後ろに控えるバルキリーに笑いかけた。

「オレの勇気は、どうやら空から回まわりに終わったようだ。もう、帰ってくれてもいいぜ」

　しかし、バルキリーはそれには答えず、あいかわらず無言で彼の後ろに従っていた。

「ドルイド！」

　アンウェンの悲痛な精霊語の叫びを聞いたとき、ケニーはようやく真実に気がついた。しだいに大きくなってくるユニコーンの背には、あの女騎士は乗っていなかった。

「あいつはどうしたんだ！　あの高慢ちきな女騎士は！」ケニーは叫んで走りだしていた。

「どうやら、わたしはまだ必要なようだ」後ろから、バルキリーが声をかけてきた。

　そう言うバルキリーに一いち瞥べつをくれ、ケニーはユニコーンのそばまで走りよった。

　ユニコーンは彼の前で立ちどまると、せっぱつまったような調子で話しかけてきた。

「わたしたちは、敵の魔術師に敗やぶれたのだ。ジュディスは魔法で意識を失い、魔術師に捕らえられている。今、ジュディスと心話を交わしたが、相手は魔術師であるだけではなく、暗黒神に仕える闇司祭でもあるらしい。ジュディスをいけにえにして、暗黒神から力を授さずかろうとしているようだ。そうなれば、取り返しがつかない。ジュディスの身体は、魂たましいごと砕けてしまい、わたしの角の魔力でも、蘇よみがえらせることができなくなるだろう」

「へっ、あの女なら暗黒神ごのみだろうよ」ケニーは吐き捨てるようにつぶやいた。

「おまえは自分の心を……」後ろでバルキリーの声がした。

「うるさい！」ケニーはバルキリーに怒ど鳴なりかえした。

「今はおまえの力が必要なのだ」アンウェンは苛いら立だった声をあげていた「一刻でも早く、ジュディスを助けださねばならない」

「しかし、急げといっても、オレの足には限界があるぜ。おまえと違って、足はふたつしかないんだからな」

「分かっているとも、ドルイド！　だから……だから、わたしの背中に乗れ！」

　走りだそうとしていたケニーの動きが、一瞬にして凍こおりついた。疑わしげな表情を浮かべて、ユニコーンの顔を覗のぞきこんだ。

「おまえの……背中に乗れだって？」

「そうだ！　わたしの背中にだ！　早く！」

「いいのかよ」ケニーは尋ねた。

「いいわけがあるものか。しかし、ジュディスの命には代えられない」

「あ、ああ……分かった。振り落とすなよ」呻くような声をケニーは自分でも知らぬうちに出していた。

　ケニーは恐る恐るユニコーンに手をかけ、そして小さく跳躍してその背に跨またがった。

「わたしは戦場でふたたび現れよう」バルキリーが言って、姿を消した。

「おまえは、バルキリーを使うのか」アンウェンは軽けい蔑べつしたように言った。「だから、男という生き物は……」

「話は後にしろ！　急ぐんだろ」

「言われなくても。たてがみにしがみついていろよ」アンウェンは前足を高く掲げ、向きを変えると来た道を全速力で戻りはじめた。

　アンウェンはケニーを乗せて、森を切り裂いて走った。

　強い風がケニーの顔をなぶった。髪が後ろに流れ、目が開けていられないばかりになる。彼は顔を伏せて、ユニコーンの疾走に堪たえた。

　目のくらむようなスピード感の中で、場違いとは思いつつもユニコーンのことを考えずにはいられなかった。

　ユニコーンの性質、そして今このユニコーンが行っている行為。

「やっぱり、おまえたちユニコーンは、純潔な女以外にでも触れられるんじゃないか。だったら、おまえたちの習性はいったい何なんだ」

　チラリとアンウェンの視線が動いた。

「わたしの気持ちなど、おまえには分かるまい。わたしたちユニコーンは、汚けがれたものに触れてはならないのだ。わたしは、汚れた者を背中に乗せたおそらくはじめてのユニコーンだろう」

「分からないな。汚れを乗せたユニコーンはどうなるんだよ」

「知りたいか？　知りたければ、教えてやろう。おまえも知っていると思うが、わたしたちユニコーンは肉体を持っている種族とはいえ、その本質ははるかに精霊に近い。たとえば、おまえの使うバルキリーだが、あれらは勇気を司つかさどる精神の精霊だ。それも死に向かっていく勇気にな。死に向かっていく勇気、それは本質的に男にしかない心の性質だ。だから、バルキリーは男でなければ支配できない。

　反対に純潔な娘は、死ではなく生命の根源に近い存在なのだ。それに、我々ユニコーンは魅せられる。なぜなら、我々ユニコーンもまた、生命の根源に近い種族だからだ。それは、癒いやしの力を持つことからも分かるだろう。

　そして、我々の生命の力は純潔な娘に触れていることによって、さらに強いものになる。純潔な娘を背に乗せているユニコーンは、他のユニコーンに比べて、より美しい純白の体毛に包まれ、強い癒しの力も身につけていられる。

　逆に、汚れに身を任まかせたユニコーンは、白い毛並みを保ってはいられなくなる。運が悪ければ、角も落ち、もはやユニコーンではいられなくなるかもしれない。だが、それもやむをえない」

「あいつのためか」

「もちろんだとも！　それ以外になぜ、わたしがおまえを……、おまえのような汚れた者を乗せて走らねばならないのだ。自らの存在を否定するような行為を、今、わたしはしているのだぞ！」

「気にいったぜ、ユニコーン。そこまで、決意しているとはな。喜んで力を貸してやるぜ。それにかよわい女を助けるのは男の義務だからな。女を守るためにこそ、男は死と向かいあう勇気を持っているんだとオレは信じている。それこそ、オレの命に代えても、あいつは救いだしてみせるぜ」ケニーは力強くユニコーンに答えた。

　これはもう、あの女騎士のことを気にいっていたとかどうかという問題ではない、とにかく、このユニコーンは自分の全存在を賭かけて、あの娘を救いだそうとしている、それに応こたえないわけにはいかない。異なった種族の者に、同種族の異性を守らせるなど、人間の尊厳に関わってくる。

（損な役回りかもしれないが、それでいいじゃないか、ドルイドのケニー。おまえはユニコーンの背に跨またがった世界ではじめての男なんだぞ）

　はじめて体験するユニコーンの速さは、まったく驚くべきものだった。ケニーたちはまたたくまに洞どう窟くつに着いていた。

　ケニーは彼の背中から飛び降りると、新月刀シミターを抜きはなち、腰につけた水袋の口を緩ゆるめた。そして、木の陰を利用しながら、ゆっくりと洞窟に近づいていく。

　洞窟の前に、生気のないふたつの人影が、蠢うごめいていた。両者ともに胸元にどす黒い血の固まりがはりついている。

「死人使いの呪じゆ文もんを使ったな」アンウェンがケニーの耳元で言った。「負の生命力で動くゾンビーどもだ」

「死人使いの呪文か……噂うわさには聞いたことがある。かなりの使い手だな。上位古代語ハイ・エンシエントと暗黒語デーモン・スクリームを操あやつる魔法使いめ」

　ケニーはシミターを握りながら、背筋に寒気が走るのを抑えることができなかった。はたして、自分の力で倒すことができるだろうか。

「勇気を持て！」そのとき、背後で精霊語の声が響いた。

　バルキリーだった。輝く精霊が、いつのまにか彼の背後に姿を現していた。

「来たか、バルキリー。おまえの力を借りるぜ。おまえの投げ槍ジヤベリンを使ってもらおう。これで一体は仕し留とめられるだろう」

「承知」

「ユニコーン。おまえは、もう一体を倒してくれ。ゾンビーどもの身体に宿る負の生命力は、おまえの癒しの魔法で追い払えるんだろ」

「もちろんだ」

「そうでなきゃな」ケニーは、小さく笑った。

　そして、すばやく精霊語の呪文を唱える。

　ケニーの精霊語の命令に従って、バルキリーは輝くジャベリンをその手から放った。

　バルキリーの放ったジャベリンは、光の尾を引いてゾンビーの胸に突き刺さった。

　そして爆発するような輝きを発し、バルキリーのジャベリンは四散した。

　ゾンビーの胸にポッカリと空洞が開いていた。無感動な顔をしたまま、ゆっくりと身体がくずおれる。

　同時にアンウェンは木陰から飛びだし、額の角にある癒しの力をゆっくりと励れい起きさせていった。それを迎え撃とうと蠢うごめくゾンビー戦士の胸に叩たたきつける。

　癒しの力がユニコーンの角を通して伝わると、もう一体のゾンビーは、糸の切れた操り人形のように倒れ、朽ちていった。

　そのとき、ザラリとした低い声が、ケニーとアンウェンの耳に届いた。

「さすがに、ゾンビーどもでは相手にならぬか」

　洞窟の中から、黒い影がユラリと姿を現していた。

「出たな、魔術師！」ケニーは挑発的な声をあげた。

「精霊使いの援軍がおったとはな。貴様、ドルイドだな。自然を崇拝する異教徒どもめ」

　ローブの男は言いざま、中指を立てた左手をスッと虚こ空くうに向けて伸ばした。古代語の魔法語を唱えながら、ゆっくりとふたりの方に近づいてくる。

　ケニーとアンウェンは申し合わせたように左右に動いた。

　魔法に対する用心のためだ。

「バルキリー。おまえのジャベリンを！」ケニーも精霊語で呪文を紡つむぎだす。

　魔術師がケニーに気を取られた隙すきを見て、アンウェンが駆けだす。

　しかし、魔術師はそれに気がつくと、掲げた左手をサッと振りおろして、中指をアンウェンに向けた。

　アンウェンの動きが瞬間的に凍りついた。まるで、身体の感覚が完全に麻ま痺ひしたようだった。身体を大地に縛りつけられたまま、ぴくりとも動かすことができない。

　一方、ケニーはその隙に呪文を完成させていた。

「暗黒神フアラリスのもとへいきやがれ！」

　ケニーは光のジャベリンを放った。緩ゆるやかな曲線を描いて、ふたたびジャベリンが宙を裂く。

　かわせぬと知った魔術師は、不ぶ気き味みな上位古代語のルーンをあげながら、腕を胸の前で十字に組んだ。

　その腕にジャベリンは突き刺さり、弾はじけて消えた。血しぶきが吹きあがり、男は苦痛に顔を歪ゆがませながらぐっと呻うめいた。

「やるな、若造。だが、これしきの魔法では、わしを倒せはせんぞ。真の破壊の魔法は、こうして使うのだ！」

　魔術師は吠ほえるように叫ぶと、上位古代語の魔法語を唱えはじめた。

　ケニーは間かん髪はつをおかずに、左手に持っていたシミターを右手に持ち換えて、ローブの男に向かって駆けだした。

「オレは、剣を使うのも得意なのさ」

　だが、男の呪文は完成していた。

「万ばん物ぶつの根源たるマナよ。すべてを焼きつくす破壊の炎となれ！」

　男の上位古代語が響き、その頭上に炎の固まりが浮かびあがった。

「ウンディーネ！」

　ケニーの精霊語の命令に答えて、彼の腰の水袋から青い液状の物体がするりと現れ、彼の身体を包みこんだ。

　同時に、炎の固まりがケニーのすぐそばで爆発した。熱風が彼の身体をなぶった。

　若い精霊使いの身体は、吹き飛ばされていた。その衝撃と、焼けつくような痛みでケニーの意識は遠のいていった。

「アンウェン！」

　そのとき、洞どう窟くつの中から微かすかな声が聞こえてきた。おそらく、爆風の音に気がつき、ジュディスがあげた声なのだろう。

「それはないだろう。がんばっているのは、オレだぜ……。しかし、ありがたい。おかげでなんとか気を失わずにすんだ」

　ケニーは、つぶやきながら薄目を開けて様子をうかがった。

　すると、ローブの男は動けぬ自分にとどめを刺そうと、短剣を手にゆっくりと近づいてくるところだ。ウンディーネが身体を包んでくれたおかげで、なんとか命は取りとめたものの、身体が動けぬほどの火傷やけどをおっているのは間ま違ちがいない。左手を動かそうと努力してみたものの、神経が寸断されたように自由がきかない。

　痛みが走り、ケニーは呻うめいた。

「なんとかしないとな」

　ケニーは視線を動かし、まわりを確かめようとしてみた。しかし、首もわずかしか動かなかった。目に映った物といえば、熱風にさらされ、発火しはじめた大木の姿だけだ。

「炎か」

　ケニーの頭の中でひらめくものがあった。

「フッ、おまえの使った炎の魔法が命取りになるのさ。オレは炎の術が得意なんだ」

　それから、今度は精神を集中させて、強力な呪文を詠唱しはじめる。

「炎を統すべる精霊の王よ。破壊を司つかさどる魔神よ。我が願いを聞きとどけよ。我にその力を貸し与えよ」

　かすれた声だったが、ケニーはなんとか呪文を絞りだすことができた。

　見れば、すでにローブの男は目の前まで迫ってきていた。ここで今、自分が意図している呪文を使えば、この男と一緒に自分まで巻きこまれるのは目に見えていた。

（間にあわない。これじゃあ、オレは死んでしまう……）死の恐怖が、一瞬ケニーの全身をかけめぐった。そのため、精霊に対する強制力が揺らいでいた。

（しまった！）

　ケニーは炎の王、エフリートをまだ完全に支配しているわけではなかったのだ。

　だが、次の瞬間、自分の心の中にその恐怖を拭ぬぐいさる感情が芽め生ばえていた。

（バルキリーか、感謝するぜ。オレには、今こそおまえの力が必要だったんだ。おかえしにオレの魂たましいはおまえにくれてやる）

「ほう、若造め。まだ生きておったか」地の底から聞こえてくるような男の声。

　気にせず、ケニーは燃えあがる大木の幹を見つめ、精神を集中させた。精霊語の詠唱を再開させる。

　ゆらり、と炎が揺らめいて、エフリートが炎の中から魔神のような姿を現した。

「たいしたものだ。わたしの火球の呪文を受けて死なないとはな。だが、それもこれで終わりだ。死ねぇ！」

　男は大きく短剣を振りかぶった。

　その先端がケニーの心臓を狙ねらっていた。

「おまえに本物の炎の魔法を見せてやるぜ！」ケニーの精霊語の呪文は完成した。

　同時に、目の前に真っ赤な嵐が吹き荒れた。炎の上位精霊であるエフリートの力の発現であった。

　ケニーの耳に轟ごう音おんと絶叫が聞こえた。

　全身には数千本の剣で切り裂かれるような激痛が走っていた。

　しかし、それも一瞬にすぎなかった。すぐに暗黒が訪れ、ケニーは虚無の中へと引き摺ずりこまれていたからだ。




　鎖に縛りつけられていたジュディスは、アンウェンがやってきたのを見て、喜びの声をあげた。
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「アンウェン！　無事だったのね。きっと助けてくれるって思っていたわ」

「無事と言えるかどうかはともかく、なんとか君を助けることはできそうだよ」

　アンウェンは、口に鍵をくわえて運んできていた。ジュディスの右手を縛いましめていた鎖を、おそろしく器用に外はずすと、鍵をジュディスの手の中に落とした。

　ジュディスは鍵を受けとると、残った鎖から我が身を解放していく。

　身体が自由になると、解放感と安あん堵ど感で心が満たされた。

「ありがとう、アンウェン」

　ジュディスは愛するユニコーンの首筋に抱きついた。

「ところで、どうやってあの魔術師に勝ったの？　仲間のユニコーンを呼んできたの」無む邪じや気きな声で、ジュディスは尋ねた。

「いや、さっきのドルイドに助けてもらったんだ。仲間は近くにいないと思ったからね」

「あのドルイド？　ふうん、やっぱりいい奴やつだったのね。礼を言わないとね。で、彼は今どこ？」

「あの男は外にいる」

　アンウェンの言葉の響きにジュディスは、不安な気持ちにかられた。

　石台から降りると、あわてて表へ駆かけだした。頭上に登りきった日差しが、まぶしくジュディスの全身を照らしだした。

　表の有あり様さまを見て、ジュディスは思わず息を吞のんだ。

　あまりに凄せい絶ぜつな光景だった。

　木は炎に包まれ、あたりに死体が散乱している。

　ふたりの戦士、黒髪の若い娘。黒焦げになった魔術師。

　そして、これも焼け焦げた若いドルイドの骸むくろ。

「今度もわたしたちは、あの魔術師に勝てなかったのだ。わたしは魔法で金縛りにされ、ドルイドも炎の魔法で吹き飛ばされた。しかし、彼は燃えあがる木の幹から、エフリートを呼びだして、男を倒したんだ。自分を巻き添えにしてね」

「な、なんでよ……」ジュディスの言葉は、ほとんど声になっていなかった。

「かよわい女を助けることは男の義務だとドルイドは言っていたよ。そのために死と立ち向かう勇気を持っているんだともね」

「かよわいって、このわたしが……」ジュディスは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「わたしはこの人に対して、高慢だったじゃない。汚けがらわしいとさえ怒ど鳴なった。それなのに、なんでこの人がわたしのために命を投げださねばならないの」

　ジュディスは、取り乱しながらアンウェンの首にしがみついた。

「それは不公平……」言いかけて、ジュディスは気がついた。

「そうだ。角があったわ。ユニコーンの角が。あの角を使わせてもらって……」

「それで、誰だれを蘇よみがえらせるつもりなんだ」アンウェンの語調はめずらしく厳しかった。

「もちろん、この人……」

「あのユニコーンの角は、死んだ娘のためにある。わたしの角が、ジュディスのためにあるように」

「じゃあ、この人は……この勇敢なドルイドはどうなるの。わたしたちを救ってくれたのに、ひとりだけ冥めい界かいへと行かねばならないというの！」

　ユニコーンは自分の心から、ジュディスがしだいに遠ざかっていくのを感じていた。

　ドルイドの勇気に打たれ、この若者に対する好意のようなものがジュディスの心の中に芽生えているのが感じられた。

　アンウェンにとって、それは悲しい事実だった。しかし、避けられぬ運命だとも知っていた。

「ジュディ。あの若者はわたしが蘇らせてみる。もはや、手遅れかもしれないが……」

　アンウェンは、首を振ってジュディスを解くと、ゆっくりとケニーの屍しかばねの方に近寄っていった。

「駄だ目めよ……。蘇生の魔法は、生きたユニコーンにとっては危険すぎるわ。運が悪ければ、あなたの命が……」

　ジュディスの心の中には、しかしそれを試みてほしいという気持ちも感じられた。

　アンウェンは寂しげな表情を浮かべて、チラリと振り返った。

「このドルイドはわたしの願いを聞きとどけて、ジュディを助けてくれた。その恩はかえさなければ……」

「アンウェン……」

　ジュディスの見守る中で、ユニコーンはケニーの死体に黄金色の角でそっと触れると、黄金色の角に癒いやしの力を満たしていった。そして、その力を全力で解放していく。

　力の解放が終わると、全身に絶えがたい虚脱感が伝い、白い幻獣は前足を折って地面にくずおれた。

「アンウェン！」後ろでジュディスが悲鳴をあげた。

「このまま朽くちるのもいい……」アンウェンは、ジュディスに聞こえぬように、そっと精霊語でつぶやいた。

「それはユニコーンらしくない言葉だな」

　声が響いた。ケニーの声だった。

「助かったぜ。礼を言わないとな」

　顔を上げると、薄目を開けてケニーが笑っていた。

　完全ではないが、焼け焦げた身体の皮膚が再生していた。アンウェンが渾こん身しんの力をふりしぼった癒しの効果があったのだ。

「助けてくれてありがとうよ。ユニコーン」

「礼などいらない。当然のことをしたまでだ」

　ケニーは左手を伸ばして、アンウェンの鼻筋を撫なでた、ユニコーンはすこし嫌いやな顔をして、それを避ける仕し草ぐさをした。

「あ……と、悪かったな」

「いや、もはやかまわない。わたしは、もはやユニコーンではなくなって……」

　その言葉が終わらぬうちに、アンウェンの額から黄金色の角がコトンと音を立てて落ち、乾いた森の大地に弾はずんだ。

　地面に落ちるなり、ユニコーンの角は細かな黄金色の塵ちりとなり、土に同化していった。

「ユニコーン……おまえ」

「汚れた者に触れたうえに、癒しの力を使いはたしたのだ。当然の結果だ。いまだ、命があることさえ不思議なくらい……」

「ドルイド！　アンウェン！」

　後ろから、明るいジュディスの声が聞こえてきた。

　上体を起こして、ケニーは駆けよってくる女騎士の顔を見た。ケニーが最初に思い描いていたとおりに、彼女の顔は優しさに満ちていた。

「やあ」まだ痛む左手を上げて、ケニーはジュディスに答えた。

「わたしはもはやユニコーンではない。だが、まだおまえにジュディスを渡すつもりはない」

　澄ましたようなアンウェンの精霊語がケニーの左の耳に流れこんできた。

「何を言ってやがる、この精霊語を使う白馬め。最後には男が、乙女の純潔を奪うものなんだぜ。そして、乙女は新しい生命を宿すんじゃないか。それが、自然の摂せつ理りだろう」

　ケニーは言いながら、アンウェンの首に腕を回した。

　それに、駆けよってきたジュディスも加わった。

「ありがとう。ドルイド」ジュディスは素直に礼を言い、ケニーを抱きおこそうとした。

「ケニーって呼んでくれ」

　言いながら、ジュディスの首にも腕を回し、ケニーは力を込めて抱きよせようとした。

　ジュディスはそれを避けようとはしなかった。

「ありがとう、ケニー」ジュディスはもう一度礼を言った。

　そのときケニーの耳に、おまえの魂たましいは次のために取っておこうというバルキリーの声がふと聞こえてきた。
















レプラコーンの涙


水野　良
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　アレクラスト大陸に、あまねくその名を知られた西方地方の大国、オーファン。

　その大国オーファンの王城〝シーダー〟では、今、大変な騒そう動どうが持ちあがっていた。

　しかし、それは何かと仲の悪い隣国ファンドリアが攻めてきたのではない。

　妖よう魔まの大群が現われたのでもない。

　ましてや、オーファン建国前の一時期のように、邪悪な竜ドラゴンがこの地に飛来してきたのでもなかった。

　ファンドリアの軍勢や妖魔の群なら、オーファンの騎士たちは、恐れもしなかっただろう。

　邪竜クリシュはオーファンの建国王にして、現在もなおその地位にある英雄リジャールによってすでに倒されており、今はその骸むくろさえ残ってはいないのだ。

　だが、シーダー城が混乱の渦か中ちゆうにあることは、まぎれもない事実であった。

　そして、その混乱とは──




「国王。お喜びくだされ。ようやくお探しの者が見つかりましたぞ」

　ひとりの側そつ近きんが、謁えつ見けんの間の赤い絨じゆう毯たんの上をどたどたと走ってやってきた。

　その足音と声を聞いて、玉座に座っていた初老の男が、顔を上げて、側近の太った姿を見た。

　オーファン国王、〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟リジャールその人だった。

　側近は、荒い息を吐はきながら、リジャールの前まで来ると、うやうやしく頭を下げて、格式ばった挨あい拶さつの言葉を述のべた。

「そうか、ようやく見つかったか」

　リジャール王は嬉うれしそうに立ちあがると、激しく息をしている側近に向かって、さっそくその者を部屋に呼んでこい、と命令する。

「それはご容よう赦しやを。あと一歩でも走れば、わたしの心臓は破れてしまいます。それでなくても、今度の一件ではいろいろと苦労しておりますゆえに。その者には、すでにここに来るように命じております。しばし、お待ちを」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちだった。

「失礼いたします」

　ひとりの若い騎き士しがうやうやしく礼をして、謁見の間に入ってきた。そして、騎士の後ろには、もうひとり付き従う者がいた。

　その人物こそ、シーダー城に住むすべての者が心待ちにしている人物だった。

　リジャールは、騎士の後ろから姿をのぞかせたその者を見た。そして、剛ごう胆たんさで知られる彼が、久しぶりに驚きの声をあげた。

　無理もない。なにしろ、現われたのはまだ年とし端はもいかぬ少女だったのだ。

　小こ柄がらで可か憐れんな雰ふん囲い気きの漂ただよう少女だった。その姿は、フェアリーを連想させた。

　そのイメージには、まったく似合っていなかったが、少女は鮮やかな青色の衣服の上に、茶色の硬革ハードレザーの鎧よろいを着込み、小さな連接棍棒フレイルを腰に下げていた。

　それで、少女が〝冒険者〟と呼ばれている職業にあることが知れた。

　彼ら冒険者は、一般に古代王国の廃はい墟きよから宝物を取ってくることをなりわいとしている。

　古代王国の廃墟には、多種多様な罠トラツプがしかけられており、また魔物が住みかにしている場合もある。

　それらの障害を乗り越えるために、冒険者たちは、いくつもの専門的な能力を要求された。その優れた能力を買われ、ときには人に雇やとわれ、さまざまな事件の解決を依い頼らいされたりもする。そんな彼らを斡あつ旋せんをする店も、大きな街にはかならずといっていいほどあった。

　一般には、冒険者の店として知られている。

　少女もまさしくその冒険者の店で、今かしこまって直立不動の姿勢をしている騎士に声をかけられ、このシーダー城までやってきたのだ。

　そして、今は荘そう厳ごんな謁見の間の内装を、珍めずらしそうに見回している。

　それにつれて、短く切った金色の髪が激しく動く。その金色の髪の中から、白く長い耳が姿を見せていた。

　先端がかすかにとがっている。あきらかにエルフの血が混ざった者の耳だった。

　少女はハーフエルフなのだ。

「マルダー、これはどういうことだ」リジャールは、若い騎士に向かって声をかけた。

「はい、国王。ご命令のとおりの者を連れて参ったしだいです。彼女はハーフエルフの精霊使いシヤーマン、フレア殿です」

　直立不動の姿勢で、マルダーと呼ばれた騎士は、リジャールに答えた。

「その娘が、か」

　たしかに、リジャールは精霊使いを連れてこいと命令した。それは、今、城内で持ちあがっている大騒動を静めてもらうためである。

　その騒ぎとは、たった一いつ匹ぴきのレプラコーン、混乱を司つかさどる精神の精霊によって引き起こされたものだった。

　そのレプラコーンは、五日前に突然、姿を現わした。それからというもの、シーダー城では、騒ぎが絶えたときはなかった。レプラコーンが城のあちらこちらで暴れまわったからである。

　もちろん、レプラコーンのこと、暴れたとはいえ、別に怪け我が人にんが出たわけではない。この精霊がやったことは、城のあちらこちらで、〝悪戯いたずら〟をすることだったのだ。

　たとえば、城に住む女官たちのベッドの中には、蛙かえるや蛇などの小動物が投げこまれた。

　夕食のスープの中には塩が大量に入れられたし、小麦粉の袋は中身を胡こ椒しようにすりかえられていた。

　そして、城内の装飾品は次々と壊され、壁という壁は落書きで一杯になった。廊ろう下かには、蠟ろうが塗ぬりこめられていたり、小さく丸い木の実がばらまかれてあったりしたので、転倒する者が相次いだ。

　そして、ここ数日というもの、レプラコーンは、毎夜毎夜、城の中を駆かけまわり、大声で歌を唄うたいつづけた。

　いかに悪戯とはいえ、ここまで徹底的にやられると、さすがに精神の方が参ってくる。特に気が弱いモラーナ王おう妃ひは、三日前から熱を出して寝込んでしまい、自室から一歩も出ようとはしない有あり様さまだった。

　捕らえようとしても、相手は魔法で瞬時に移動してしまう。しかも、いざとなれば、不思議な魔法の力を使い衛兵たちから正気を奪うばってしまうのだ。

〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟の称号を持つリジャールではあったが、正面から戦えなければその剣の腕も役に立たない。

　そこで街へ人をやって、精霊使いシヤーマンを連れてくるように命じたのだ。相手が精霊ならば、精霊使いがもっともその扱い方を心得ているだろうという単純な発想からだった。

　しかし、いかに精霊使いとはいえ、こんな幼い娘では、あの神しん出しゆつ鬼き没ぼつのレプラコーンに太た刀ち打うちできるとはとうてい思えなかった。

「他に、精霊使いシヤーマンはいなかったのか」当とう惑わくの表情を隠そうともせず、リジャールは騎士マルダーに尋ねた。

「はい、冒険者の店で人を求めたところ、今、この街にいる精霊使いは、この女性だけとのことでした」

　マルダーの声は真剣そのもので、自分の任務をまっとうしたという誇りさえ感じられた。

「娘よ、おまえは本当に精霊使いなのだな」

　ハーフエルフである以上、間違いはあるまいと思いながらも、それでもリジャールはそう尋たずねずにはいられなかった。

「はい、王様。何なら、この場で精霊を召しよう喚かんしてみせましょうか」

　フレアという名のハーフエルフの少女は答えて、静かに精霊語サイレント・スピリツトを詠えい唱しようしはじめた。

「いや、今はいい」リジャールはあわててそれを制した。どんな精霊を呼びだされるか分かったものではないからだ。レプラコーンが二匹に増えでもしたら、お手上げである。

「事情は分かった。とにかく、今はこの精霊使い殿にすべてをたくすしかないわけだ。マルダー、おまえには、精霊使い殿の助手の役を任にんじよう。わしは王おう妃ひが気になるので、これで退出させてもらう。事件のくわしい事情は、おまえたちから精霊使い殿にお伝えしろ」

　御ぎよ意いと言って、若い騎士と側近は、深々と頭を下げる。

　リジャールは、疲れたように立ちあがって、奥の扉とびらから退出していった。そのままリジャールはまっすぐ、王妃の私室に向かった。

　そして、部屋の前まで来ると、入るぞと声をかけて、彼は王妃の居間の扉を開けた。しかし、そこには王妃の姿はなく、王妃つきの侍じ女じよ、ジャニスの姿があるだけだった。

「王妃様はただ今、奥の寝室でお休みでございます」そのジャニスがリジャールに声をかけてくる。「大事な御用なのでしょうか」

「大事な用というほどではない。だが、あのにっくきレプラコーンめを退たい治じしてくれる者がやってきたので、知らせてやろうと思ってな。寝ているのなら、別にかまわん」

　そう言って、リジャールは侍女に背を向けると、開けたままの扉からさっさと外に出ていった。

　それを見送りながら、侍女は悲しげにため息をついていた。

「やれやれ、またわたしは息子を失うことになるんだね」




　フレアは、側近からこの城で持ちあがっている騒そう動どうのあらましを聞くと、そのあまりのひどさに憤いきどおりすら感じていた。レプラコーンの悪業は悪戯いたずらですませるには、度を越していると思われた。

　しかし、レプラコーンはなかなかやっかいな相手だった。

　この混乱の精霊は、一見すると邪じや悪あくな妖よう魔まとして忌いみ嫌われているゴブリンに姿が似ている。だが、その顔にはゴブリンのような残忍さは見られない。それどころか、いつも笑いを浮かべているのだ。

　これ以上楽しいことはないとでもいうような満面の笑顔。

　しかし、その笑顔の本当の意味を、それを見た者はすぐに知ることになる。

　レプラコーンは、つねに愉ゆ快かいなことを求めているのだ。それは誰かに悪戯をすることでのみ満足される。そして、悪戯に対するレプラコーンの欲求は、飽あきることをしらない。この精霊のいるところ、騒ぎが起こるのは、いわば当然だった。

　そういえば、謁見の間に来るまでの廊下の壁には、一面に落書きが描かれていた。

　それを言うと、側近がなぜか自じ慢まんそうに話しかけてきた。

「落書きなど、まだ可愛いものですよ。わしなど、この部屋に来るまでにレプラコーンが廊下に塗っていた蠟ろうに足を取られて二回も転んでおりますからな。精霊使い殿もくれぐれも注意してくださいよ」

　彼は服の袖そでを捲まくりあげ、そこにできた青あざをフレアに見せびらかした。

「今まで他に何か手を打たなかったのですか」

「力押しなら、何度もやってみましたが、まったく成功しませんでした。それに、リジャール王のいるところには、なぜか姿を現わしません。まるで、我らが国王の剣の腕前を知っているみたいにです」と、側近が説明する。

「それで、わたしはそのレプラコーンを退治すればいいわけですね」

「そういうことです。そのためならば、少々のことには、目をつぶると国王も認めておられます。ですから、自由に動いてもらってかまいません」

　分かりました、とフレアは側近に答えた。

　確かにレプラコーンは厄やつ介かいな相手ではあるが、しょせんは下級精霊である。自分でも、何とかなると思われた。

　それにどうやら相手は、自分の世界に帰れなくなった〝狂った精霊〟みたいだった。そういった精霊を帰すことは、精霊使いシヤーマンにとって義務みたいなものだ。

　しかし、不思議なのは、なぜレプラコーンが自分の世界に帰れなくなったかだ。

　その辺あたりの事情を調べることからはじめよう、とフレアは、決心していた。




「ふつう、精霊は精霊使いによって呼びだされないかぎり、この世界に現われたりはしないものなのよ」

　フレアは、マルダーと肩を並べてシーダー城の廊下を歩きながら、精霊についての一般的な知識を彼に説明していた。

　その廊下の石壁の一面に、落書きが描かれている。召し使いたちも、消す気力が失せているのですよ、とマルダーは説明した。

「それから、この城の中には精霊使いはいません。わたしたちも、誰かがレプラコーンを操あやつっているのではないかと、城内をくまなく探してみましたから」

　マルダーはそう答えてから、フレアの話の腰を折ったことに気がついて、頭を下げてその非礼を詫わびた。

「さすが、騎士様はお固いのね。わたしのほうが年が若いのだから、気を遣つかわないでよ。ハーフエルフだから、若くないと思っているようだけど、わたしは見た目のとおりの年齢よ。今年で十六歳かな。あなたより、二つは若いはずだわ」

「それなら、三つです。わたしは最近、十九になりましたから……」本当に驚いた様子で、マルダーはフレアの顔を眺ながめる。

　彼女の言葉どおりフレアのことを自分より倍は長生きしていると信じこんでいたのだ。

「その年齢で冒険者ですか……。ずいぶん苦労されているんですね」

「そうね。わたしはハーフエルフだったから、エルフの村にいたときには、ずいぶんいじめられもしたわ。でも、同情なんていらない。今の冒険者の暮らしは楽しいし、わたしの性しようにもあっているみたいだから」

　そう答えてから、フレアは話を戻もどしましょうと提てい案あんする。

　職務を忘れていたことを思い出して、あわててマルダーは態度をあらため、フレアに精霊に関する話の続きを尋ねる。

「わたしも、この事件に精霊使いシヤーマンが直接関係しているとは思っていないわ。精霊使いといっても、精霊から力を借りて魔法の力の源とするぐらいだもの。それにこんな騒動を巻き起こしたって、得しそうにもないし」

「では、レプラコーンは自らの意志で現われて、悪戯いたずらをしているんですか」

「だから、それが問題なのよ。この城の中のどこかの空間が、精霊界へとつながって、レプラコーンがさまよいこんできたってことも考えられなくはない。そんな前例があることは、聞いたことがあるわ。でも、それは何百年に一度起こるかどうかという偶ぐう然ぜんだから、現実には考えられないわね。むしろ、可能性が高いのは、精霊使いがレプラコーンを呼びだしているあいだに死んでしまったりすることよ。こんなときには、その呼びだされた精霊がこの世界に取り残され、自らの意志で動きはじめることもあるの。こういう精霊たちは、自力では自分の精霊界に帰れないから」

「帰せる方法はあるのですか」

「いちばん簡単なのは、殺してしまうことよ。殺せば精霊たちは、この世界から消えて、自分たちの世界で転生するから。でも、わたしはその方法は好きじゃない。それに、戦うのは苦にが手てだしね。なんとか、正しい手続きで送りかえしてあげたいと思うんだけど……」

「優しいんですね」マルダーは、立ち止まって、ハーフエルフの少女の顔を見た。その顔に、初めて感情らしいものがうかがえた。

「だって、精霊は友達だもの。友達には、誰だって優しいはずよ。それより、この城で精霊使いが死んだり、殺されたりしたってことはない？　もちろん、最近の話でよ」

「それも、ありません」マルダーはそう言うと言葉を切り、すこしのあいだ天井を見上げて、考えこんだ。「そういえば、子供がひとり死んでいますが……」

「まあ、子供が……。病気で？」

　フレアは眉まゆをひそめて、かわいそうにとつぶやいた。

　きっと、その子の母親は悲しんだことだろう。しかし、悲しみから生まれる精霊は、レプラコーンではなく、〝泣き女バンシー〟である。

「いえ、病気ではありません。その子は、元気がよすぎるぐらいに健康な少年でしたから。ひとりで遊んでいて裏庭の空から井い戸どに落ちてしまったんです。たしか王おう妃ひつきのジャニスという侍女の子供で、名前がロルトとか……」

「その子って……」と、フレアがその子供について、さらに尋ねようとしたときだった。

　急激な精霊力の乱れを感じて、フレアは後ろを振りかえった。

　そこに、レプラコーンがあぐらをかきながら、空中に浮かんでいた。ちょうど、フレアと視線を合わせるような高さである。距離は十歩ぐらい。

　とがった耳に、横に大きく裂さけた口が、確かにゴブリンを連想させた。

　しかし、肌はだの色はゴブリンよりもずっとあかるく、人間のそれと同じ。体形もゴブリンのように奇妙に歪ゆがんだところもなく、人間の子供のようだった。

　頭髪は一本も生えていない。そして、彼は全ぜん裸らだったが、性別を表わすような特徴は、身体からだのどこにもなかった。

「出たな、レプラコーン」マルダーが一歩進んで、力んだ声を上げる。腰から剣を引き抜いて、それを正眼にかまえる。戦時ではないので、楯たてを持っていない。

「だって、おいらを呼んだんじゃないか」

　レプラコーンは、その顔に浮かんだ笑顔を絶やすことなく、そう声を放った。

　それは、マルダーには理解できるはずのない精霊語サイレント・スピリツトだった。

　フレアは、レプラコーンが突然姿を現わしたことに戸と惑まどいながらも、いちおう牽けん制せいのために、別の精神の精霊を召喚するための用意をする。

　レプラコーンたち精神の精霊は、異なる種類の精神の精霊を極端に嫌う。うまくいけば、それだけで、レプラコーンをもとの世界に送還できるかもしれない。

　マルダーも、かなり狼ろう狽ばいした様子だったが、すぐに自分の任務を思いだしたのだろう。いきなり、おたけびを上げて、レプラコーンに向かって突っこんでいった。「だめよ！　あなたの剣では精霊を傷つけることなんてできない」フレアは、あわてて彼を止めようとした。魔法を帯びていない普通の武器では、精霊を傷つけることはできないからだ。

　しかし、任務に燃える若い騎士は、その警告の言葉もまったく耳に入っていないようだ。

　ところが、数歩も行ったところで、
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　ガシャン！

　と、激しい金属音が廊下中にこだました。

　マルダーが後ろむきに大きく転倒したのだ。

　無理もなかった。廊下一面に、小さな丸い木の実がいくつもばらまかれていたからだ。

「いつのまに……」あまりのことに、口に手を当てて、フレアは言った。

「よ、よくも～」怒りの言葉を吐きながら、マルダーは苦労して、立ちあがろうとした。気を付けないと、また転んでしまうからだ。

　あわてて、フレアが手を貸そうとする。

　そこに、レプラコーンの笑い声が響ひびいた。

　何事か、とフレアが見ると、とがった人差し指をマルダーの額ひたいに向けているレプラコーンの姿があった。

　魔法をかける気だ、と思ったときにはすでに呪じゆ文もんは完成していた。そこは、精霊使いがかける魔法とは違い、彼らにとって魔法とは生まれつき持った能力なのだ。

　かける手順が同じであろうはずがない。

　そして、レプラコーンがどんな呪文を使ったのか、その効果はすぐに分かった。

　やっとの思いで立ちあがった騎士マルダーが、頭を抱えてうなりはじめたのだ。

「マルダー！」

　正面に回ってみると、マルダーはほうけたようになっていて、目の焦点さえ定まっていなかった。その目がぼんやりと彼女の顔を映しているが、これといった反応もない。

　しかし、それもしばらくのことで、すぐにいつもの表情をとりもどした。

　ほっとしかけたフレアだったが、しかし、それが大きな間違いだった。

「おまえは、誰だ」と、声がしたからだ。その声は、マルダーから出てきたものだ。

　驚いて、フレアは目を丸くする。

「おまえは誰だ。見慣れない奴やつめ。さてはおまえ、侵しん入にゆう者しやだな。リジャール王の命を狙ねらいにきた刺し客かくか！」

　そう言って、剣をフレアに突きつけた。

「レプラコーン、この人にいったい何の呪文をかけたの！」フレアは振りむいて、レプラコーンを睨にらみつけた。

「記憶をひとかけらだけ忘れてもらったんだよ。あんたに関する記憶だけをね」と、レプラコーンが無む邪じや気きに笑う。

「忘ぼう却きやくの呪文ね。この呪文の力でかつて天馬に乗った英雄が命を落としたという伝説を聞いたことがある。でも、悪戯いたずらにもほどがあるわ。このままじゃあ、あたしは切られてしまうじゃない」

　マルダーは、本気でフレアを切ろうとしていた。それが分かったので、仕方なく逃げだそうと、足を踏ふみだした。

　あっ、と気がついたときにはもう遅かった。

　廊下には、例の木の実がばらまかれていたのだ。

　それに足を取られて、フレアは前のめりに倒れこむ。

　フレアはハーフエルフだし、生まれつき身軽なほうだったので、うまく受身は取れたが、それでも右膝ひざを石床にぶつけ激痛が走った。

　ふと、顔を上げると、レプラコーンが手が届きそうなぐらい近くにいた。

「刺客め、覚悟しろ！」マルダーの声がすぐ後ろで響いた。そして、剣が振りあげられる気配が感じられた。

　冗じよう談だんではなかった。フレアには覚悟する理由などないのだ。

　殺される！

　背筋を冷たいものが走った。

「面おも白しろくないよ」

　そのとき、ふたりの様子をニヤニヤしながら見ていたレプラコーンが、そうつぶやいた。そして、彼の人差し指が、ふたたびマルダーに向けられた。

　カラン！

　と、剣が落ちる音がした。

　フレアはおそるおそる後ろを振りむいてみた。

　すると、マルダーは茫ぼう然ぜんとそこに立ちつくしていた。今度は完全に正気を失ったみたいだった。

　さすがに、ほっと息をついて、フレアは倒れたままの姿勢でレプラコーンを睨にらみつけた。

「よくも、やってくれたわね。レプラコーン！　でも、いいわ。混乱を導くのは、あなたの仕事ですものね」

　そう言ってから、身体についたほこりを払はらうようにフレアは立ちあがった。

「さあ、もう満足したでしょ。わたしにあなたの名前を告げなさい。そうしたら、あなたをもとの世界へ送りかえしてあげるわ。あなたの住んでいた精神の精霊界にね」

　フレアは相手に自分の真意が伝わるように、強く、強く精神を集中させた。

　そして、それは確かにレプラコーンに伝わったという手ごたえがあった。レプラコーンの精神とフレアの精神とが、一瞬だけだが触れあったように感じたからだ。

　しかし──

「できないね。おいらは、まだまだ、悪戯をし続けなきゃいけないんだ」

　レプラコーンから返ってきた言葉は、フレアの期待とまったく正反対のものだった。

　そして、レプラコーンは人差し指を今度はフレアに向けようとした。

　フレアに魔法を使うつもりなのだ。

　それを見て、フレアも反射的に精霊魔法の呪文を唱となえはじめる。

　それは、相手に恐怖心を与える呪文だった。

　恐怖を司つかさどる精霊が、一瞬その姿を現わした。

　真っ黒な球状の姿をした、闇やみの精霊であり、恐怖を司る精霊でもあるシェード。

　異なる種類の精神の精霊がぶつかったら、両者は双方とも消滅してしまうはずだった。

「お帰り、もとの世界へ！」フレアは祈るように叫んだ。

　そのときだった。

　レプラコーンの精神とフレアの精神とがふたたび触れあった。今度はレプラコーンが呪文をかけるために、自分の心に触手を延ばしてきたのだった。

　ふたつの精神が交こう錯さくする。そして、フレアは、信じられないものをレプラコーンの心の中に見た。

　それは、孤独だった。

　ひとりでいることの寂さびしさと、他者を混乱させたいという衝しよう動どうが同じレベルで存在していたのだ。

（まさか、そんな……）

　フレアの心の中に動揺が走り、そのため彼女の魔法の強制力が弱くなった。そして、レプラコーンの魔法の束そく縛ばくに抵抗する力も。

　フレアの心の中に、不思議な灰色の雲が侵しん入にゆうしてきた。

　レプラコーンに呪文をかけられたのだ。

　たちまち、心が乱れ、記憶が忘却界へと運びさられていく。それをフレアは、意識の最後のひとかけらで認識した。

　そして、彼女の心は真っ白になった。




　忘却の呪文の束縛から逃のがれ、ふたりが正常な記憶を取りもどしたのは、それからしばらくたってからのことだった。

　もちろん、すでにレプラコーンの姿はなかった。代わりにふたりの顔には、真っ黒なすすのようなものが塗ぬりたくられていた。

　おそらく、台所の煙えん突とつからでも、取ってきたのだろう。

「申し訳わけありません」

　消えいりそうな声で、マルダーがフレアに謝罪してきた。フレアに切りかかった件を覚えているらしかった。

「お互い、やられたわね」真っ黒な顔から、ピンクの舌を覗のぞかせながらフレアは言った。

「でも、まだこちらの負けと決まったわけじゃないわ。お願い、最近、子供を亡なくしたという女性のところへ案内して。彼女に会えば、すべてがあきらかになると思うの」

「すべてが、ですか？」彼女の言葉が理解できずに、マルダーは尋ねかえした。

「ええ、さっきのレプラコーンとの対決で、レプラコーンの心がほんのすこしだけど分かったような気がするの。そして、なぜ彼が精霊界に帰れなかったか、いえ、帰ろうとはしなかったかの理由みたいなのもね。それを確かめたいの」

　マルダーには、まだ彼女の言葉の意図は分からなかったが、これ以上、疑問をはさむことは控えた。

　さっきは、レプラコーンの呪文にかかってしまい、醜しゆう態たいをさらしたばかりなのだ。名めい誉よ挽ばん回かいのためには、彼女にどんな協力でもするつもりだった。

「分かりました。彼女は今、王おう妃ひの部屋にいるはずです」

　マルダーは騎士らしく姿勢を正し、まっすぐに歩きはじめた。

　しかし、すすで真っ黒になった顔には、その真ま面じ目めさがまったく似合わず、フレアは笑いを押さえるのに一苦労しなければならなかった。




　途中、台所によってふたりは顔を洗い、それから二階の王妃の私室のある一画に向かった。

　マルダーが、やや緊張しながら名乗りを上げ、王妃の部屋の扉を叩たたくと、すぐに中から返事があり、すこし太った中年の女性が顔をのぞかせた。

　元気そうな印象を受ける女性だったが、さすがに息子を失ってまだ日が浅いこともあり、その元気さはいくぶん影をひそめていた。

「おや、マルダーじゃないか。いったい何の用だい。それに、隣の若い女性は？」ジャニスは、意識的にあかるい調子で話しかけてきた。

「こちらの女性は、例のレプラコーンを退治に来てくれた精霊使いシヤーマン殿です。彼女がぜひあなたと話をしたいというもので、お連れしました」

　あいかわらずの直立不動の姿勢で、マルダーが、職業的な声で言った。

「そう、この娘さんが……」そう答えるジャニスの表情が曇くもったのをフレアは見み逃のがさなかった。そして、彼女に対して頭を軽く下げた。

「はじめまして。実は、あなたの亡なくなられた息子さんについての話をうかがいたいと思ってきたんです。辛つらいことだとは承知しているんですが、どうしても確かめなければならないことがあるので……」

「ロルトのことをかい？」

　ジャニスは、すこし驚いた様子だったが、とにかくふたりを部屋の中に通して、椅い子すに座るように勧めた。

　フレアは素直にそれに応じたが、マルダーは部屋の中に入っただけで、椅子に座るのは断った。

「この部屋はレプラコーンには、荒らされていないのですか」

　部屋の中がやけにきれいだったので、フレアは疑問に思い、それを尋ねた。

「荒らされたさ。王妃様はなぜか、レプラコーンに気にいられているみたいだからね。ちょうど、きれいに片付けたところなんだよ」ジャニスは答えて、椅子に腰を下ろした。

「で、ロルトのことだったね。あの子について、いったい何が聞きたいんだい」

　フレアはちょっといずまいを直して、そして正面からジャニスの顔を見た。

　ジャニスの顔には疲れのようなものさえうかがえた。それが、フレアの心をしめつけた。

　この女性は子供を失っていったいどんな気持ちでいるのだろう。
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「あなたの子供は元気な少年だったとうかがっています。というより、悪く言えば悪戯いたずら好きの少年だったのではないですか」

「いいも悪いも、ロルトはまさしく悪戯好きの子供だったよ。よく王妃様やその他の侍女たちに悪戯をして怒られていたからね。わたしは、あの子が悪戯をするたびに、お尻しりをひっぱたいていたんだけど、いっこうに聞き分けがなくて。結局、悪戯が過ぎて空から井い戸どに落ちてしまうなんて。まったく、馬ば鹿かな子ですよ」

　寂さびしそうにジャニスは、話をした。

「まるでレプラコーンみたいに？」

　静かにフレアは尋ねた。

　驚いたように、ジャニスはハーフエルフの少女の顔を見た。まるで、自分の心を見透かされたように思ったからだ。

　そのフレアの質問を聞いて、マルダーにもなぜ彼女が、このジャニスに会いにきたのか、理由が分かったように思った。

「ええ、そのとおりだよ。あの精霊は、まさしくロルトの生まれかわりみたいに思えるんだよ。もちろん、みんなが迷惑しているのは知っているよ。でも、あの悪戯小鬼のすることときたら」

　そして、ジャニスはレプラコーンのしでかした悪戯のひとつひとつを語りはじめた。

　王妃に蛙かえるやなめくじを見せるのが日課だったこと。

　城の壁という壁に落書きをしていたこと。

　それを語るあいだ、ジャニスの瞳ひとみは、いとおしいものを目の前にしているように、きらきらと輝いていた。

　その目は、彼女の死んだ息子を映しているに違いないと、フレアは思った。

　まだまだ続く、ジャニスの話を聞きながら、フレアは自分の目の上がだんだんと熱くなってくるのを自覚した。

　視界がぼやけてきた。

　あわてて涙を押さえようとしたが、それがかえってきっかけになり、とうとうひとしずく、涙が彼女の白い頰ほおを伝って流れおちた。

　そして、もはやそれを止めることはできなくなっていた。

「優しい娘なんだねぇ。あんな悪戯好きの子供のことで泣いてくれるなんて。でも、気にしないでおくれ。あの子は悪い子だったんだ。だから、井戸に落ちてしまったのさね。きっと、神さまが罰ばつを下したんだよ」

「いいえ、わたしには分かります。あなたの子供は、悪い子なんかじゃありません。それどころか、本当は心の優しい純粋な子供だったんです。でなければ、精霊なんて呼びだせるはずがないもの」

「どう言うことだい？」わけが分からず、ジャニスが尋ねてくる。

「あなたの考えているとおりなんです。あのレプラコーンはある意味ではあなたの子供の生まれかわりなんです。あなたの子供、ロルトは、悪戯をするときには、いつも無意識にレプラコーンを召喚していたんでしょう。純粋な子供には、精霊使いとしての素質があるから、それは特別なことじゃない。でも、ロルトは悪戯をしている途中で死んでしまった。だから、レプラコーンは帰れなくなった」

　答えるフレアの声は涙声だった。

「そして、レプラコーンが帰れなくなった理由は、もうひとつあります。あなたの心が子供を失って孤独でいっぱいだったからなんです。

　わたしも、さっきはじめて知ったんですが、レプラコーンは、実は孤独をも司つかさどる精霊なんです。考えてみれば当然だわ。だって悪戯は孤独を癒いやすための手段だもの。わたしは、ハーフエルフだったから、エルフの村では誰も友達がいなかった。いじめられもした。そんなとき、寂しさをまぎらわすために、やっぱり悪戯をしたもの。

　レプラコーンは孤独な人の心にも惹ひかれるんだと思います。そして、悪戯をすることで、その孤独を他の感情に置き換えようとするの。怒りとか、楽しさとか、驚きとか。だから、彼らは混乱の精霊と呼ばれるんです」

「そうかもしれないね」ジャニスは、寂しそうに答えた。「ロルトは一人っ子だったし、この城には同じ年の子供もいなかったから、きっと寂しかったんだろうさ。あたしもあまり、かまってやれなかったしね。それに、あたしがあの子を失って寂しいっていうのは本当だよ。あの小鬼は、まるであたしを慰なぐさめてくれているみたいで、いとおしいとさえ思っていた」

　その言葉を聞いて、フレアは椅子から立ちあがって、ジャニスの膝ひざに甘えるように頰を寄せた。

「ええ、だからあのレプラコーンは、わたしの心の中に帰します。そうすれば、ロルトの心の一部を、わたしが受けつぐことになるわ。そうなれば、わたしはあなたの子供も同じよ。だから、もうひとりだなんて、思わないで。わたしが生きているかぎり、あなたの子供も生きていくんだから」

　ジャニスは目を細めてフレアを見下ろし、やさしくその金色の髪をなぜながら、その目に涙を浮かべていた。

「ありがとうよ。見ずしらずのあたしにそこまで言ってくれるなんてね」

　その様子をマルダーは、喉のどがつまるような思いで見つめていた。

　目め頭がしらが熱くなるが、それを天井を見あげることでこらえる。

　騎士が、涙を見せるわけにはいかないのだ。

　そうして、しばらく無言の時間が流れた。

　フレアは身を起こし、ジャニスからゆっくりと身体を離した。

「これから、わたしはレプラコーンを呼びだします。そして、レプラコーンと心を同調させて、彼をわたしの中に帰します」

　優しいけれども、強い意志に裏付けられた声だった。

「わたしは何をすればよろしいのですか？」

　遠慮がちにマルダーが声をかけた。

「そうね、わたしと一緒に悪戯いたずらをしてちょうだい。そうすれば、レプラコーンを呼びよせやすくなるはずだから。ひとりより、ふたりのほうが効果があるに決まっているもの。でも、ふりだけじゃ駄だ目めよ。心の底から、そう思わなければ、レプラコーンは決してやってこない」

　悪戯っぽくフレアは微笑ほほえんだ。まるでレプラコーンの心とすでに同調しているみたいだった。

　さすがに、その言葉はマルダーにとってはショックだった。彼は騎士の名誉のことを考え、顔を搔かきながら考えこんだ。

　王おう妃ひの部屋の中を意味もなく歩きまわりながら、左手で剣の柄つかをとんとんと叩たたく。

　しばらくそうしてから、彼は両腕を大きく振りあげ、それを一度に下ろして、気合いの入った声をあげた。

「よーし、やってやる。オレだって、昔は近所の悪童どもと一緒に悪戯をしたことだってある。どうせやるなら、徹底的にやろう」

　そう声を上げる彼の顔から、初めて笑顔がこぼれた。そして、機械のような表情が崩くずれ、彼の若さにふさわしい快活さが表われた。

「そうこなくちゃ。じゃあ、さっそくかかりましょうか」

　フレアは、楽しげに笑いながら、手近のテーブルに置いてあったガラス製の花か瓶びんを叩き落とした。

　乾かわいた音を立てて、その花瓶が砕けちった。

「それは王妃様がご愛用の古代王国製の品……」さすがに顔色を失って、ジャニスが悲鳴に近い声を上げる。

　一方、マルダーは、まず甲かつ冑ちゆうを脱いで身軽になった。

　それから、窓に吊つってあったカーテンにしがみついて、身体を宙に浮かせる。それを前後に揺ゆらすと、開けっぱなしだった窓の外に向かって反動をつけて飛びだした。

　王妃の部屋は二階にあるが、下はちょうど雨上がりで柔らかく、転がって受身をすると、たいした衝撃もなく、無事に着地した。

　しかし、彼の衣服は泥どろで汚れて、顔や髪にも茶色の斑はん点てんが飛びちっていた。

　奥の部屋から、王妃がジャニスを呼ぶ声が聞こえてきた。

　また、レプラコーンなの、とその声は言っていた。

「はい、だからそのままお休みになっていてください」と、ジャニスはあわてた様子もなく、そう王妃に向かって答えた。「今度はレプラコーンが二匹もいますから」

　悲鳴にも似た声がひとつあがってきたあとは、もう王妃の寝室からは何も聞こえてこなくなった。

　思う存分悪戯しておくれ。ジャニスは、フレアに向かって心の中で呼びかけた。

　彼女が楽しそうに悪戯している姿は、本当にレプラコーンにそっくりだった。そして、彼女の息子、ロルトにも。

「おいで、レプラコーン！」フレアは精霊語サイレント・スピリツトで大きく叫んだ。「おいで、レプラコーン。そして、一緒に遊ぼう」

　フレアはマルダーに続くように窓から身を躍おどらせる。まるでシルフになったような気分だった。

　それとともに心も軽くなっていく。レプラコーンに向かって精霊語で呼びかけを続けながら、フレアは全身を泥まみれにしながら地面に降りたった。

「おいらを呼んだ？」

　精霊語が目の前から聞こえてきた。

　目を向けると、レプラコーンが宙に浮かんでいた。

「呼んだわ、レプラコーン。おいでよ、わたしの中に。わたしと一緒に遊ぶために！」

　フレアはそう叫ぶと、心の中を真っ白にしていった。

　そして、自分の心を目の前のレプラコーンに同調させていく。それは、精霊使いシヤーマンである彼女にとっても難しい心の技術だったが、フレアはそれをみごとに成功させた。

　そして、両腕をいっぱい開き、泥をまきあげながら、フレアはレプラコーンのもとに走っていった。

　レプラコーンは、それを避さけなかった。いや、避ける必要さえなかった。帰るべきところを、ようやく見つけたのだから。

　フレアは優しくレプラコーンを抱きしめた。

　すると、溶とけるように彼の姿は消えていった。まるで、霧が朝日を浴びて薄れていくように。

　それとともに、このまま悪戯を続けたい、そんな衝動がフレアを動かしはじめていた。心の中から、レプラコーンがそうささやきかけてくるみたいだった。その衝動が押さえきれず、フレアはそのまま泥の中を駆かけまわった。

　レプラコーンのような笑顔を浮かべたまま。

　しかし、フレアはもう知っている。

　その笑いを浮かべた瞳の奥に、一ひと粒つぶだけ涙が隠されていることを。孤独を悲しむ涙が一粒だけ隠されていることを。

　それでも、レプラコーンは涙を流しているよりも、悪戯をしているほうが魅力的に決まっていると、フレアは今、心の底からそう考えていた。
















契約の代だい償しよう


下村家惠子
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　アレクラスト大陸オランの南東。はるか沖合いに、地図にも載のらないほど小さな島々の集まりがある。ましてや、そこに魔法都市のひとつがひっそりと眠っていることを、知る者は少ない。

　古代王国時代、その都市はダリートとよばれていた。そびえ立つ塔とうと白き家並、そして潮の満ち欠けにもまどわされぬ姿は、白き水鳥のごとき優美さであったという。

　ダリートには多くの魔法使いが住まい、不思議な生き物たちが住んでいた。魔法使いたちは様さま々ざまな研究を続けていたが、ある時、魔力に命を与えることで、精霊に似た存在をつくりだした。それは強力な魔力を持っており、魔術師はその研究にいそしんだ。

　だがそれが完成する前に、古代王国を滅ほろぼした魔力と精霊力の暴走によって、ダリートは海の底へ沈んでしまった。

　わずかに生き延びた魔術師は周囲の島々に逃のがれた。彼らは小さな島々に名をつけ、細細と生き延びた。

　それから五百年。いにしえの魔法使いの末えいたちは、海の民として生き延びていた。彼らのほとんどは先祖の偉業を知らなかった。わずかに賢者や学のあるものが、干潮時に姿をあらわすダリートの遺跡と、そこに閉じこめられたまま眠る「命ある魔力」について語るのみであった。




　海蛇竜シーサーペントは怒り狂っていた。グラスランナーは空からになった矢筒を投げ捨てると走りだした。

　月明かりに照らされた古代の遺跡には幾いく重えにも海草がまといつき、暗闇へのびる石畳には潮だまりがきらめく。波の打ち寄せる低いざわめきと自分の呼吸の音が一緒になるのを感じながら、グラスランナーは路地を駆け抜け、広場へ躍おどりでた。

　巨大な海蛇の体がその背後に押し寄せる。だがグラスランナーの足ならば逃げきることは簡単だ。軽い足取りで広場の中程まで来たグラスランナーは、余裕を見せてふりかえった。しかし、その時、ぬめる海草が足を滑すべらせ、彼は石畳のへこみにできた潮だまりに突っぷした。

　思わぬ災難に叫び声をあげたグラスランナーは、したたかに塩水を吸いこみむせかえった。ひとしきりせきこんだ彼は、やがて不ぶ気き味みな気け配はいに気づきふりかえった。その眼前に巨大な獣はそびえていた。

〝まるで小さな山みたいだ〟グラスランナーは思った。

　シーサーペントは鎌かま首くびをもたげると、狙ねらいをさだめた。

　立ちあがろうとしたグラスランナーの足は再び海草に滑り、彼は恐怖にもがいた。

　とその時、まばゆい光の矢が獣けものの顔面に突き刺さった。閃せん光こうがウロコを焼けこがし、海獣は苦しみ、のたうつ。追い打ちをかけるように何本もの太矢が射かけられた。天空にかかる月を背に、二つの人影が遺跡の上に見える。グラスランナーの顔に笑みが浮かんだ。

「リック、こっちだ」

　遺跡の暗がりから、巨漢の男が呼ぶ。

「ひゃーほ、ダイン！」

「ひやひやさせやがって。下がってな、カタをつける」男はそう言うとグレート・ソードをひきぬいた。大振りの刀とう身しんが、鈍にぶい光を放つ。

　シーサーペントは遺跡の上の二つの人影に翻ほん弄ろうされていた。魔法の攻撃はないが、次々と太矢が打ちこまれ、赤い血がまだら模様を描いている。

　ダインは雄お叫たけびをあげると、剣をかかげた。シーサーペントは新たな敵に怒りの声を発してダインを見すえた。半開きになった口から、鎌のような牙きばが見える。はじけるようにシーサーペントは襲いかかった。

「そうはいくか！」

　ダインは間かん一いつ髪ぱつ、シーサーペントの牙をかわし、敵のふところに飛びこんだ。そして剣を立て、一息に喉のどめがけて叩たたきこんだ。

　大蛇の体がはねあがり、もがき、のたうった。そして喉に刺さった剣を抜こうと、転げ回った。朽ちかけた建物が、衝撃でゆらぎ、所々で崩くずれてゆく。

　やがてシーサーペントの動きは弱まり、大きくけいれんを起こして動かなくなった。

「やったあ！　すごいやダイン！」

「軽い、軽い」ダインはニヤリと笑うと、力こぶをつくってみせた。

「リック、ダイン、二人とも大丈夫？」

　人影の一人がグラスランナーに駆けよった。栗くり色の髪を飾り布で止め、すらりとした体をレザーアーマーで包んだ娘だ。少女と大人の間の初うい々ういしい優しさと、人の上に立つ者のもつ意志の強さが感じられる。

「うん、ありがとアラミア」

　もう一人の人影も、のんびりと近づいてきた。杖つえを手にしているが、腰には剣、背には石弓の重装備だ。彼が言った。

「リックがあんまりコロコロ転がるもんだから、その度たびに僕はアラミアに締め殺されそうになったんですよ」

「あら、そう言うライクこそ、石弓をかかえたままオロオロしていたじゃない」

「あれー、見てたんですかぁ？」

　ライクのおどけた声に、みんな笑顔を浮かべた。しかしアラミアの笑顔は、これから向かわなくてはならない試練を思って、暗く沈んでいった。

「アラミア、元気だすんだ」大男のダインが、彼女の肩を叩たたく。アラミアは彼を見上げて微笑ほほえんだ。

　くったくのない笑い声をあげていたグラスランナーのリックは、動かなくなった獣を見て顔をしかめた。改めて見ると、本当に巨大な海蛇竜シーサーペントだ。しなやかで頑がん丈じようなウロコが全身をおおっている。そして頭頂には数本の角が生はえている。

「まだ、あんなやつがいっぱいいるのかな？」

「まさか。あんなのがゴロゴロしてられちゃ、たまったもんじゃねえ」

　ダインは死体に近づくと、剣をひきぬいた。血を払って鞘さやにおさめる。残りの者も、まだ使える太矢を探して、拾い集めた。

「しかし、このシーサーペントも古代王国の魔法の名な残ごりだろうか？」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。さあ行きましょう。早くしないと潮しおが満ちてくるわ」




　先刻リックがシーサーペントに矢を射かけたのは、この遺跡でもっとも大きな塔の入口だった。シーサーペントがいなくなり、がらんとした広間の奥には、上へ向かう階段がのびている。

　アラミアとダイン、そしてライクとリックはゆるやかな螺ら旋せんを描く階段をのぼっていった。

　塔のあちこちには魔術に用いられていたらしい様さま々ざまな品物が残されていた。しかし、長い年月を海の底ですごしてきたそれらの品物は、触れるだけで脆もろく崩くずれさった。

　階段はやがて最上階とおぼしき回かい廊ろうに行き着いた。黒いみかげ石で敷きつめられた回廊には、大きめの白い扉とびらが一枚あるだけだった。

「ここだな」ダインが言い、アラミアがうなずく。

　リックは何かしら異様な気配を感じて扉を見上げた。金属で出来た扉には錆さびひとつ浮いておらず、白い塗料が生々しく光っている。そして遺跡じゅうにはびこっている海草も生えていない。

　グラスランナーと魔法はもっとも縁遠いものと言われているが、今リックの本能を逆なでしているのは、未知なる魔力にほかならなかった。

「何か書いてあるぞ」ライクがそう言うとたいまつの明かりを扉へ近づけた。

「警告文ね」

「〝のちの世の者に　私は告げる。この扉を開くことなかれ。

　我らは『生ける魔力』を生みだせり。だがこれを、目覚めさせることなかれ。

　悪あしきもの、幾いく多たあれど、ここに在ありしは『無知』ゆえに『邪悪』なるもの〟」ライクが読み上げる。

「ねえ、本当に入るの？」リックはアラミアを見上げた。

「ええ、もちろんよ。ティルク島を救うには、ここに閉じこめられている魔力を使うしかないのだから」アラミアは悲痛な表情を浮かべた。

「島の人々を殺し、父を殺し、島を奪うばおうとする、あのよそ者たちを追い出すためなら、なんだってするつもりよ。それがたとえ、悪魔に魂たましいを売り払うことになっても……」

「あ……ごめん、アラミア」アラミアの言葉の裏にある、強いが悲しい決意を感じて、リックはうつむいた。

「まったく、この豆つぶときた日にや、デリカシーってもんがないのか？　俺おれたちがこんな薄気味悪い遺跡にきたのが、単なるお遊びじゃないことぐらい、わかっているだろうが!?」

「いいのよダイン、あたしだって、島のことがなければ……あたしが領主の娘でなければ、今すぐ帰っていたわ。それほどまでに、ここには何かがあるのよ。でも、リックのおかげで決心がついたわ。ありがと」

　アラミアはリックへうなずいてみせると、ライクへ尋ねた。

「どう、開きそう？」

「かなり強力な魔法の封ふう印いんですねえ。僕の手におえるかどうかわかりませんが、やってみましょう」

　ライクは荷物を置くと、杖つえを手に呪じゆ文もんをつぶやいた。空あいている手で複雑な印いんを結んでは、空中に文様を描く。

　一度、二度とライクは呪文を繰り返したが、扉は開かない。眉まゆをよせ、額にはかすかに汗が浮かんでいる。

　リックは無意識のうちに、ベルトポケットから錠前開けの針をとりだした。

「あのさ、おいらがやろうか？　アレクラストにいた頃、誰だれも開けられなかった扉を開けた事があるんだ。でさ、その向こうにドワーフみたいな顔をして羽の生えた、でっかいモンスターがいてね……」

「静かにしねぇか、おしゃべり豆つぶが！」

　ダインがとっちめる。

「開いた！」

　ようやく扉はきしりながら開いた。中からは白く淡い魔法の光が流れでる。ライクは大きく息をつくとよろめいた。ダインが大きな手でライクを支ささえる。ライクがぼやいた。

「ふう。まったく、我ながら不勉強で困りますよ。アレクラストの、きちんとした学院で勉強した人なら、これぐらいの封印は簡単にとけるでしょうね」

　ダインがライクの背をどやした。

「ぜいたく言うんじゃない。俺なぞ、学問と言えば魚と船を数える程度なんだぞ」

　二人の会話に微笑ほほえんだアラミアは、ゆっくりと光の中へ踏みこんだ。

　アラミアに続いて扉を抜けたリックは部屋を見渡して感嘆の声をあげた。

　ここには今まで一度も水が入りこんだことはなかったらしい。魔法の光を放つ多くの柱、そして四方の壁には傷ひとつなく、冷たく乾いた空気が四人を包んだ。

「ねぇねぇ、この部屋ダインの家ぐらいあるんじゃない？」リックの声は辺あたりの石壁に響きわたる。

「見てください、あの台座の上」

　ライクの声に皆は部屋の中央をふりあおいだ。部屋の中央には、いくつもの円盤を積み重ねてできた大きな台があり、その上に何かが漂ただよっていた。

「すごい魔力ですよ」こころなしか青ざめたライクが言う。

「アラミア、どこ行くの？」

　台へ近づいていくアラミアの後を追いかけようとしたリックをダインがとめた。

　アラミアは漂う魔力の源をみつめながら、台の上へとのぼっていった。上までのぼりきった彼女はしばらく躊ちゆう躇ちよしたあと、意を決して「それ」へと語りかけた。

「命ある魔力よ、名は何という？」

　沈黙があり、ややあって声が答えた。

「我が名はガザイル。人に仕つかえ、望みを叶かなえるべく存在している。おまえは何が望みなのだ？」

「私は力が欲しい」

「力……？　どのような力だ？」

「私は、私は敵をうちやぶる力を望む。どのような敵をも、軍をもうちやぶる力だ」

「敵？　戦いくさか？　要は敵に優まさる力があればよいのだな」

「ええ、そのとおりよ」

「……わかった。すべてをうちやぶる力をおまえに与えよう。今からおまえが私の主人だ」

　声が遠ざかり、もやが一筋の流れとなってアラミアに吸いこまれた。一瞬アラミアの体が硬直したが、それはすぐにおさまると、彼女はうろたえたように辺あたりを見回した。ややあって彼女は台から降りると、リックたちへ近づいた。

「アラミア、大だい丈じよう夫ぶか？」ダインの問いかけに彼女はうなずいた。

「ええ、大丈夫、なんともないわ。ただ……ねぇ、ライク私に魔力を感じて？」

「いいえ、しかし先ほど確かに魔力はあなたの体に宿ったと感じましたが」

「私もそう感じたわ。でもその後、急に何も感じなくなって……」そこまで言ってアラミアは首を振った。

「止やめましょう。確かに私は彼と契約したのだし、彼は私に何らかの力添えをしてくれたのだから。さあ行きましょう。潮が満ちるまで、もうそれほど時間がないわ」

　三人が話をしている時に、リックはこの神秘の部屋を探たん索さくするのに忙しかった。彼は光を放つ柱にとても興味をそそられたが、ポケットに入りそうもないのであきらめると、今度はアラミアがのぼっていった台の向こうへ回りこんだ。そこには小さな扉があった。扉には何か記しるしてある。

「ええっと、これ何て読むんだっけ？　開ける、魔……力？　再び……」

「おい豆つぶ、早く来ねえと置いて行くぞ！」

「ちょっと待ってよぉ。ここに何かあるんだってば！　大たい切せつなものでも知らないよ」

　グラスランナーはしばし、小さな扉と部屋をでていこうとする仲間を、かわるがわるながめていたが、やがてふくれっつらをすると、足早に仲間の後を追いかけていった。

　再び扉は閉ざされ、魔力の部屋に静けさが訪れた。




　ティルク島はごく小さな島であり、周囲にはいくつもの暗あん礁しようがとりまき、外から訪れるものはほとんどない。島の人々は漁りようと農耕で自給自足の生活を営いとなんでいる。

　年に一、二度周囲の島々から、それぞれの島で作られた作物や工芸品がティルクに集まり、盛大な市が開かれるが、そんな日は島唯ゆい一いつのそして最大の町ティルクは人にあふれ、昼も夜もない祭りさわぎに包まれるのだ。しかし、普ふ段だんの町は静かな漁港であり、平和な農村である。

　だが、この時、町には異様な緊迫感が漂ただよっていた。町にはわずかな男性と女子供しかおらず、何隻かの船があわただしく出航の準備をしている。

　その町から島の中腹へ向かった先、天然の城壁に見える山肌の崖地に、なれない武装に身をかためた男たちの姿があった。

　彼らの目は眼がん下かに見える兵士の一群にそそがれている。人々のまわりには空からになった矢筒、油の壷つぼ、投石機が散らばり、すでに長時間、眼下の敵と戦っていたことをしめしていた。

　人々の顔には疲れの色が見えている。リーダー格の男が手をあげて人々の注意をひいた。

「みんな、話がある聞いてくれ。承知のとおりもはや我々には敵を遠ざけるだけの武器がない。これから先は我々の力だけがすべてだ。そこで……」

「バラン、敵が動きはじめたぞ」見張りの声に男は硬い表情でうなずいた。

「手短に話そう。我々にはまだ敵の戦力がわからない。だが敵の様子から見て、魔術師や精霊使いがいる可能性は高いはずだ。ひとかたまりでいれば餌え食じきになるばかりだ。可能なかぎり周囲に散らばり、一人でも多くの敵を倒すしかない」

「バラン、来るぞ！」

「よし行くぞ、俺たち海の男の底力を見せてやるんだ！」

　雄お叫たけびをあげて人々は四方に散らばっていった。バランと呼ばれた男もモリを握りしめると、敵の見える場所まで移動した。

　武器にも防具にもすぐれた敵の一群が、山道を登って来る。その余裕ありげな態度にバランは顔をゆがめた。しかしその一群の中に魔術師らしい人影を見つけて、彼はニヤリと笑った。

「一泡ふかせてくれる」

　彼はモリを握り直すと岩陰から飛び出した。大きくふりかぶると、渾こん身しんの力をこめてモリを投げつけた。雷かみなりのような鋼はがねの一撃が魔術師の体をつらぬく。黒いローブの体が、馬の背から転がり落ちた。

　それが合図であったかのように周囲から最後のモリが放たれ、敵の頭上へふりそそいだ。しかしそのほとんどは敵のよろいや盾たてにはじかれてしまう。敵の大将が剣を抜き、雄叫びをあげた。続く剣士も剣を抜き、一いつ斉せいに突撃してくる。バランもまた剣を握りしめるととびだした。

　戦いの火ぶたが切っておとされた。金属と金属の打ち合わされる甲かん高だかい音と、悲鳴が巻き起こり、血の臭においがたちこめる。

　ティルクの男たちは勇敢に戦ったが、劣勢はあきらかだった。みるみるうちに大半の男たちが敵の剣に倒れ、残る者も戦うというよりも、ようやく命ながらえているといった様子でしかなかった。

　バランもまた、敵の一人を倒す時に剣を折ってしまい、死体から拾ったなれないだんびらをふりまわしていた。しかし、大剣の重さは彼を疲れさせるばかりであり、敵の猛攻撃から彼を救っているのは、高い足場の有利さだけであった。

　目を血走らせた敵の男が切りつけてくるのを叩き伏せたバランは、絶望的に周囲を見渡した。もう島の人間はほとんどいない。いるのは勝利を確信した敵ばかりだ。その中に敵の大将の姿を見たバランは最後の気力をふりしぼった。せめてあいつだけでも道づれにしてやる。

　足元の剣士を振り払い、足場から降りようとしたバランは、敵がある方向へ集まっていくのに気がついた。町へいく山道のほうだ。

　いくな、まだここに俺が残っている。そう叫ぼうとしたバランは、町から山道を登って来る人影に気づいた。馬に乗った人影は魔法に守られながら敵のただ中へ走りこんでくる。島には戦場で取り乱さないほどの訓練を受けた馬はわずかしかいない。その馬の乗り手の姿を見つけてバランは叫びをあげた。

「アラミア様！」




　アラミアは剣をかざした。剣はライクの魔法によって炎に包まれている。先に立って馬を走らせるダインの大剣にも炎が燃え立っている。

　恐怖におののく町を後に山道を駆け登ってきたアラミアたちの前に、惨さん状じようが広がった。

　バラバラに吹き飛ばされた手や首、無む惨ざんな切口を見せる死体が、赤く染まった地面に散らばっている。その死体のほとんどが親しい人々のものであるのを見てとったアラミアは、吐き気と悲しみ、そして激しい怒りを感じた。

　そんな彼女たちの前に、血にまみれた敵の剣士たちが押し寄せた。獣のような叫びをあげてダインが剣をふるう。アラミアもまた、襲いかかる兵士に剣を振り下ろした。

　一撃目はあえなく盾たてでかわされたものの、二回目は相手の首筋をとらえ、剣士は赤い血しぶきを上げながら倒れた。それを見届けるひまもなく、新たな剣士がむらがってくる。

　ちらりと目の端にライクを守ろうと、リックが小さな石弓を構えているのが見えた。ライクは杖つえをかかげ、何か呪文をとなえているようだ。もやが敵の剣士を包むと、剣士はバラバラと倒れて行く。

　アラミアは剣を振り回した。彼女の乗る白馬「波なみ頭がしら」はさお立ちになると、ひづめで敵を踏みつぶす。しかし、倒しても倒しても敵の数は減らないように思えた。気がつくとアラミアも波頭も傷だらけであり、血と汗がよろいの隙すき間まからしたたりおちた。

　ダインは馬をやられたらしく、崖がけを背にして戦い続けている。しかし、ライクとリックの姿が見えず、馬だけが離れたところでうろたえているのが見えた。不安がアラミアの心を捕らえた。二人とも殺されてしまったのだろうか？　そして自分たちも殺されるのだろうか？　そうなったらこの島は……。

　押し寄せる敵の剣をかわしながら、アラミアは心の中で叫びをあげた。

〝命ある魔力、ガザイルよ、何をしているの！　契約を結んだはず。力を貸しなさい！〟

　答えはない。アラミアは不安に顔がこわばるのを感じた。それでも四し肢しはべつの人間が操あやつっているかのように、剣と盾をふるい、敵兵と激しい戦いを続けている。アラミアは再び、呼びかけた。

〝ガザイルよ！〟

　その時、アラミアは異様な感覚に襲われた。心の奥底から何か暗いよろこびがつきあげてきたのだ。

　島の人々を殺された怒りと悲しみで剣をふるっていたはずなのに、いつしか敵を殺すよろこび、命あるものの生を奪うことに快感を感じはじめている自分に気づいたのだ。

　剣を敵の体に叩きこむ鈍い感触に、ゾクゾクするような気分を味わっている。しかもその感覚はますます強くなっていくのだ。

　アラミアはうろたえ、なんとか自分を抑おさえようとした。しかしすでに体は他人の物のようであり、アラミアはなすすべもなく、自分が繰り広げる虐ぎやく殺さつの風景を見ていた。やがてその意識すら、ぼんやりと薄れていく。

〝おかしい、これは私がやっているのじゃない〟彼女の頭にひらめくものがあった。

〝ガザイル！　おまえなの？　おまえがこんなことを……。止やめなさい、今すぐに！〟

〝何な故ぜだ？〟ガザイルの声がした。

〝おまえは私に力を求めた。私はおまえたちに力を与える。敵を滅ほろぼす力を。望みどおりに〟

　ちがう、私の望むのはこのような暗黒の力ではない……そう答えようとしたアラミアの意識はすでに深い忘ぼう却きやくの淵ふちへ沈みこんでいた。




　呪じゆ文もんを唱となえるライクを守るため、リックはライクの後ろから飛び出すと、石弓をかまえた。前方の山道から血ち塗まみれの男たちが剣を振りかざしてやってくる。

　アレクラスト大陸で多くの冒険者と旅をしたリックではあったが、本当の戦争に加わったのは初めてだった。まるでオーガーのような鬼き気きせまる表情の兵士を見て、リックは恐こわいような悲しいような気持ちになった。

　その兵士たちのまわりに雲がわきおこり、雲の中にいたほとんどの兵士が倒れていった。

「眠りの雲スリープクラウド」だ。

　リックは魔法の眠り雲を避けてこちらへ向かう兵士へ立て続けに矢を放った。矢は狙ねらい違たがわず兵士の顔面を襲い、苦しむ兵士は地面に転がり、のたうった。

「ごめんよ。でもあんたたちが島を乗っ取るなんて言うからだよ」リックは悲しい顔でそう言うと、矢のなくなった石弓を背にまわし、ショートソードを抜いた。

「こっちもタネ切れですよ。行きますか」

　ライクが杖つえを剣に持ち替えると馬から降りた。敵の数はもはや当初の半数以下の、二十数人にまで減っている。しかし、迎え討つこちらも両手の指ほどだ。そしてリックたち四人をのぞけば、みな疲れきっている。

　リックとライクは有利な足場を求めて崖がけを登っていった。後ろをふりかえると、敵のなかでも特に装そう甲こうの堅そうな者がアラミアたちの方へ向かうのが見えた。

　ダインの乗った馬が横倒しになり、ダインの姿が消えたが、すぐに彼は立ち上がり、剣を斧おののようにふりまわした。

　アラミアもまた鬼き神じんのように剣をふるっていたが、リックはふと、彼女のまわりに遺跡で見た魔力のもやが見えるように思った。

　しかしそれをライクにつたえる間もなく、二人は敵兵の攻撃を受けた。軽装備の兵士が二人のあとを追って崖を登って来る。リックは土や石を投げ落とし、ライクが切りつけた。二、三の兵士が転げ落ちてゆく。しかし、それでふせぎきれるものではない。

　飢うえた獣けもののような表情の敵兵士が距離を縮めて来る。二人は立ち止まると応戦したがライクも敵の剣を受けてよろめく。

〝このままじゃ、だめだ〟

　リックはとっさに下までの距離を目算した。なんとかなりそうだ。

　リックはタイミングを計ると敵兵の一人に体当りした。ただでさえ体勢のよくなかった兵士は大きくバランスをくずして後ろへのけぞった。そして後ろに続いていた兵士もまきこみ、崖下へと転がり落ちて行った。

「リック！」一人残されたライクが声をあげる。

　リックは落下の衝しよう撃げきでマヒした体を引き起こすと、兵士の山の中からはいだした。駆け寄ってきた兵士がリックめがけて剣を振り下ろす。なんとかかわしたものの、頭はまだふらふらしている。

　二撃目が来る！　そこヘライクが滑りこむと剣で受け止めた。そして見事な剣さばきで兵士を切りふせた。

「うひゃー、まだ来るよ」

　リックは敵兵がこちらへ来るのを見ると、頭をふって意識をしっかりさせた。そして剣が無いことに気づき、崖下の兵士の一人の体をつらぬいている自分の剣を引き抜いた。そして意識を取り戻しかけている兵士にとどめをさした。

　ふりかえるとライクが島の人と合流して、敵をふせいでいた。まるで疲れを知らないような剣さばきにリックは感心した。ライクは体の強いほうじゃない。でも人間、やればできるって本当なんだな。

　そう思ったリックはライクたちに合流しようと走りかけた。が、その時、リックの本能に感じる「何か」が彼を止めた。様子がおかしい。リックはもう一度ライクを見た。

　ここからは顔は見えない。しかしあの力強さは異様だ。そして敵兵。それまでの飢うえた獣のような表情は消え、なにかにおびえたような恐怖の表情を浮かべている。そして……

　突然、リックの心に暗いよろこびと、それをけしかける声が忍びこんだ。

〝剣を取れ、敵を切り刻め。血だ……血だ。命など脆もろいものだ。おまえの力を見せてやれ。力がすべてだ。力あるものがすべてだ。

　おまえの力の前に、すべてはひざまずく。さあ、殺せ。虫けらを殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。ころ……〟

「う、うわあああっ!!」

　悲鳴をあげてリックはその声を打ち消した。剣を投げ出し、あとずさる。恐怖に見開いた目に、ライクや遠くに見えるアラミア、ダイン、そして島の人々に取り巻き、駆り立てている魔力のもやが映った。

　もやはアラミアをおおい隠し、海から忍び寄る霧のように周囲の人々を吞のみこんで行く。そしてもやに包まれた人々は、狂ったように敵を求め、武器をふるった。

　もやはリックにも忍び寄った。そして血ちなまぐさいよろこびを語りかける。

「止やめろ！　消えろ、消えちまえェ！」

　リックが叫ぶと、もやはたじろぐように薄れてゆく。しかし、すぐさま勢いをとりもどし、グラスランナーを屈くつ服ぷくさせようと、にじりよった。リックは助けを求めて、辺あたりを見回した。

　アラミアは敵の大将と切り結んでいた。敵の長剣をあっけなく押し返した彼女は、一刀のもとに敵の首をはねた。

「ち、ちがう……あれはアラミアじゃない!?」

　大将が敗れ、すでに戦意を失っていた敵兵はクモの子を散らすように逃げだした。しかし魔力に支配された人々は、容よう赦しやなく逃げる兵士へ切りつけ、叩きのめした。

　敵兵士の悲鳴に重なって、低い笑い声が聞こえた。その笑い声はたちまちすべての物音をかき消す哄こう笑しようとなった。血の海の中、人々は兵士の体を切り刻み、踏みつけながら高笑いを続けた。それは勝利を得た悪魔の笑いだった。

　その中にひときわ甲高く響く嘲あざけりの笑い声があった。アラミアだ。アラミアは敵の大将の首を摑つかんだまま、のけぞるように笑い続けた。そして生首を両手で摑んで高々とかざすと、それを握りつぶした。
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　肉片や血が彼女の手の間からとびちり、雨のように滴したたった。

「あ……あああ……!?」

　リックはもがき、あとずさった。邪じや悪あくな魔力から逃のがれようと。そして友達でありながら、友達でなくなった人間たちから逃れようと。

　グラスランナーはよろめきながら、転がるように走りだした。




　ティルクの島から脅きよう威いは去ったかのようだった。多くの住人を失ったものの、ティルクの町は活気をとりもどし、多くの船が出航の準備に追われていた。

　しかし、人々は陽気すぎ、船は侵入者の使っていた戦いくさ船ぶねにほかならなかった。ただの漁船は見捨てられた。

　戦さ船のマストには使われなくなって久しいティルクの旗がひるがえっている。

　町と港を見おろすことのできる丘にリックは立っていた。彼が戦場から逃げだして三日になる。彼はこの丘にある古代のほこらをねぐらとして、ティルクの町と人々を見てきたのだ。

　町を見おろしながら悩んでいたリックは、意を決すると丘のけもの道を下くだって行った。

　林を抜けて小川を横切り、小さな果樹園を通ったあと、町の周囲に築かれていた塀へいと土ど塁るいの名な残ごりを乗り越えて、リックはティルクの町へ入っていった。

　建物の陰から町の通りを見たリックは、今までの出で来き事ごとはすべて悪夢だったのではないか、と思いそうになった。あまりに以前と変わりない島の人々の様子。

　しかし、なだらかに傾斜する町の家並の向こうから見える戦さ船の姿と、おどおどと尻尾しつぽを巻いてさまよう犬やおびえきった家畜の姿にその思いは断ち切られた。

　リックは人目をさけると港とは反対の領主の館やかたへ向かった。なだらかな坂をのぼり、領主の館の石垣をこえると、裏口へとまわりこんでいく。

　リックは島を出るつもりだった。二年前、嵐でこの島に流れ着いてから、ここティルクはリックにとって第二の故郷とよべるほどの場所になっていた。しかしそれはアラミアの父グリアンやアラミア自身、その他多くの島の人々の気さくさが、彼をこの島へつなぎとめていたからにすぎない。

　だからこのようなことになっては、逃げださずにいるほうが無理なのだろう。リックは物陰をもとめて厩うまやへまわりこんだ。厩の横をすり抜けようとしたリックは馬たちの落ち着きのない声に中をのぞぎこんだ。

　厩の中には何頭もの馬がつながれていたが、そのどれもが神経質に首をふり、いらだたしげに、そして不安げに足を踏みならしていた。その中にはアラミアの愛馬「波頭」の姿もあった。

　白馬は狭い小屋の仕切りの中でもがくと、ひづめで仕切り板を蹴破ろうとしていた。長い聞そうしていたのだろう。仕切り板には深い傷がついている。だがそれしきで破れるような物ではない。

　波頭がリックに気づいた。白馬は哀願するようにリックを見つめ、首をさしのべる。リックは誘われるまま白馬へ近づいた。波頭は首をのばしてグラスランナーのちぢれた髪の毛へ鼻先をうずめた。

「波頭、恐こわいのかい？」

　リックは波頭の顔をなでてやった。あきらかに白馬は他の馬よりもおびえている。

「そう言えば、おまえはあの時なんともなかったのかい？　あの……アラミアがアラミアでなくなって、みんながおかしくなった時」

　波頭はさらに強く鼻先を押しつけてきた。リックは仕切り板の傷と波頭の鼻先をかわるがわる見た。そして仕切り板のとめがねを外はずした。

「さあ、行きなよ。アラミアには悪いけど、でも今のアラミアは、アラミアじゃないもんね。僕はまだ用事があるから、これでさよならだ」

　リックはおずおずと仕切りから出てきた波頭の前足を、元気づけるように叩たたくと、外を指さした。そして白馬が石垣を越えて、林の中へ姿を消すのを見届けると、館へと足をむけた。




　裏口から忍びこんだリックは、何度か館の使用人に見つかりそうになりながらも、ようやく自分の部屋へと行き着いた。

　二年前の嵐の日、リックはこのティルクに流れ着いた。そしてアラミアの父、グリアンに助けられた後、家族の一員として館に住んでいた。

　心地よくちらかった部屋に入ったリックは、手早く荷物をまとめはじめた。ありがたいことに誰だれかが拾ってきたらしく、リックにあわせて特別に造ってもらった石弓が戻っていた。しかし矢は一本もない。特別製なのでまず補充はできないだろう。

　持ち物をまとめたリックは服装を冒険用の丈夫なものに着替えた。マントをはおり、背負い袋をかつぐ。準備を終えたリックは、もう一度部屋を見回した。

〝さよなら、もうもどることもないよね〟

　不思議な胸の痛みを感じながら、リックは部屋を出た。その彼を呼び止める声があった。

「よお、リックもう準備をしたのか。はやいな」

「あ、ダイン」

　ふりかえると新しい剣を腰につるしたダインが立っていた。いつもと変わらぬ笑顔でグラスランナーを見おろしている。

「出発まではまだ余裕があるぞ」

「出発って……？」

「聞いとらんのか？」

「え、えっと、船で行くんだったっけ？」

「そうだ。まずは隣のジャイルを押さえて、周辺の島をしたがえる。そうすれば自然と他の島々も我々の後についてくる。どうだ、今から船を見に行かんか？」

　そう言うとダインはリックの返事も待たずに歩き出した。リックはうろたえながらも大男の後について館を出た。

　領主の館の門からは、港と船々が一望に見渡せた。リックは先を行くダインの背後から声をかけた。

「ねえ、島を押さえるって？」

「戦いくさだ。わかりきった事じゃないか」

　ダインはふりかえりもせずに答えた。

「戦争するの？　戦争して、その後、どうするの？」リックが尋ねる。

「もっと多くの船を造って北へ行く」

「北？」

「そう、アレクラスト大陸だ。アレクラストを我々ティルクのものとするのさ」

「あ、アレクラストと戦争するの？　アレクラストって大きいよ。船もたくさんあるし、兵隊や剣士や冒険者、魔法使いもたくさんいるんだよ？　気味の悪いモンスターもうじゃうじゃしてるし、それに……」

「それがどうした。我々には〝力〟があるじゃないか。すべてを打ち破る力が。選ばれた我々に恐れるものはない。我々は知らしめなくてはならんのだ。我々のこの力を。そしてすべての王とならねばならん」

　リックはどこか聞き覚えのあるその言葉に立ちすくんだ。

「無茶だよ、そんなこと！　ダイン、どうしちゃったんだよお。以前のダインは戦争なんかだいっきらいだったじゃないか。戦争なんて頭の鈍い馬ば鹿かがやるもんだ、って言ってたじゃないか」

　ダインの歩みが止まった。大男はゆっくりと振り返ったが、その顔は激しい怒りに燃えている。

「なんだと、きさま今なんと言った？　聖なる戦いを愚ぐ弄ろうするつもりか!?」

「せ、聖なる戦いって言ったって、戦争は戦争だろ……？　それにさっきのダインのセリフって、あの魔力が言ってたことじゃないか。ガザイルとかいう……そうだ、ダインは、きっとあの気味の悪い魔力にだまされてるんだよ。そうだよね。だってみんなの様子がおかしくなったのは……」

「だまれ、それ以上の愚ぐ弄ろうはゆるさん！」

　ダインは腰の剣を抜きはなった。白銀のきらめきがほとばしる。

「ダイン！　な、なんのつもりだよ、やめてよダイン！　ダインってば！」

　リックはあとずさりながら、助けをもとめて四方に目をやった。しかし、いつの間にか周囲に集まってきた島民の目には、冷やかな敵意が浮かんでいるだけだった。

　ダインの剣がうなり、リックの足元の石畳にはじけて火花をちらした。おびえたリックは転がるように坂道を駆け登った。

　獣じみた雄お叫たけびと悪態をつきながらダインが後を追う。

　リックは走った。重い背負い袋を放り出すことすら忘れて、ひたすら走り続ける。再び領主の館へもどったリックは、館から出てきた人影と出会った。

「アラミア！」

　アラミアはゆっくりとリックへ目をやるとかすかに微笑ほほえんだ。とたん、リックの心に再びあの声が響いた。

〝さあ、来るのだ。おまえも力が欲しいのだろう。すべてを打ち破り、ねじふせ、意のままに操あやつる力が。この世では力がすべてだ。力あるものがすべてだ。おまえの力の前に、すべてはひざまずく。さあ、来るがよい。大いなる力をあたえよう……剣の世界にふさわしき力を……〟

　リックは抵抗した。背後ではようやく追いついたダインが薄笑いを浮かべて立っている。剣を持ってはいるが、ふるうつもりはないようだ。ただ、アラミアとリックの様子を楽しんでいる。

　リックはぐいぐいと自分を引き寄せる力に悪態ついた。

「おいら、力なんていらないやい！　戦争なんて馬ば鹿かのやることだろ！　王様なんて面めん倒どうくさいだけじゃないか。手下なんかいらないよ。友達がいれば十分だ！」

　しかし、頑がん強きようなグラスランナーの精神力も、容よう赦しやない魔力の誘いかけに、徐々に力を失いつつあった。

「た……助けてよ、だれ……か」

　歯をくいしばり、耐えるリックが意識を失う寸前、白い生き物がアラミアを押し倒した。

「波頭！」

　魔力のかせから放たれたリックは、友情をこめて、雄お々おしく立つ白馬の名を呼んだ。白馬は身をひるがえすとリックへ駆け寄った。そして、そのまま背後から切りかかろうとしたダインに体当りした。

　ダインの手からはじきとばされた剣が石畳の上を滑すべってゆく。そのすきにリックは波頭の背によじ登った。

「行こう波頭！」

　グラスランナーを乗せた白馬はくるりと向きを変えると、風のように町を飛び出し、深い林へと姿を消していった。獣けもののようにわめき声をあげるダインとアラミアを残して。




　リックは再び丘の上の遺跡から、町と港を見おろしていた。彼の隣には「波頭」が草をはんでいる。

　リックたちを追ってくる者はなかった。たかがグラスランナーと馬一頭よりも、もっと大たい切せつなものがあるからだろう。そう、大いなる戦いが……。港の船の周囲には多くの人々が行き交かっている。

「波頭、おいら、一いつ体たいどうしたらいいんだろう」

　リックは草の上に座りこむと、つぶやくように言った。

「おいらさ、何かしなくちゃいけないんじゃないかと思うんだ。島から出ていきたいのはやまやまだけれど、アラミアやダインは友達だし、あの気味の悪い魔力を連れてきたのは僕たちだもんね。ねえ、波頭。あのガザイルとかいうやつさえいなくなれば、みんな元通りになるのかな？」

　白馬は振り返ると、考え深そうに小首をかしげた。

「たぶんそうだよね。あの頭の中に聞こえてくる声も、あのガザイルの声だし。あいつさえいなくなればいいんだ。……でも、どうやれば、あいつを追い払えるんだろう……」

　リックはゴロリと横になると、空を見上げた。澄み切った青空に、雲が浮かんでいる。

　リックはぼんやりと、あの海底の遺跡での冒険を思いかえしていた。潮しおがひいて、海底から石畳の道が浮かび上がったこと、海草がこびりついた、古代の都市の廃はい墟きよ。塔の入口を守っていたシーサーペント。頂上の魔法の扉。そして魔力と契約しているアラミア……。

「あそこへ行けば、何か見つかるかも……」リックはつぶやいた。そしてその言葉に驚いたように体を起こした。

「うん、まだ潮はひいてるし、僕じゃ渡れない所でも波頭がいれば簡単に渡れる。そうだ、そうだよ！　かあさんが言ってたっけ。〝わからなくなったら、わかる所までもどりなさい〟って。もどってみよう！」

　リックはパッとはね起きると「波頭」へ駆け寄った。遺跡へ行くのなら、用意しなくてはならない物がある。ちょっと町の人から借りてこなくてはいけないが、あんな状態だから黙って借りてかまわないだろう。いままでにも何度かやったことだし……。

　リックは「波頭」の背に登ると、再び丘を下っていった。




　月明かりの下。波が静かによせてはかえす浜を、一頭の白馬とグラスランナーが歩いていた。鞍くらもあぶみもつけていない白馬は、しかしグラスランナーの言う通りに進んでいく。

　白馬の首には飾り物のように、漁りようの網がまきつけられている。そしてグラスランナー自身は、小さなサックと石弓を背に、山刀程度の剣を腰につるしている。そして、たてがみを握っていない手には小さなモリが握られている。

　これがリックの手に入った武器のすべてだった。あまりにも貧ひん相そうな武器。しかし、グラスランナーは不安を感じていなかった。一度は行った場所だ。それに何かが見つかるかもしれないという期待のほうが、恐怖よりも強かった。

　白馬──「波頭」の歩みが鈍にぶる。見ると浜から海中にかけて、古びた石畳が浮かび上がっている。

「ここを通っていくんだよ」リックの声に「波頭」は石畳の道へ歩みを進めた。

　石畳の道は、沖へ進むにつれて海中へ沈んでいく。最初はひづめを濡ぬらす程度だった水も、遺跡が黒いシルエットになってせりあがる頃には、「波頭」の腹をかするほどになっていた。

　波をかきわけながら進んでいた「波頭」が、はた、と立ち止まった。そしてそのまま何かをうかがうように耳をかたむける。リックもモリを握りなおすと体を低くして水面をうかがった。

　ゆるやかな波が月の白い姿をゆらしている。それを散らすように早い波が横切った。うねりながら近づいてくる波に向かって、リックはモリをかまえた。そして波の先端めがけて投げつけた。

　鈍い手ごたえとともに、水面が乱れると大蛇のような海ヘビの姿が現れた。蛇はモリにからみつくようにのたうつと、水中に沈んでいった。

「ほかにもいるかもしれない。急ごう、波頭」

　リックの声に「波頭」は早足で、遺跡へ向かって進んでいった。




　月の光を背に、古代の遺跡は黒々とそびえたっている。リックは遺跡の入口である石段をのぼりながら、どうしようもない心細さを感じはじめていた。ふりかえると階下で「波頭」が見上げている。リックは手をふって石畳の道をしめした。

「いいんだよ波頭、おまえはもう帰っていいんだ。ここから先は、おいらがやらなくっちゃならないんだから。ここまで乗せてきてくれて、ありがとうね」

「波頭」は石畳の道をふりかえり、そしてもう一度グラスランナーを見た。リックが手を振る。白馬はゆっくりと向きを変えると、石畳の道をもどっていった。リックは馬から外した網を、肩にかつぎなおすと遺跡の中へ入っていった。

　入り組んだ石造りの建物と、そのあちこちに残る水面が月明かりに照らされて、影と光の深い迷めい宮きゆうを造りだしている。リックは早足で塔とうへ向かっていった。

　以前の冒険でほとんどのモンスターがいなくなっていることがリックに味方していた。それに大たい抵ていのモンスターはグラスランナーの駿しゆん足そくについてはこれない。

　シーサーペントが住み着いていた塔の入口を抜けたリックは、たいまつに火をともすと、上へ続く階段をのぼっていく。螺ら旋せんを描く階段をのぼり続け、やがてグラスランナーは白い扉とびらの前へたどりついた。

　扉は以前のような魔力を放ってはいなかった。扉は薄汚れており、海草の芽がつきはじめている。

　肩をあてて押すと扉はゆっくりと開いていった。中からは魔法の光が流れだしたが、その光は弱々しく、かすかなものだ。リックはたいまつをかざしたまま部屋に入っていった。

　部屋の中には潮だまりがいくつもできていた。引き潮に乗り遅れたらしい魚が、ウロコを光らせてはねる。

　リックはその魚をつかむと開いた窓から下を見おろした。潮がかなり満ちてきている。早くしないと入口がふさがってしまうだろう。

　魚を深みに放りなげると、リックは台座の裏側へまわっていった。

　台座の裏側の壁には、小さな扉があった。リックが望みをかけていたのはこの扉だった。扉には上位と下位、二つの古代語が記しるされている。リックは再びその文字をたどった。

「〝開ける、魔力、再び。危険、訪れる……かもしれない。開けろ。この、扉。使う……〟次の言葉はわかんないや。ライクならすぐに読んでくれたのになぁ」

　リックはサックの中から金テコをとりだした。それを扉の隙すき間まにねじこむ。と、扉はなめらかに開いていった。魔力による抵抗か、頑がん丈じような鍵を予想していたリックは、拍子抜けしたように扉を見つめた。開いた扉の向こうからはまぶしいほどの光が流れ出す。

　リックは金テコをもどすと、恐る恐る中へと入ってゆく。白い強い光が暗闇になれた目を刺す。リックは目をしばたたきながら周囲を見回した。思ったよりも小さな部屋……いや、通路のようだ。

　あとにしてきた部屋にあったのと同じ、光る柱が立ち並ぶ奥には、もうひとつの部屋が見えた。リックはその部屋をのぞきこんだ。さらに小さな部屋。その中央に大きなテーブルがあり、その上にひとつの壷つぼが置かれていた。

　壷に興味をひかれたリックは、しかし部屋の中へは入らなかった。壷の載のったテーブルを守るように立っている石像。コウモリのような翼つばさと、犬とトカゲの混血のような顔つき。

「あれはたぶんガーゴイルとかいうやつだ。冒険者の店で何度も話を聞いたもんね。あの壷に近づいたら動き出すんだ」

　リックは首をひっこめると、考え込んだ。

「どうしよう。一匹でも大変なのに、二匹もいるなんて。何とかならないかなぁ？」

　リックは荷物をあらためた。

「山刀は、刃が短いから、切りつける前に、こっちがやられちゃう。石弓は、相手が石像のままでは役に立たないし、第一に矢がない。モリは海蛇に使っちゃったから、あとはロープだけかぁ。これであいつらを縛りつけ……あ、そうか！」

　リックは顔を輝かせると、そばに立つ柱を見上げた。そして肩から網を外はずした。次に柱に登り、網を張ってゆく。







[image: ]







　何度も考えこみながらも、リックは柱の間に網を張り終えた。ホッと一息をつき、サックを柱のかげに押しやる。リックは部屋に入った。

　相変わらずガーゴイルは、壷をはさんで立っている。リックは生なま唾つばを飲みこむと、ゆっくりテーブルへ近づいた。石像に変化は無い。

　もう一歩テーブルへにじりよる。それでも石像は動かない。

「どうやら思いちがいだったのかな？」

　ひとりごちたリックは壷に手をのばした。壷は金属で出来ているらしく、ひんやりと冷たい光を放っている。

　とその時、石像がカッと口を開いた。翼が広がり、リックにおおいかぶさってくる。二つともだ！

　リックは動きだした石像、ガーゴイルの爪つめをかわして後ろへ転がった。二体のガーゴイルは宙に浮かぶと、耳みみ障ざわりな金切り声をあげて襲ってくる。リックは駿足で部屋を飛びだした。

　ガーゴイルは眠りを妨げた者を追って、同じように部屋を飛びだした。リックはそれを確かめるとニッと笑った。ガーゴイルの甲かん高だかい鳴き声が、石の柱と壁に反響して鳴り響く。グラスランナーは剣を抜くと、柱に張られたロープの一本を断ち切った。網が二体のガーゴイルにおおいかぶさる。

　間髪をいれず、リックはもう一本の綱を力をこめて引いた。ガーゴイルを捕らえた網がすぼまり、逃げ場を失ったガーゴイルが喚わめき声をあげて暴れた。リックは引いた綱を柱に縛りつけると歓声をあげた。

「ははっ！　こんなにうまく行くなんて、やったぁ！」

　リックは暴れるガーゴイルを無視して部屋へ戻った。テーブルの上の壷が彼を誘っているかのように思えた。入口の文章は、この壷をさしているにちがいない。この壷には、あの魔力に関する何かがあるにちがいない。

　ほかにも罠わなが仕掛けられていないかどうか確かめたリックは、壷に手を出した。壷はリックの手の中にスッポリと収おさまった。思ったより軽い。細くなった首には銀の鎖が巻き付けられており、その先にはふたがぶらさがっている。

　壷を引き寄せたリックはしげしげとその表面をながめた。古代語と不思議な文様が刻みこまれている。

「何て書いてあるんだろう？　難しいや。〝名前、一緒に、封じる〟……あれ、この壷って、封印の壷とかいうやつかな？」

　リックはまじまじと壷をながめた。その時、背後からひそかな羽ばたきが聞こえた。驚いてふりかえったリックめがけて、ガーゴイルが襲いかかった。一体が網から抜け出したのだ。

　リックは間一髪、ガーゴイルの攻撃をかわしたが、翼の一撃を受けて床に転がった。すかさず、ガーゴイルがつかみかかって来る。リックは這はいずるように立ち上がると一いち目もく散さんに逃げだした。ガーゴイルもまた床を這うように追いかける。

　リックは部屋を飛び出すと、まだもがいているもう一体のそばを走り抜けた。その背後にぴったりとガーゴイルがついてくる。向きを変えるひまはない。リックは入口であった扉を抜け、台座の部屋へ飛び出した。

　ひょっとすると追ってこないかもしれない。リックは後ろをふりかえった。しかしガーゴイルは狭い戸口を抜けてグラスランナーを追ってくる。リックは部屋を横切ると白い大扉にとりついた。しかし扉は閉まっている。

　引っ張り開けようとしたリックは、ガーゴイルの羽ばたきに慌あわてて跳とびすさった。するどいかぎ爪づめが白い石にみぞを掘る。残るは窓だけだ。

　窓まど枠わくに飛び乗ったリックは眼がん下かを見おろしてとまどった。水面まではあまり遠い。どす黒い海水がはるか下でゆれている。

　しかし、それを見ていられたのは一瞬だった。ガーゴイルの気け配はいにふりかえったリックがバランスをくずしたのと、ガーゴイルが飛びこんできたのはほとんど一緒だった。

　グラスランナーの体は塔から放りだされると、かすかな悲鳴をあげながら暗闇に飲みこまれていった。

　後には満ちてきた潮の打ち寄せる音と、獲え物ものを捕らえそこなったガーゴイルが、幾度も輪を描いて飛んでいる姿が、見えるばかりだった。




　戦さ船は忌いまわしくも美しい船であった。海の死者を統すべる神、ミルリーフのたむけのような、薄暗い空と強い風の中、ティルクの通りを人々の一群が港へ向かっていた。

　暗い欲望に燃える目を持った人々は、かすかな笑みを浮かべて、港へのなだらかな坂を下って行く。その先頭に立っているのは栗毛の馬に乗ったアラミアである。

　アラミアの顔は死人のようであった。それはまるで人形に刻みこまれた空くう虚きよな笑顔。戦いくさ衣装を派は手で派は手でしく着飾った魔力の操あやつり人形たちが、戦いと力の誇こ示じだけを求めて船出しようとしていた。

　人々は熱狂し、武器をかざして雄お叫たけびをあげる。武器を持たぬ女子供は踊り狂い、祝いの歌を歌った。歌はたちまち合唱となり、町を震わせてゆく。

　本来は大漁と船の無事を祈るための歌が、この血ちなまぐさい戦いのために歌われた。その歌声の中、アラミアは黙々と馬を進めていった。

　虚うつろな微笑ほほえみは変わる事なく、瞳ははるか彼方を見つめている。その唇が動き、ひとつの言葉を繰り返した。

「力を、すべてをうちやぶる力を……。力を、すべてをうちやぶる力を……。力を」

　人々の流れはゆるゆると港へ流れこんだ。使える船はすべて戦さ船として仕立てられていた。人々は我がちに船へ乗りこんで行く。血に飢えた人々の様子に、初めてアラミアは周囲に目をやり、満足気に微笑んだ。少し遅れてやってきたダインが、アラミアをうながす。アラミアは戦さ船への渡し板を渡ろうとした。

「待ってアラミア！　いや、ガザイル!!」

　アラミアがふりかえり、ダインが剣のつかに手をかける。二人の前に薄汚れ、傷だらけの白馬が立っていた。そしてその背にボロ布のようになったグラスランナーの姿があった。

　グラスランナーは馬の背から落ちるように滑すべり降りた。そして二人の前に立つと壷つぼを差し出した。

　とたん、アラミアの顔から、あの虚うつろな笑みが消え失せた。そして激しい恐怖がそれにとって代わった。アラミアの口から低いガザイルの声が流れた。

「それは……封ふう印いんの壷!?　止やめろ、それを私に向けるな！」

「ガザイル！　アラミアから離れろ！　島のみんなを元にもどせ！」

「何な故ぜだ？　何故そんなことを言う？　私はこの人間の望みを叶かなえたのだ。戦うこと、そして勝つこと。そうではないか？」

「ちがう！　アラミアは戦いを望んでいたんじゃない。アラミアは戦いを終わらせたかったんだ」

　アラミア……ガザイルは目を恐怖に見開き、リックを見つめた。

「戦いを終わらせたかった？　それはどういう意味だ？　いや、この人間は戦いを求めていた。この人間は私に戦いの力を求めた。それは戦いを求めていることではないのか？　戦いの力は、戦いを求めるがゆえに必要なのではないのか？」

　リックは混乱して首を振った。

「ちがう、ちがうよ！　うまく言えないけど、ちがうんだ!!」

「いいや、私は正しい。おまえの言うことは矛む盾じゆんしている。この人間は戦いを望んでいる。私はその望みを叶えなくてはならない。去れ、妖精族よ！」

「いやだ！　おまえこそ消えてしまえ！」

　リックは壷をかかげて叫んだ。

「封印の壷よ、我は命ず。汝なんじの封印せしものの名はガザイルなり！」

　アラミアの体がこわばった。恐怖に満ちた目を、グラスランナーに向ける。

　が、その表情はゆっくりと勝利の笑みに変わっていった。

「ハ、ハ、ハ！　愚おろか者めが。おまえなどに邪じや魔まはさせん」

　リックは手の中の壷を見おろした。

「なぜ？　どうしてなんだよ？　どうしてあいつは封印されないんだよ？」

　アラミアは甲かん高だかい笑い声をあげた。

「私がおまえたちに、真の名を教えるとでも思ったか？　神聖なる真の名を？　おろかな！」

　アラミアが大きくなったように思えた。巨大な力がリックをつかみ、締め上げた。

　アラミアが手を振った。それまで人形のように動かなかったダインが、剣を抜いて進み出た。逃げようとするが、間に合わない！

　リックはもがいた。しかし、ガザイルの力は圧倒的だった。最さい期ごを感じて立ちすくむリックとダインの間に、「波頭」が割りこんだ。

　押し退けられたダインは、怒りの声をあげて「波頭」に切りかかった。

　白馬の胸から、真しん紅くの血ち潮しおが吹きだす。傷を負いながらも、波頭はダインを押しもどす。

「波頭ァ！」リックはよろめいた。

〝急いで、早く今のうちに！〟

「波頭」がそう言ったように思えた。リックはうめき声をあげた。

「どうすればいいんだ！　真の名なんて、真の名なんて、わからないよ」

「わかるわけがあるまい。我が名は遺跡の中に封じられている。わかるまい！」

　アラミアの勝利の声とともに、島の人々が動きだした。虚うつろな笑みを浮かべつつ、近づいてくる。剣や槍やりのきらめきが、グラスランナーにせまってくる。その先頭にはライクの姿があった。

「ライク、みんな、目をさましてよ！　お願いだよ！」

　ライクは剣を抜き、リックに近づく。が、その口が何かを伝えようとしていた。

〝遺跡……警告文……、思い出せ〟

　虚ろな微笑ほほえみとはうらはらに、ライクの目は苦痛に満ち、唇くちびるは一心に、この言葉をくりかえしていた。

「遺跡？　警告文？　あ！」

　リックは目を閉じた。思い出すんだ、あの言葉を！　扉に記しるされていた言葉。そこには……

　リックは渾こん身しんの力で魔力をはねのけた。そして壷をかかげて叫んだ。

「封印の壷よ、我は命ず。汝なんじの封印せしものの名は〝無知なる邪じや悪あく〟なり！」

「やめろ！……何な故ぜだ！　どうしてその名を……！　私は……ただ……」

　アラミアの体から一筋の魔力が壷に吸いこまれていった。うめき声にも、すすり泣きの声ともとれる悲鳴をあげて〝無知なる邪悪〟は消えた。アラミアはぐったりと鞍くらの上に崩れ落ちた。リックは銀の鎖をたぐると、壷にふたをした。

　波頭がいなないた。その声が合図であったかのように、人々はみじろぎした。

　人々が集まってきた。皆、いままでの自分の行動が一いつ体たい何であったのか、わからないようだった。

　よろめくようにリックは、馬から助け下ろされたアラミアのそばへ歩み寄った。

　アラミアはぼんやりとリックを見上げた。その瞳に光がもどった。

「リック……、私、わたし……」

　アラミアの声は悲痛な嗚お咽えつに変わっていった。リックはアラミアの肩を抱き、つぶやいた。

「泣かないでよ、アラミアは間ま違ちがっちゃいなかったんだから。ただ、少しだけ、ほんの少しだけ、どこかがずれっちゃったんだよね。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだよ。これでもう、辛つらいことは終わったんだ」

　波頭が近づき、リックの頰に鼻先をすりよせる。背後で、ダインとライクが人々に号令をかける声がした。




　晴れ渡る青空。一隻の船が出航しようとしていた。数日前まで同じ場所に浮かんでいた戦さ船は沖に沈められ、武装していた船々は、本来の漁船へもどっていた。

　リックは船ふな縁べりからティルクの町を見ていた。彼はこの島を去ることにしたのだ。ガザイルの忌いまわしい事件がそのきっかけであったのは否定できないが、しかし、もしこの事件が無くても、グラスランナーは旅に出ただろう。小さな島には新しい出で来き事ごとは少ない。グラスランナーの気ままな冒険心がうずきだしたのだ。

　彼の荷物には、あの封印の壷つぼも納められていた。彼の行く先はアレクラスト最大の町オラン。そこには最大の魔術師ギルドと、その創始者である最高導師マナ・ライがいる。その魔術師ギルドへこの壷を届けなくてはいけない。

　出航の準備が整った。船長と話をしていたアラミアとダインがそばに来る。二人は何も言わなかった。別れのあいさつはすでに終えていた。

　ダインはリックの髪をなでつけ、かき乱すと肩を叩たたいた。アラミアはしゃがみこむとリックを抱き寄せた。そして頰ほおにキスをした。リックはニッと笑いかける。

　二人は渡し板を渡って船を降りた。手を振ろうとしたリックは、町の坂道を走り下りて来る人影に気づいて手をとめた。人影はジタバタと手に持った大きな荷物を振り回しながら走ってくる。アラミアたちがあわてて、外はずしかけた渡し板をもどした。

「待ってくれ！　私も乗りますよ！」

「ライク!?　ライクじゃないか」

　どたどたと駆けこんできたのが魔法使いであるのに気づいて、リックは手をかした。

「ふう、ようやく親おや父じを説得できたんですよ。オランへ行けるチャンスを逃のがすなんて出来やしない。同行させてもらいますよ」

　うれしそうにライクが笑った。

　帆ほを風にふくらませ、船は大きく向きを変えた。桟さん橋ばしにアラミアやダインをはじめとする人々が手を振っている。リックとライクも大きく手を振った。

〝もうこの島へ来ることはないだろう。少なくとも僕は。でも、忘れないよ、みんなのことは〟

　リックは再びあの胸の苦しさを感じた。ティルクの町、そして島はゆっくりと遠くなってゆく。

　沖に出た船は船首を北に向けた。リックとライクは、船の向かうはるかな水平線に目をやった。その向こうには新たな冒険の舞台、アレクラスト大陸があるのだ。
















ジェライラの鎧よろい


山本　弘









[image: ]







　　　　１




　ジェライラは弱り、死にかけていた。すでに立ち上がる力もなく、湿った腐ふ葉よう土どの上にトカゲのように這はいつくばり、夜の闇やみの中で押し殺した声で泣いていた。美しい黒い髪は泥どろにまみれ、その下の顔は影に沈んでいる。大きく息を吸いこむごとに、肩当てがはずれてむき出しになった白い肩が苦痛に震えた。すらりと伸びた腕と脚あしは、それでも前進を続けようと地面をひっかいていたが、傷だらけの鎧よろいの合あい間まから覗のぞく白い肌からは、着実に生命の兆きざしが失われつつあった。

　傷つき、すすり泣く娘を、夜の森が静かに見下ろしていた。彼女は十九歳。今、死を前にして、ようやく生命の重さに目覚めていた。

　苦しかった──そして寂しかった。誰だれかにここにいて欲しかった。仲間はみんな死んでしまった。たとえ傷ついているにしても、ひとりぼっちでないのなら、これほどつらくはないだろう。

「ルバート……ルバート……」

　ジェライラは重そうに頭を上げ、涙と泥で汚よごれた顔で、木の葉の合間にかかった月を見上げた。その表情は疲労と苦痛と悲哀のためにぼんやりとなり、なかば幻覚を見ていた。

「ルバート……どこにいるの……守って……私を守って」

　しかし、月は答えなかった。聞こえるのはただ、悲しげな虫の声ばかり。

　ジェライラはゆっくりと意識を失い、土に突っ伏して、動かなくなった。
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　ジェライラが騎き士しへの道を歩みはじめたのは、十五歳の誕生日だった。

　彼女の父、ブラム・フェルスは、リファール王に仕つかえていた騎士であったが、ある事件がきっかけで一線を退しりぞき、以来、郊外で小さな牧場を営いとなんでいた。母はジェライラが五つの時に馬から落ちて死んだ。妻を失った悲しみと、息子を望んでいたのに得られなかった寂しさをまぎらわせるために、ブラムは幼い娘に暇ひまさえあれば剣術の手ほどきをするようになった。もとより娘に戦士の道を歩ませようと思っていたわけではない。しかし、気がついた時には、ジェライラの心の中にひとつの夢がしっかりと根づいていた──剣で名を上げたいという夢が。

　二年前、それを聞かされたブラムは笑いとばし、うっかり「わしを剣で打ち負かせたら願いを聞いてやろう」と言ってしまった。年を取ったとはいえ、リファール騎士団一の剣の名手だった自分が、娘に負けるはずがない、と思っていたのだろう。しかしジェライラは真しん摯しだった。それからというもの、朝も夜も剣の練達に励はげみ、二週間前、木剣を使った試合で、ついに父を負かしたのだ。

　実を言えばずっと以前から、あのお嬢様ではこの牧場を継ぐのはむずかしかろう、と使用人たちは噂うわさしていた。大勢の使用人を統とう率そつするには、給金や叱しつ咤ただけではなく、人徳と思いやりが必要なのだが、男手で育てられたジェライラは、我がが強く、他人の感情を解しないところがあった。その鳶とび色の眼めはいつも遠い冒険と栄光を夢見ており、牧場の平凡な仕事にはまるで興味を示さなかった。

　だからと言って、ブラムが娘の望みをすぐに承知したわけではない。

「くだらん英雄物語にまどわされてはいかん。あんなのは吟ぎん遊ゆう詩人のでっちあげだ」彼は根気よく娘を説得した。「本物の戦いのつらさは、わしが一番よく知っている。お前にそんな不幸な生き方をさせたくないのだ。どこかの商人の嫁にでもなって、ささやかでもいい、幸せな人生を歩んで欲しいのだ」

　だが、彼は娘の決意を曲げることはできなかった。剣だけでなく、言葉と熱意でも負けてしまったのだ。幾晩にも及ぶ議論の末に、彼はとうとう、知り合いのリファールの騎士団長に彼女を推すい挙きよする手紙を書かされた。

　数日後、嬉うれしい知らせがリファールから戻ってきた。彼女を騎士見習いとして取り立てても良いというのだ。ほとんどの国では男しか騎士になれないと定められているが、自由な気風で知られるリファールでは、この二百年間に女性騎士が何人か生まれている。ジェライラも活躍しだいでは騎士になれる可能性があるわけだ。

　その朝、ジェライラは父と並んで馬にまたがると、生まれ育った退屈な家を後にし、期待に胸をふくらませて、街道を西に向かった。青く煙る草原の向こうに、ほどなくリファールの街が見えてきた。祭りなどで何度か来たことはあるが、今度はひと晩かぎりの訪問ではない。これから彼女はこの街で暮くらしてゆくのだ。

　領主の城は街の東側にあって、貴族の住宅街に囲まれていた。西側を川に面しており、他の三方を囲む堀には川の水を直接ひいている。城壁は石せき英えいの混まじった白い石で造られ、夏の陽ひ差ざしを浴びて砂糖菓子のように輝いており、いかにももろそうだった。

「ブラム様！　お久しぶりです！」

　髭ひげ面づらの大男が城門で二人を出迎えた。ブラムの昔の部下、エイブである。ブラムが引退した時にはまだ新米だったのだが、十数年経たった今では騎士団長に出世しており、後進の若い騎士たちを育てていた。

「こちらがお嬢さんですな？　大きくなられた！　まだ四つぐらいの時に一度お会いしたことがありますが、覚えておられますか？」

　覚えてるわけないじゃない、とジェライラは言いかけたが、慌あわててその言葉を吞のみこみ、あいまいに微笑ほほえんだ。相手はこれから上司になる人物なのだ。他人の機き嫌げんを取るのは性しように合わないが、怒らせるのもまずい。

「よろしく頼むぞ。手て加か減げんはいらん。女だとか、わしの娘だとかいう理由で特別扱いせず、びしびし鍛きたえてやってくれ。本人が選んだ道だからな」

　ブラムはそう言って、ジェライラを城門の中へ強く突き飛ばした。彼女はつんのめって転びそうになり、驚いて振り返った。

「お父様……？」

「わしはここまでだ」ブラムはむっつりとした顔で言った。「この城の門は二度とくぐらぬと誓ちかったのでな。あとはお前の力で進むがいい──言っておくが、たとえ騎士になれなくても、家に戻ることは許さんぞ。わしは助けぬ。いかなることがあろうと、これからはお前だけの力で生きるのだ」

　それだけ言うと、ブラムはくるりと背を向け、すたすたと歩み去った。十五年いっしょに暮した親子の決別にしては、あまりにもあっさりしていた。ジェライラはしばし茫ぼう然ぜんとなって、去ってゆく父の、やけに小さな背中を眺ながめていた。

　やがて彼女は、小さく肩をすくめると、エイブの後に続いて城に入っていった。胸の中には、一いち抹まつの寂さびしさとともに、父のそっけない態度への怒りが宿っていた。父親の愛情なんて、しょせんこの程度のものだったのだ。私にはもうそんなものは必要ない。自分の剣の腕だけで生きていってやる……。

　ずっと後になって、ジェライラは気づいた──あの時、父が急に背を向けて去っていったのは、涙を見られたくないためであったことを。




　最初の試練はエイブとの手合わせだった。ジェライラの剣の腕がどれほどのものか、見きわめるためだ。試合は木剣ではなく鉄の剣を用いる本格的なものだ。もちろん練習用に刃は削けずってあるが、まともに当たれば大怪け我がをする。騎士は戦いよりも練習中に死亡することが多いのだ、とエイブは言った。

　ジェライラは城の武器庫に連れてゆかれ、練習用の武具の中から、使いやすい重さの剣と鎧よろいを選べと言われた。剣はすぐに見つかったが、レザー・アーマー（皮鎧）はどれもぶかぶかで、染しみついた男の体臭が不快だった。何とか適当なのを選び、身に着けたが、肩幅が広いので腕が動かしにくい感じがした。

　ブラムに言われた通り、エイブはまったく手て加か減げんなしに打ちこんできた。最初のうち、ジェライラは相手の攻撃をかわすのに精いっぱいだった。父より若いだけあって、動きが速い。しかも慣れない真剣に対する本能的な恐怖心で、切りつけられると必要以上に飛びのいてしまう。それがかえって無む駄だな動きを生み、相手につけいらせる隙すきを与えていた。なかなか反撃の機会がつかめず、ジェライラはじりじりと後退していった。

　しかし一分も戦っていると、相手の攻め方が見えてきた。動きが型にはまりすぎていて、攻撃と攻撃の間に、わずかだか規則的な空白があるのだ。ジェライラはそこを狙ねらって一気に踏みこんだ。

　剣がぶつかりあう鋭するどい音がして、ジェライラの攻撃は受け流された。彼女はひるまず、右から左から、続けざまに切りつけた。本当に殺しかねない勢いだ。その気迫に押され、今度はエイブが守りに回る番だった。

　勝てる！　ジェライラは慢まん心しんして、相手の攻撃圏に不用意に踏みこみすぎた。その一瞬をエイブは逃のがさなかった。上段からの攻撃をさっと横に動いてかわすと、真横から彼女の剣めがけて自分の剣を振り下ろした。

　がしゃんという音がして、ジェライラの剣が地面に落ちた。とっさに拾おうとかがんだが、一瞬早くエイブのブーツが剣を踏みつけていた。エイブの剣の切っ先が、ぴたりと彼女のうなじに当てられる。

「なかなかの腕だ」エイブは息を切らせながら言った。「さすがはブラム様が教えただけはある。新米でこんなによく戦った奴やつはおらん」

　ジェライラは顔を上げ、不敵な眼めで騎士隊長を見上げた。「では、取り立てていただけますね？」

「もちろんだ」

　エイブは剣を収おさめ、一歩後ろに下がった。ジェライラは自分の剣を拾って立ち上がると、父から教わった儀礼通り、頭をぺこりと下げた。

「少なくとも三年は見習いで我が慢まんすることだ。その後、騎士になれるかどうかはお前の努力にかかっている──当面は姫様の護衛役をやってもらおうと思っている」

「子守りですか？」

　ジェライラは不服そうに言った。国王ローリス・ラジール三世の一人娘リュキアンは、今年で十三歳になる少女だ。

「大事な役目だ。リュキアン姫はこの国のただひとりの跡あと取とりだからな。お命に万一のことでもあれば、この国の存そん亡ぼうにかかわる──しかし、そろそろ年頃であられるから、男の騎士では絶えずお傍そばについているというわけにいかん。腕の立つ女の護衛が必要だと考えておったのだ。よいな？」

　ジェライラは不満に思った。まるで姫様の飾りものではないか──しかし、隊長の命令を拒否するわけにもいかない。彼女はおとなしく「はい」と言った。

「午後から姫様に引き合わせる──そうそう、ひとつ注意しておくことがある」

「何でしょうか？」

「今の戦い方だ。場合にもよるが、戦いの最中に剣を落としても、無理して拾おうなどと思わぬ方がいい。相手に首をはねてくれと言っているようなものだからな」

「では、どうやって戦えと？」

「剣なしでは戦えぬ──逃げるのだよ」

　ジェライラはぽかんと口を開けた。




　リファール城は、外から見ただけでは分かりにくいが、城壁がそのまま環状の大きな共同住宅になっており、その内庭に三つの独立した建物を抱かかえこむ構造になっている。騎士や家臣、その家族たちが住んでいるのは、外側の城壁の部分だ。公的な執務や会議、行事、定例の夕食会などは、内側の建物で行なう。

　ローリス・ラジール三世とその親族──と言っても、今はリュキアン姫ひとりなのだが──が寝起きしているのは、円筒形の大きな建物で、城の北端にあって城壁の一部を構成している。城の外側の壁には広い窓が造れないので、明かりの不足を補おぎなうため、円筒形の建物の中央には、三階まで吹き抜けの小さな中庭があった。おもちゃのような愛らしい池と花壇の周囲を、優美なスロープを描く白い螺ら旋せん階段と、半なかばベランダのようなしゃれた回かい廊ろうが取り巻いている。その回廊に沿って、いくつもの豪華な部屋が扇状に配置されているのだ。リュキアン姫の部屋はその三階にあった。

「ジェライラ？　素す敵てきなお名前ね！」

　リュキアン姫はまだ幼さの残る笑顔でそう言った。さらさらした金髪が美しい、高貴な顔立ちの少女だった。純白の高価そうなドレスを普段着のように着ている。喋しやべり方はもちろん、ほんの些さ細さいな動作にいたるまで、物もの腰ごしのすべてが優雅で、生まれた時からずっと華やかな世界で生きてきたことを物語っていた。

　この人の近くにいるとなると、自分も上流階級の礼儀作法とやらを身に着けなくてはならないのだろうか──そう思うと、ジェライラは咽の喉どに首輪をはめられたような息苦しい感じがした。剣の修行や乗馬の練習なら、いくらきつくても厭いとわないが、スープの飲み方やお辞じ儀ぎの仕方の勉強なんて、考えただけで気が滅め入いる。

　そんな彼女の思いを見透かしたかのように、リュキアンは言った。

「堅かた苦くるしくしなくていいのよ。これから公私両面で長いおつきあいになるのですから。言うならば、あなたの新しい家族……そう考えて接してくださいな」

「はい。よろしくお願いいたします」

　ジェライラは意識して形式ばった口調で言った。姫の機き嫌げんを損そこねたくはなかったが、友達扱いされるのも迷惑だった。忠実で頭の固い兵士を演じるのが一番いい。

　リュキアンはくすりと笑った。「実直そうな人ね。エイブが選んだのも分かるわ」

「…………」

「この階に侍じ女じよの部屋がひとつ空あいています。お使いなさい」

　ジェライラはびっくりした。「ここで暮すのですか？」

「ええ──若い騎士見習いは、みんな大部屋で寝起きをともにするしきたりですけど、あなたの場合、そういうわけにはいかないでしょう？　私としても、すぐ傍そばにいてくれる方が心強いですし」

「はあ……」

　ジェライラは咽の喉どまで出かかった不満を吞みこんだ。侍女の部屋で寝起きしたのでは、ますます侍女と待遇が変わらなくなってしまう──もっとも、王女の言うように、男たちと同じ部屋で暮すわけにもいくまいが。

「家財道具はひと通り揃そろっています。支し度たく金きんをあげますから、足りないものはそれで買い揃えなさい。衣類や小物、武器、鎧よろい……」

「鎧もですか？」

「ええ。この城にも刀鍛か冶じや鎧職人が住みこんでいますけど、修理が専門で、新しいのを造るのはうまくないそうです。騎士たちはみんな、街の職人に造らせています──ただし、見習いの間はプレート・メイル（板金鎧）を着てはいけませんよ。この城の中でプレート・メイルを許されているのは、正式な騎士だけですから」

「承知しています」

「武器や鎧は、少し高くても、いいものをお選びなさい。騎士の生命ですからね。見習いの間は、お給料はあまり高くありませんけど、城で暮しているかぎり朝夕の食事の心配はいりませんから、無む駄だ遣づかいさえしなければ、足りなくなることはないはずです。どうしてもお金が要いり用な時は、爺じいのオレイアスに相談なさい。それと……」

　リュキアンのきめこまかい忠告を、ちょっとうるさいなと思いながらも、ジェライラは感心して聞いていた。姫君というのは、お高く止まったわがままな人種だと思っていたのだ。政治のことはよく分からないが、こんなに若いのに頭がよく回り、一いつ介かいの騎士見習いにこれほど親しん身みになれる人なら、いい領主になれるかもしれない。
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　その日の夕刻、袋いっぱいの支度金を手にしたジェライラは、さっそく買い物をするために街へ出た。剣は父から譲ゆずり受けたバスタード・ソードがあるが、鎧は持っていないので注文しなくてはならない。父がちょくちょくロスキンズという鎧職人の腕を褒ほめていたのを思い出した。今もその職人がいればいいのだが……。

　リファールは約八千人が住み、この大陸の中では中規模の部類に入る都市だ。市街地は幅広いシエント河によって東西に分断されており、上流の鉱山都市ゴーバと、下流の悪名高い「盗とう賊ぞく都市」ドレックノールをつなぐ、水上の交通の要所でもある。商業と手工業が盛んで、商売の神チャ゠ザが主に信仰されていた。

　誕生してようやく二百年しか経たっていないこの街は、小さないざこざは何度もあったものの、一度も大きな混乱を経験しておらず、外からの侵略の危険性をあまり真剣に考えていない。軍隊も形ばかりの小規模なものだ。軍事費が少なくて済すむために税金が安く、それがこの街を商業の都として繁栄させてきたのだ。

　驚くべきことに、リファールには街を囲む防壁さえ存在しない。境界を示す形ばかりの柵さくがあるだけだ。防壁を築く計画は何度もあったのだが、予算がかかりすぎるなどの理由で、そのつど見送られてきたのだ。大きな戦争になればひとたまりもないだろう。よその国の人間が「リファール人は夢を見てるんじゃないか」と嘲ちよう笑しようするのも無理はない。

　ようやく捜さがし当てたロスキンズの防具店は、街の西側、職人たちの仕事場が立ち並ぶ地区の、川に面した通りにあった。もう夕暮れが近いというのに、とんとん、かんかん、というせわしない騒音が川面かわもに響きわたっている。何十本もの煙突から流れ出る煙が頭上にたなびき、空を赤と黒のまだらに染めている。荷を担かついだ労働者が忙しく通りを行き交い、何度も突き飛ばされそうになった。

　店は煉れん瓦が造りの無ぶ骨こつな建物だった。入口の前に立った彼女は、「くさい！」とつぶやいて顔をしかめた。皮を加工するのに使う薬品を煮こむ強烈な臭においが、通りの外に流れ出ているのだ。よく周囲の住人から苦情が出ないものだ。それともみんな鼻が馬ば鹿かになってしまっているのか──店に足を踏み入れる決意をするには、たっぷり一分かかった。

「ほお、あんたがブラム・フェルスの娘さんかい！」

　店主のロスキンズは陽気なだみ声を張り上げた。父と同年配の、でっぷり太った男で、あちこちに焼け焦げのある汚よごれた前掛けをしていた。片方の眼めが白く濁にごっている。

「いやあ、大きくなったなあ！　お母さんにそっくりだ。あんたがまだこんなちっちゃかった頃に、抱いてやったことがあるんだぜ。覚えてるかい？」

　ジェライラはこの手の会話が苦にが手てだった。さっそく本題を切り出す。

「父はあなたがリファール一の鎧職人だと言っていました」

「おう、その通り……と言いたいところだが、それは去年までの話だ。最近はもうダメだな。ほれ、この通り──」彼は濁にごった眼を指さした。「年のせいで、眼がめっきり悪くなりやがった。勘かんも鈍にぶってきた。ここんとこ、自分じゃあまり造ってねえのさ」

　ジェライラの落胆した表情を見て、ロスキンズは慌あわてて手を振った。

「いやいや、だいじょうぶ。うちには腕のいい若いのが何人もいるからな。特に俺おれが目をかけてるのがひとりいる……おおい誰だれか、ルバートを呼んでこい！」

　ほどなく、店の奥から出てきたのは、赤い巻き髪の青年だった。上半身裸で、肩から汚れたタオルをかけ、胸は汗にまみれている。若い娘がいるのに気づき、慌てて腰に巻いていたシャツをほどき、腕を通した。

「へい、親方。お呼びで？」

「リングの前焼きは終わったか？」

「これからです。今、レイツが最後の一本を巻いてるとこです。かまどの火もちょうどいい具合です」

「じゃ、ちょうどいい。それはレイツにまかせて、このお嬢さんに鎧よろいを見つくろってさしあげろ。俺の古い友達の娘さんだ。今度、めでたく騎士見習いになられたそうだ。粗そ相そうのないようにな」

「あ……はい」

　ルバートと呼ばれた青年は、首をすくめるような感じでジェライラに会え釈しやくした。彼女よりいくつか年上だろうが、背丈はあまり変わらない。むしろ猫ねこ背ぜぎみなので、彼女の方が少し見下ろすような感じだった。顔はましだが、いかにも気の小さそうな男だ。

「どうぞ、こちらへ」

　青年の案内で、ジェライラは店の奥に入っていった。店は大きなＬ字形の建物で、工程順に作業場が並んでいた。

　最初に通されたのは、レザー・アーマーの素材である動物の皮を加工している部屋だった。人間が入れるほどの大きな鉄の鍋なべが、ぐつぐつと煮立っている。悪臭の原因はここだった。鍋の中身は特殊なニカワである。皮を鎧の形に縫ぬい合わせたものを、人間の上半身を模した木の型に着せかけ、丸ごと鍋で煮こむのだ。悪臭と熱気で息が詰まりそうだったが、それでも職人たちは働いている。

「鍋から引っ張り上げて、しばらく冷ますと、ニカワが固まってこうなるんです」

　ルバートは嬉うれしそうに、壁に吊つるされた半完成品のハード・レザーを叩たたいた。ぽこぽこと太鼓のような音がする。
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「鉄ほど固くはないけど、短剣ぐらいじゃ、まず貫通しません。よほど乱暴な使い方をしないかぎり、毎日着てても一年は保もちますね。もちろん水もはじくし……」

「……先に行きましょ」ジェライラは鼻を押さえて言った。

　次の部屋も暑かった。煉れん瓦がで造られたかまどがオレンジ色の炎をあげている。部屋の隅すみでは、ルバートよりまだ小さい少年が、細長い陶器の棒に針金をコイル状に巻きつけていた。周囲には、同じように針金を巻いた棒が何十本も転がっている。棒の一端は扇状に広がり、大きな穴が開いている。

「チェイン・メイル（鎖かたびら）に使う鎖を造ってるんです」とルバート。「針金のままだと柔やわらかすぎて、すぐに歪ゆがんだりして加工しにくいんで、あんな風にぐるぐる巻いて、軽く焼き入れをします。それをノミで一個ずつ切り離して、リングの形に仕上げてから、服の形につなぎ合わせて、もういっぺん焼き入れをして固くする。それでチェイン・メイルのでき上がりってわけです」

「何で端っこがあんな形をしてるの？」

「あそこに鉄の棒を通して、かまどの中に吊るして焼くんですよ。鉄ってやつは熱くなるとちょっぴり膨ふくらむんです。だから陶器の棒に巻いて、縦にして火の中に入れると、全体にほどよく熱くなったところで、すぽっと抜け落ちるわけです。それを拾って水に放りこめば、ちょうどいい固さになるんです」

　ジェライラは少し感心したが、それで職人たちに対する敬意が生まれたわけではなかった。何と言っても、しょせん職人は平民である。栄光ある騎士から見れば、平民など地面を這はいずって生きているような存在なのだ。

「あれが完成品です」

　ルバートは壁に吊るされた黒光りするチェイン・メイルを指さした。何百個というリングをつなぎ合わせ、シャツの形にしたものだ。ジェライラはそれを手に取ってみた。しゃらしゃらというきれいな音がする。

「真っ黒なのね。よく見かけるのは銀色をしてるのに」

「焼き入れすると黒くなるんです。銀色にしてくれって注文する人が多いんですけど、そうするとガラスの混まざった磨みがき砂でごしごし洗って、表面の黒い色をそぎ落とさなくちゃいけない。きれいにはなるけど、手間もかかるし、値段も高くなる。おまけに錆さびやすくなるから、うっかり雨の日には着られない……いいとこなんてひとつもないですよ」

「じゃあ、何でみんな銀色にしたがるの？」

「見み栄ばえですよ」ルバートは不ふ機き嫌げんそうに言った。「みんな鎧の強さよりも、かっこ良さばかり考えてるんです。本当に身を守りたいなんて考えてる人はなかなかいない。やりがいのない仕事です」

　ジェライラはちょっと気分を害した。彼女もまた見栄えの良い鎧が欲しいと思っていたからだ。

「これでいくらぐらいするの？」

「これは軽いやつですから銀貨六百枚ぐらいです。高いのだと千枚以上しますよ」

　彼女はしぶしぶチェイン・メイルから手を離した。そんな値段では、姫からいただいた支度金を、ほとんど使いきってしまう。

「レザー・アーマーの方がお買い得ですよ。半分ぐらいの値段ですから」ルバートが気を利きかせて言った。

「それをいただくわ」

「ただ、女性用の鎧は在庫がないので、注文を受けてから造ることになります。どうしても一週間はかかってしまいますが」

　彼女はため息をついた。「しょうがないわね。なるだけ急いで」

「じゃ、こちらへ。寸法を計りますので」

　ルバートは彼女を隣となりの部屋に案内した。ここでは四人の中年女が働いていた。みんな熟練したお針子たちだ。太い針で皮を縫ぬい合わせたり、金属鎧の内張りの布を縫ったりするのが仕事である。

　女たちはジェライラを部屋の隅すみのカーテンの後ろにつれていって、上着を脱がせ、上半身の寸法を詳くわしく計った。腕の長さ、肩幅、胸回り、胴固り、首から腰までの長さ……女たちが読み上げるその数字を、カーテンの外にいるルバートが、チョークで壁の石板に書きとめてゆく。

　ジェライラが服を着てカーテンの陰かげから出てくると、ルバートは石板をにらんで真剣に考えこんでいた。背後から覗のぞきこんでみたが、素人しろうとには理解できない数字や符ふ丁ちようの羅ら列れつだ。

　ルバートは不意に振り返り、ジェライラの体を頭から爪つま先さきまで、じろじろと眺ながめた。

「失礼……ええと、名前は？」

「ジェライラ・フェルス──ブラム・フェルスの娘よ」

　しかしルバートは彼女の父の武ぶ勇ゆう談だんを知らないらしく、反応を示さなかった。

「ジェライラか……年はいくつ？」

「なんでそんなことまで……」

「鎧よろいを造るのに関係あるんですよ。答えて」

「じゅ……十七」

「十七かあ……じゃあもう胸は大きくならないな」

　ジェライラはあっけにとられて青年の顔を見つめた。

「女性用の鎧はむずかしくてね」ルバートは石板に向き直り、数字を書きこみながら言った。「男の胸は平たいから、鎧は単純な形で済すむ。型紙も加工も楽だ。でも女性用の場合は、胸のふくらみがあるから、鎧の形が……何と言うか……立体的になる。まして成長期だったりすると、胸の形に合わせて造っても、すぐにきゅうくつになって着られなくなる。服と違って融ゆう通づうがきかないから、それも計算に入れなきゃいけないわけで……」

「ごめんなさい」ジェライラは慌あわてて言った。「ほんとは十五よ。今日が誕生日」

　ルバートは振り返り、いたずらっ子を見る目で彼女をにらみつけた。その視線がこわかったので、思わずジェライラは首をすくめた。

「十五……か」ルバートはまた石板に向き直り、数字を消して書き直した。「だったら少し余裕を持たせなくちゃな……」

　ぶつぶつ言いながら石板にチョークを走らせる青年の背中を、ジェライラは奇妙な気持ちで見つめていた。いま一瞬、彼に見つめられた時、体を駆け抜けた感覚は何だったのだろう？　恐怖のように体を慄ふるわせ、幻まぼろしのように消えてしまった……。

「じゃ、鎧の重さを決めましょう。これを着て」

　ルバートが差し出したのは、ポケットがたくさんついた不ぶ格かつ好こうな皮のチョッキだった。彼女は言われるままに上着の上からそれをはおった。青年は慣れた手つきで鉛なまりの重りをポケットにひとつずつ入れては、彼女に部屋の中を歩き回らせたり、左右にぴょんぴょんと跳ねさせたりして、動きの敏びん捷しようさを調べた。もちろん鎧は体を覆おおう面積が大きく、厚いほうがいいわけだが、重すぎると動きが鈍にぶくなり、かえって不利になる。使用者にとってちょうどいい重さを見きわめるのが、鎧職人の重要な仕事なのだ。

　半時間近くかかって、重りを何度も増やしたり減らしたりしたあげく、ルバートはようやく満足してうなずいた。

「うん、十五個だ──君の年と同じだな」

　ジェライラは腹を立てた。さんざん飛んだり跳ねたりさせられたうえに、下げ賤せんな職人の若造に子供扱いされて、いい気分でいられるわけがない。

「十七よ！」彼女は力強く言った。「十七で造ってちょうだい！」

「それじゃちょっと重すぎ……」

「そんなことないわ！　ほら、軽く動けるじゃない！」

　ジェライラは二個の重りをポケットに押しこみ、青年の周囲をぐるぐる走り回って見せた。お針子たちはあっけにとられて眺ながめている。

「体が重りに振り回されてる」ルバートは冷静に言った。「それに、騎士は鎧を着て何時間も歩くことだってある。少し軽めのものを選んどかないと、いざ敵を前にして疲れて戦えない、なんてことになってしまうよ」

「そんなことはない！　私なら何時間でも歩き回れるし、走ることもできるわ。何ならこれを着てあなたと競走したっていいのよ！」

「……しょうがないお嬢さんだなあ」ルバートは肩をすくめた。「じゃ、実際に競走してみる？　街はずれの森まで」

「これから？」

「もう今日の仕事は終わりだからね。親方も怒らないさ──どう？」

　青年の慣れ慣れしい態度はジェライラをむかむかさせた。何としてでも、こいつをへこませてやらなくては気が済まない。「いいわよ！」

「待った。君だけ重いのを着てるのは不公平だ。僕も同じ重さのを着よう」

　ルバートはもう一着のチョッキを取り出してシャツの上からはおり、十七個の重りをポケットにねじこんだ。

「これで公平だな。よおし……スタート！」

　二人は同時に部屋を飛び出した。職人たちがそろそろ後あと片かた付づけをはじめている仕事場を次々に通り抜ける。店の前では、危あやうくロスキンズを突き飛ばしそうになった。

「すんません、親方！」ルバートは走りながら怒ど鳴なった。「ちょっくら西の森まで行ってきます！」

　ロスキンズが驚いて問い返そうとした時には、すでに若い二人の姿は、たそがれの街の中に消えていた。

「西の森だァ？」ロスキンズは目を細め、ぽりぽりと頭をかいた。「最近の若い奴やつは手が早いったらありゃしねえ……」




　二人は息をはずませながら、夕闇に包まれたリファールの街を駆け抜けた。陽は落ちても人通りはまだ多い。一日の仕事を終えてテントをたたんでいる露店商、酒場の前で客引きをしている若い娘、街角にたむろしている柄がらの悪い連中、疲れた足をひきずって家に帰ってゆく労働者、街角でリュートを奏かなでている貧しそうな吟ぎん遊ゆう詩人、立ち話をしている下町の主婦たち……そうした光景が影絵芝居のように二人の横を飛び過ぎていった。

　人の姿が不意に途と切ぎれたかと思うと、二人は街の外に飛び出していた。境界の柵さくを飛び越えれば、そこはもう人家もない草原だ。夕陽の残ざん照しようがわずかに残る濃紺色の空の下、黒い森が翼つばさを広げて待ち受けている。

　街を出るまではジェライラが何歩かリードしていたのだが、草原に出たところで抜かれてしまった。ルバートの言う通り、重さのために疲れが出てきたのだ。呼吸が乱れると足あし許もともふらついた。ルバートにぐんぐん引き離される。さっきまではたいしたことはないと思っていた鉛入りのチョッキが、まるで空全体を背負っているかのように、途と方ほうもない重さでのしかかってくる。

　森まであと少しというところで、ルバートのペースが急に落ちた。彼も疲れが出てきたのだ。ジェライラは彼を抜き返そうと、懸けん命めいに力をふりしぼった。しかし夢の中の動きのように、足が思うように動いてくれない。

　結局、森に先にたどり着いたのはルバートだった。勢い余って森の中に数歩踏みこみ、一本の木に体当りするような勢いでしがみついた。振り返ってジェライラに手を振ると、そのまま空気が抜けたかのように地面にへたりこむ。

　数秒後には疲れきったジェライラもそこに到着した。草むらに仰あお向むけに倒れ、しばらくは口もきけずに、はあはあと犬のようにあえいでいた。酷こく使しされた心臓が今にもぱちんと破裂しそうだった。

　薄く目を開けると、木々の合あい間まから見える海底のように深く蒼あおい空には、水晶でできた杯さかずきのような半月が浮かんでいた。頭がぼうっとなり、体の芯しんまで疲れきってはいたが、なぜか爽そう快かいな気分だった。森の中に漂ただよう木の匂においが、体の中に染みこみ、疲れを洗い流してくれるかのようだ。

「……やっぱり十五個ね」

　ようやく口がきけるようになったジェライラは、くやしそうに言った。

「十七じゃ重すぎるわ……十五なら勝てたのに……ねえ？」

　返事がないので不審に思い、寝転んだまま首をめぐらせた彼女は、どきっとした──いつの間にかルバートが彼女のすぐ横、息が届くほどの距離まで近づいていたのだ。膝ひざをついた姿勢でじっと動かず、無言で彼女を見下ろしている。さっきまでは小さい男のように思えたのに、今はずっと大きく見える。その表情は陰になっていて分からない。

　ジェライラは恐怖とともに、自分の愚おろかさを呪のろった。夜の森の中に男と二人きり……こんなに疲れていては、抵抗することもできないだろう……。

　しかしルバートは動く気け配はいを見せなかった。何も言わず、指一本動かさずに、月の光を浴びて横たわる彼女の体を、無言で熱心に見つめていた。その姿はまるで神の像に祈りを捧ささげる僧そう侶りよのようだ。ジェライラはバジリスクににらまれたように動けなかった。心臓がせわしなく鼓動しているのは、激しい運動のせいばかりではない。

　草の匂においに混まじって、男の汗の匂いが感じられた。緊張で咽の喉どが詰まる。逃げ出したいのか、この男に抱かれたいのか、自分でも分からなかった。ちょっとでも動けば、この危あやうい均きん衡こうが壊れてしまいそうだった……。

　長く重苦しい沈黙の末に、ルバートはようやく視線をはずし、腰についた落ち葉を払いながら立ち上がった。ジェライラは呪じゆ縛ばくから解放され、大きく息を吐き出した。

「ねえ、ジェライラ……ひとつだけ頼みがある」

　彼女はびくっと肩を慄ふるわせた。「え……？」

「君の着る鎧よろいは、これからもずっと、僕に造らせて欲しい。他の職人じゃなく、僕だけに……だめかな？」

　いやよ、と彼女は言おうとした。しかし言葉は頭の中でぐるぐると回り、口から出た時には正反対になっていた。「……ええ、いいわ」

「良かった！」ルバートは飴あめをもらった子供のように喜んだ。「明日からさっそく造りはじめる。きっと最高の鎧にしてみせるよ！」

　彼はジェライラの手を取って起き上がらせた。彼女はまだ混乱しており、夢の中にいるようだった。なぜ「いいわ」なんて言ってしまったんだろう？　この男に魔法にでもかけられたんだろうか？

　彼女は若者と肩を並べて街へ戻った。その途中、彼の肩にもたれかかりたくてたまらない自分を発見し、愕がく然ぜんとなった──それが恋の前ぜん兆ちようであることに気づかないほど愚かではなかったが、心の表面では必死に否定していた。
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　五日後に完成したレザー・アーマーは、確かにいい出で来きだった。

　胸から胴にかけてコルセットのように一体になっており、前後のパーツは両脇で皮紐ひもによって結ばれている。さらに前のパーツは左右にぱっくりと割れるようになっていて、接合部には皮紐を通す穴がある。着る時にはここを結べばいいので、脇や背中で結ぶ方式と違ってひとりで簡単に脱着できるわけだ。さらに逆三角形の小さなパーツが胸からぶら下がっていて、結び目を隠し、敵の攻撃によって紐が切られるのを防いでいる。肩紐もついていたが、胴を締めつける力だけで充分に支えることができた。

　肩当てはレモンを縦たてに割ったような形をしていて、肩紐に結ばれている。裏側に皮の輪がついていて、着る時にはまずここに腕を通す。腕をいくら振り回しても肩からずれないようにという工く夫ふうだ。

　肩当てと胸当ての間、鎖さ骨こつのあたりが無防備になるが、これは別の逆三角形のパーツを首からぶら下げることで解決した。ルバートの説明によれば、胸から肩までを一体化してしまうと、肩の動きが大幅に制限されるのだそうだ。

　腰の前後にも逆三角形のパーツが垂たれ下がり、下腹部と尻しりをガードしていた。前から見ると、首・胸・腹と三つの逆三角形が縦に並んでいることになる。さらに腕を守るゴーントレット（腕甲）、脛すねを覆おおうグリーブ（脛当て）もセットになっている。

　鎧全体は艶つやのある黒い塗料で塗装され、ジェライラの黒髪によく合っていた。守るべきところはちゃんと守りながら、女性としての体の曲線もまったく損そこねていない。まったく見事な作品だった。

　ただひとつ彼女が不満だったのは、あのチョッキに比べて軽すぎることだった。ルバートは、皮はもともと軽いものだから、あまり重い鎧は造れない、と説明した。防ぼう御ぎよ力をさらに上げようとするなら、皮を厚くするか、面積を広くして余分な部分まで覆うか、いずれにしても動きを制限してしまい、形もみっともなくなる──。

「だったらなんで十五個まで計らせたのよ！」

　彼女の問いに、ルバートは平然と答えた。

「君の力の限界を知っておきたかったのさ。いつか君のプレート・アーマーを造る時のためにね」

　驚くジェライラに、彼は追い打ちをかけるようにこう言った。

「だって騎士になるんだろ？　騎士はプレート・アーマーを着るものさ。何年後になるか分からないけど、君が騎士になる時には、君の鎧は必ず僕が造る──そう約束したんじゃなかったっけ？」

　ジェライラはうなずくしかなかった。




「そこでだ！」

　酒の勢いが加わった大男は、酒場中に響きわたるどら声を張り上げ、おおげさに両腕を振り回した。手にした木製のジョッキの中身が、隣となりで酔いつぶれていた男の頭に、ばしゃんと降りかかった。

「俺おれはとっさに剣を投げ捨てると、その狼おおかみの頭をがっしとつかんだ。でもって、頭の上に持ち上げて、手近の木めがけて、えいやっと──」

「ちょ、ちょっと待ってください」テーブルの反対側に座っていたルバートが話の腰を折った。「その狼はあなたの脚に嚙かみついてたんでしょ？　牙きばが食いこんでたって言ったじゃないですか」

「そうとも。そいつの顎あごに手をかけて、強ごう引いんにこじあけて、ひっぺがしたのさ」

「ああ、なるほど……」

「で、どこまで話したっけ？……そうそう、その狼を力いっぱい木に投げつけたんだ。そいつはキャンと叫んで動かなくなった。二匹目が飛びかかってきたが、すかさず剣でばっさりと切り殺して、まっぷたつにしてやった。さすがに残りの三匹も俺の恐ろしさが分かったらしい。ぐるりと俺を取り囲むと──」

「ええ!?　だって狼は四匹だって最初に言いませんでしたか？　何で二匹倒して残りが三匹なんです？」

「四匹だって言ったか？　だったら勘かん違ちがいだ。狼は五匹だった」

「それに、剣を投げ捨てたはずなのに、どうして飛びかかってきた二匹目を即座に剣で殺せたんです？　それと腕にも怪け我がをしてたはず……」

「てめえ、このやろう!!」

　大男はいきなりジョッキをテーブルに叩たたきつけて砕くだいた。ぐいと腕を伸ばし、ルバートの胸ぐらをつかむ。

「俺が噓うそつきだってのかい!?　えっ？」

「そんなわけじゃ……」

「なまいきな若わか造ぞうだ！　表へ出ろ、表へ！」

　大男のひと押しで、ルバートは『コウモリ洞どう窟くつ亭てい』の外へ突き飛ばされた。続いて大男も夕ゆう暮ぐれの街がい路ろにのっそりと出てきた。残忍な笑みを浮かべ、指をぽきぽき鳴らしながら、路上にひっくり返ってじたばたしているルバートに歩み寄ってゆく。

　通行人たちが、わっと飛びのいた。たちまち馬ば蹄てい形けいの人垣ができる。下町では酒場の喧けん嘩かなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。巻きこまれるのは嫌いやだが、見物は面おも白しろい。

　しかし、この喧嘩はあまり盛り上がりそうになかった。青年の方は筋肉はそこそこありそうだが、いかにも気が弱そうで、喧嘩慣れしているように見えない。大男が二、三発殴なぐれば、のびてしまうだろう……。

　その時、すらりとした人影が人垣の中から飛び出し、二人の間に割って入った。街の灯ひを刀身に映した剣が、大男の咽の喉どにさっと突きつけられる。

「よしなさいな、おっさん。大人げないよ」

「この……小娘！」

「やる気？　やるなら相手するわよ」

　剣の冷たいきらめきが、大男の酔った頭に冷静さを取り戻させた。剣さばきの速さから見ると、この娘はかなり腕が立ちそうだ。まともにやりあって怪け我がでもしたらつまらない。それに、よく考えてみれば、命を賭かけるほどの侮ぶ辱じよくを受けたわけでもない。

「へっ！　女に助けられやがって！」

　大男は捨て台詞ぜりふを残して酒場の中にひっこんだ。見物人もつまらなそうにぞろぞろと散ってゆく。

「あ……ありがとう、ジェライラ」

　ジェライラは剣を収おさめると、尻もちをついているルバートを助け起こした。

「あつつ……腰を打ったみたいだ」

「だらしないわね、まったく！　それでも男なの！」

「人間には向き不向きってもんがあるのさ。鎧造りは得意だけど、戦いは苦にが手てだ」

「そんなの理由にならないわ。男なら喧嘩ぐらいできなくちゃ！」

「だったら君は鎧が造れるのかい？」

「話が違うでしょ！」ジェライラはぷいとそっぽを向いた。「あんたなんか助けるんじゃなかった。一発殴られりゃよかったんだわ！」

「でも、殴られるのを見てられなかったんだろ？　嬉うれしいね」

　彼女は顔を真っ赤にした。まったく、どこまで嫌いやな奴やつなんだろう！

「とにかく、ちょっとつき合ってよ。用があるんだから！」




　二人は近くにある別の酒場に入り、カウンターについた。さっきの店ほど柄は悪くないので、若い娘が入っても白い目や好奇の目で見られることはない。

「ロスキンズから聞いたわよ。毎晩、仕事が終わってから、下品な連中の集まる酒場に入りびたってるんですって？」

「別に酒におぼれてるわけじゃないさ。酒はあまり好きじゃない」

「だったら……」

「冒険者の話を集めてるんだ。彼らは戦いの経験が豊富だからね。鎧造りの参考になるかもしれないだろ？」ため息をついて「でも、ほら話が多くてねえ……」

「何か参考になったの？」

「いくつかね──たとえば狼が最初に人間のどの部分を狙ねらうか知ってる？」

「咽の喉どでしょ？　それとも腕？」

「違うね。最初は脛すねなんだ。脚あしをつぶして獲え物ものの動きを封じるわけだな。次に首の後ろを嚙かむ。ここをやられると、どんな動物も即死だ。いろんな人から狼に襲われた話を聞いたけど、この二点ではほとんど共通してたな。腕を嚙まれることも多いけど、それは人間がとっさに腕で防ごうとするからだ。

　だからさ、逆に言えば、脛当てをつけて、首の後ろも固い皮の襟えりで守ってやれば、狼に対しては万ばん全ぜんのはずなんだ。その代わり、人間同士が一対一で戦う時には、互いに向かい合っているわけだから、首の後ろをやられることはほとんどないけどね。本当を言えば、狼や怪物相手に戦う時と、人間相手の時とじゃ、鎧を変えるべきなのかもしれない……こんな話、退屈？」

「正直言って、退屈」ジェライラはぐいとビールをあおった。「私はあなたの造った鎧を使うだけよ。鎧の造り方なんて、知ってたってしかたないわ。言っとくけど、鎧職人の奥さんになる気なんてありませんからね」

　ルバートは肩をすくめた。「別にいいよ、それでも」

　ジェライラはジョッキに口をつけながら、横目で彼の横顔をにらんだ。どういう意味だろう、「別にいいよ」とは？　こいつは私のことをどう思ってるんだろう？

「……で、用って何？」

「そうだったわ。鎧を直して欲しいの」

「ええ!?　もう壊れたのかい!?」ルバートはすっとんきょうな声をあげた。前の鎧を造ってから、まだ半年しか経たっていない。

「いえ、壊れたんじゃないんだけど……」彼女は声をひそめた。「……胸がきつくなってきたの」

「ああ、そうか……」

「今は紐ひもをゆるめてごまかしてるけど、剣の練習をしてる間じゅう、気になってしょうがないのよ。まったくいまいましいわ！」

「恥はずかしがることないのに……」

「恥かしいわけじゃないわ。くやしいのよ！　ただでさえ女が騎士になるのには山ほどの障害があるっていうのに、そのうえまだこんな重荷を抱かかえなくちゃならないなんて！」

　ルバートは噴ふき出した。「重荷とはひどい言い方だな！」

「笑いごとじゃないわ！　余分な肉がある分、男より動きが鈍にぶくなるのよ。これ以上大きくなったら、戦いにさしつかえるわ。まったく……私は一生結婚しないって誓ちかったから、こんなもの必要ないのに！」

「どこかの国の蛮ばん族ぞくの女戦士は、じゃまな乳房を切り取ってしまうとかいう話だぜ」

　ジェライラに無言でにらまれ、ルバートの笑いはひっこんだ。

「ごめん──冗談だよ。明日、さっそく寸法を計り直そう。ひょっとしたら新しい鎧を造らなくちゃならないかも……」

「前のを手直しするだけじゃだめなの？」

「そうだなあ、寸法直しするとなると、いったんどこかで皮を切断して、別の皮をリベットで貼はり直さなくちゃいけないから、強度はぐんと落ちるし、見み栄ばえも悪くなるだろうね。修理にもけっこう費用がかかる。新しく造り直した方がいい」

　彼女は考えこんだ。「お金があまりないわ」

「姫様の警けい護ごをしてるのに？」

「騎士も見習いのうちは給料はすごく安いのよ。たいていの騎士見習いは貴族や金持ちのぼっちゃんだから、家から仕送りをしてもらってるの。でも、父は一銭も送ってくれないわ。私も父に泣きつきたくはないし──無む駄だづかいしないように、いろいろとやりくりしてるのよ」

「へえ、知らなかったなあ。騎士なんて優雅な商売だと思ってたんだが」

「正式の騎士になれば、給料もぐんと上がるわ。でも、今のままじゃ、そんな望みはほとんどないわね」

「どうして？　姫様の警護で実績を重ねれば……」

「実績っていうのは、戦いで武ぶ勲くんをたてることを言うのよ。辺境のゴブリンどもを追い払ったり、無法者をやっつけたり……でも、姫様のお守りじゃ、そんな機会なんてあるわけないわ。毎日毎日、剣の練習や乗馬の稽けい古こばかりやってるのよ。むなしいったらありゃしない！」

「なるほど、騎士になるのも大変だな」

「そうよ。それに比べれば鎧造りなんて楽な商売……」

「おい！」ルバートが珍めずらしく語調を荒げた。「そんな言い方、して欲しくないな。鎧職人だって苦労はいっぱいあるんだ」

「そうは見えないわ。親方に認められてるじゃない？」

「でもないよ。最近はよく衝しよう突とつもする」

「どうして？」

「僕のやり方が気に入ってもらえないからさ。僕は鎧を造るのにいろいろ新しいやり方を試ためしてみたいんだ。ニカワの配合を変えたり、鉄の中に他の金属を混まぜてみたり……もっと固くて、もっと軽い鎧を造る方法があるんじゃないかって気がするんだ。でも、親方は昔ながらの造り方にこだわる。考えが古いんだよ。僕が何か新しい方法を提案すると、必ずこう言われる。『生なま意い気きを言うんじゃない、青二才のくせに』」

　ルバートはため息をつき、首を振った。

「入門した時は、確かにすごい人だ、名人だ、と思ったよ。でも、五年も修行してるうちに、あの人の技わざはみんな学んでしまった。もう学ぶものがないんだよ。今度は僕自身のやり方で鎧を造ってみたいんだ。でも、あの親方の下じゃ限界がある……」

「だったら自分の店を持てば？」

「簡単に言うなよ。資金がいくらいると思ってるんだ？　こつこつ貯ためてはいるけど、店を持てるまでにあと何十年かかることやら……」

「お金がないのはどこも同じね」

　ジェライラは互いの境遇を考えて黙りこんだ。夢を抱いだくのは簡単だが、それを実現させるのはむずかしい。ゴブリンやコボルドなら、剣で切り殺せばおしまいだが、彼らの前に立ちふさがっている『現実』という名の怪物は、途と方ほうもなく大きく、非情で、つかみどころがない……。

「そうだ、君にひとつ頼みがあるんだけど」

「何？」

「君は剣の達人だろ？　僕に剣を教えて欲しいんだ」

「剣を？　鎧職人が剣を習ってどうするのよ？」

「もちろん鎧造りに役立てるのさ！　戦士がどんな風に剣を使うか、敵のどこを狙ねらうか、守る方はそれをどうかわすか──それを知りたいんだ。それが分かれば、鎧でどこをどう守ればいいか分かるだろ？　ね、頼むよ、ジェライラ」

「あつかましい男ね！　何で私がそんなことしなきゃいけないの!?」

「やっぱりだめか……」

　意い気き消しよう沈ちんしたルバートの横顔を見て、ジェライラはなぜか悪いことをしたような気分になった。彼の失望は、そのまま自分の失望のように思えた。

「……そうねえ、新しい鎧をただで造ってくれるんなら、考えてもいいけど」

「ええ!?　そりゃ無茶だよ！　一回の授業料にしては高すぎる！」

「じゃ、分割にしてもいいわ」

「うむむむむ……」

　ルバートは赤い髪をかきむしった。悩んだ時の癖くせらしい。

「よし！　それじゃ十二回払いってことでどうだ？　これから一年間、毎月一回、剣を教えてくれるなら、鎧の代金は僕が立て替えよう」

「それでいいわ。非番の日が決まったら連絡する。練習場所はどこにする？」

「街の中は狭いし、目立つな。あの森はどう？」

　ジェライラは露ろ骨こつに顔をしかめた。「この前、大事なことを隠してたわね」

「何を？」

「あの森の呼び名よ」

「ああ……何だ、知らなかったのかい？」

　ルバートはぬけぬけと言った。リファール市民はあの森を『恋人たちの森』と呼んでいる。言うまでもなく、恋人たちが逢あいびきによく利用するからだ。「森に行こう」という言葉は、この街では愛のささやきであり、それを承しよう諾だくすることは、男の愛を受け入れることを意味する。彼がそれを知らなかったはずがない。

　ましてあの夜、二人は大勢の人が見ている中を、全速力で森へ駆けていったのだ──それに気づいた時、ジェライラは恥はずかしさで顔が熱くなるのを覚えた。噂うわさが広まらなかったのは幸運というしかない。

「まあいいわ。街中でおおっぴらに剣の練習するわけにもいかないしね──ただ、断わっておくけど、色いろ恋こい沙ざ汰たは抜きですからね！」

「ああ、もちろんだとも！」

　ルバートのきっぱりとした返事に、ジェライラはまたとまどった。彼が何を考えているのか、ますます分からなくなってしまったのだ。

　何でそんなに力強く「もちろん」なんて言うのよ!?
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　二人の剣の練習は、それから毎月、二年半にわたって続いた。ジェライラが新しい鎧よろいを三回新調したからだ。

　ルバートはあまりいい生徒ではなかった。はっきり言えば才能がないのだ。手先は器用だし、体力もそこそこあるが、戦いに対するセンスとでも言うべきものが欠けており、基本的なことさえなかなか飲みこめない。そのため、ジェライラはいつもいらいらさせられ、怒ど鳴なりつけたことも何度かあった。

　考えてみれば、剣にかける情熱が根本的に違うのだからしかたがない。彼女は幼い頃から剣の扱いを体で覚えてきたのだが、ルバートは頭で理解しようとしているのだ。

「僕はいつも君の敵の立場で考えてるんだ」と彼は言った。「君とどう戦えばいいか、弱点がどこにあって、どう攻めればいいか……それを見抜ければ、逆に君を守るための鎧をどう造ればいいかが分かるからね」

　それでも二年以上みっちり練習したおかげで、基本はすっかりマスターし、最初はへっぴり腰だったフォームも、少しは見られるものになった。木剣を使った試合では、十回に一回ぐらいは、彼女の体に当てることができるようになった。

　陽ひが落ちると二人は街に戻り、いっしょに下町をぶらついたり、酒場で雑談したりした。彼らが森で逢あっていることが噂にならないはずがなく、職人仲間などからちょくちょく冷やかされた。まあ、下町の連中に少しぐらい誤解されてもしかたがない、と彼女は最初から覚悟していたのだが。

　しかし、どこをどう伝わったのか、噂がリュキアン姫の耳にまで届いていたのには驚かされた。

「お休みの日に男の人と逢ってるんですって？」姫は面おも白しろそうに言った。「どんな人なの？　ぜひ知りたいわ」

「そんな仲じゃありません！　剣を教えてるだけです！」

　ジェライラはうろたえた。姫が知っているのなら、もう城じゅうに広まっていることだろう。もし噂に尾お鰭ひれがついて、ふしだらな女だと誤解されたら、騎士への昇進に影響するかもしれない。

「私は騎士になるんです！　結婚なんてしません！」

「あら、騎士が結婚しちゃいけないという規則はなくてよ」

「誰だれがあんな奴やつと！　下げ賤せんな鎧職人なんですよ？」

「平民を蔑さげすんではいけないわ。鎧職人がいなかったら、騎士の鎧は誰が造るの？　農民がいなかったら、私たちの食べるパンはどうなるの？」

「それは……そうですけど」

「本当を言うとね、私は時々、平民の娘に生まれれば良かったと思うことがあるの。きれいなドレスは着られなくても、その方がずっと気楽だったかもしれない」

「でも、平民の娘はみんな、お姫様に生まれたかったと思ってるんですよ」

　リュキアンは苦笑した。「そういうものでしょうね。どっちが幸せとも、どっちが偉えらいとも言えないわ」

　それでもジェライラには、鎧職人や牧場主が騎士より偉いとも、幸福な職業だとも思えなかった。悪臭の充満する仕事場で汗水垂たらして働いているルバートを見ると、使用人といっしょに牛小屋の糞ふん掃除をしていた父を思い出すのだ。

　それにしても、なぜ父は栄光ある騎士の座を捨てて、平民になったのだろう？　それがどうしても理解できなかった。いつか、父と会う機会があったら訊たずねてみよう──そうジェライラは思った。




　ルバートと初めて出会ってから、三年が過ぎた。

　今日もまた、約束通りにジェライラは『恋人たちの森』にやってきた。ルバートはいつもと同じように、ひと足先に来て、木にもたれかかって待っていた。季節はめぐり、時は流れたが、森は三年前とちっとも変わっていない。

　変化したのは彼女の方なのだ。

「やあ」ルバートは笑顔で、しかし陽気すぎない口調で言った。「今日は来ないかと思ってたよ。連絡も取れなかったし──」

「……忙しかったの」ジェライラはうつむき加減に、ぼそぼそと喋しやべった。「この一週間、いろいろとあったから……しばらく村に戻ってたの」

「聞いたよ、お父さんのこと──気の毒だったね」

「同情なんかする必要ないわ」

　彼女はきっと顔を上げ、哀かなしみを秘めた目でルバートをにらんだ──まるで彼が父であるかのように。

「ぶざまな死に方だったわ」

「そんな風ふうに言っちゃ──」

「いいえ、ぶざまだったわ！　牛に踏み殺されたのよ？　牛の群れを囲いに入れようとしてた時に、牛が何かに驚いて急に暴走をはじめて、それに巻きこまれたんだって。死体はぐちゃぐちゃだったわ」

「…………」

「信じられる？　栄光あるリファール騎士団一の剣の名人だったブラム・フェルスが、牛に踏み殺されるなんて！　こんな恥はずかしい話はないわ！」

　彼女はしだいに興奮してきた。この数日、心の中で抑おさえてきたものが、仮面の下から吹き出ようとあがいているようだった。ルバートは少し迷ってから、思いきって言った。

「ねえ、ジェライラ。泣きたいなら泣いた方がいいよ……」

「泣かないわ！　泣きたくないわ！　悲しくなんてないもの！」

　彼女はくるりと背を向けた──かつて父が別れの時にそうしたように。

「私は絶対にあんなみっともない死に方はしない！　死ぬなら敵との戦いの中で、剣を握って勇敢に死ぬわ！」

「……君は死ぬために戦うのかい？」

　ルバートの言葉が彼女の胸に突き刺さった。それは一瞬、彼女の感情の奔ほん流りゆうを食い止めるくさびとなった。

「死ぬために剣を握るのかい？　死ぬために騎士になるのかい？」

「そうじゃない……そうじゃないけど……」

　では何のために？　名声？　栄えい誉よ？　愛国心？　昔は魅み惑わく的てきだったそれらの言葉も、今ではすっかり色褪あせ、彼女を突き動かす力を失っていた。騎士になることが目標であることは変わらなかったが、騎士の暮くらしが夢見たほどには華はなやかでもスリリングでもないことを知り、昔ほどの情熱を抱いだくことはできなかった……。

　彼女は頭を振り、答えの出ない数々の疑問を振り払った。くよくよ考えてもしょうがない。今さら生き方を変えることなどできはしないのだから。

「ねえ、ルバート」

　振り返った彼女は作り笑いを浮かべ、口調も一転して不自然に明るかった。

「あなた、前から独立したいって言ってたでしょ？　自分の店を持つ気はない？」

「でも資金が……」

「あるのよ。私が出してあげる」

　目を丸くしているルバートに、ジェライラは説明した。ブラムは遺ゆい言ごんを何も残さなかったが、彼の牧場は法律上は唯ゆい一いつの親族であるジェライラが相続することになる。もちろん彼女には牧場を継つぐ気など毛もう頭とうないから、お荷物になるだけだ。小さな牧場だが、家畜や使用人もひっくるめて売れば、かなりの金になるだろう。

「もっとも、父は借金もいくらか残してたから、それを清算したらあまり残らないわ。だけど、小さな店を出す資金としては充分なはずよ」

「でも、そんな大金を僕に……」

「父からは何も受け継ぎたくないのよ。土地も、お金も、何ひとつ……私が騎士見習いになった時に、父は『家には戻るな、お前だけの力で生きろ』と言ったわ。私も父には決してすがらないと誓ちかった──父の残した金を自分のために使ったら、誓いを破ることになってしまうわ」

「でも……本当にいいのかい？」

「ええ。どっちみち今の私には必要のない金だわ。騎士の地位は金で買えるものじゃないんですもの──でも、あなたの夢は金で買えるわ」

「……分かった。好意はいただくよ。でも、借りるだけだ。いつか必ず返す」

「返さなくても……」

「いや、きっと返す！」彼は力強く言った。「僕も他人の金で夢を買いたくはない。何年かかるか分からないけど、必ず全額返すよ。そうして初めて、自分の力で夢を実現したことになるんだからね」

「いいわ。好きにして」

「よおし、そうと決まれば──」

　ルバートはにっこり笑い、木剣をかまえた。

「さあ、練習だ！　悲しい気分なんて吹き飛ばしてやるぜ！」




　　　　６




　その翌年、彼女の周囲にもうひとつの思いがけない悲報が舞い降りた。

　ローリス・ラジール三世崩ほう御ぎよ──以前からしばしば健康を害していた国王は、狩りの途中、急に心臓の発作を起こし、チャ゠ザの司祭が駆けつけた時にはもう手遅れだったのだ。国民に愛されていた王だったので、リファールの都は悲しみに包まれた。葬そう儀ぎの日にはすべての商店が店を閉ざし、突然の王の死を悼いたんだ。

　もちろん悲しみが一番深かったのはリュキアンだったろう。同じく父を失った娘として、ジェライラには姫の気持ちが他人のように思えなかった──リュキアンは葬儀の時に一度だけ涙を流した以外、公式の場では決して涙を見せなかったが、ひとりきりの時にこっそり泣いていたのをジェライラは何度も目撃していた。

　父の死によってリュキアンが背負った重荷は、ジェライラのそれとは比べものにならないほど大きかった。小さな牧場なら売り飛ばせば済すむが、ひとつの国となると、勝手に放り出すわけにはいかない。未来の領主になるべく教育を受けていたとはいえ、まだ十七歳のリュキアンには、辛つらすぎる試練だった。

　この人を守らなければ、とジェライラは初めて思った。むずかしい政治のことは分からないし、何の助言もできないけれど、少なくとも私という味方が傍そばにいるだけで、姫様にとっていくらかの心の支えになるはずだ──かつては「ただの子守り」と馬ば鹿かにしていた任務だったが、今や純粋に誇りを感じていた。

　政権の移行にはいろいろな策さく謀ぼうや思おも惑わくがからみあい、必ずしもスムーズにはいかなかった。リュキアンにもっとも近しいジェライラにさえ、そのあたりの裏の事情は複雑怪奇で、よく理解できなかった。

　一時は、姫に退しりぞいていただいて摂せつ政しようによって国を治おさめてはどうか、という意見が有力になりかけたが、前王の側そつ近きんであったオレイアス老人が姫を支持したことによって、争いは決着した。オレイアスの手並みにより、摂政の座を狙ねらっていた大臣のひとりが退位させられ（噂うわさによれば、隣国ドレックノールと通じていたのだという）、同時にいくつかの大きな異動も行なわれた。

　しかし、当分の間はリュキアンの「王女」という称号は変えないことになった。この国では王の夫人だけが「女王」を名乗るというしきたりだったからだ。いつかは姫も誰だれかと結婚しなくてはならないわけだが、その問題は当分、先送りされることになった。

　すべてに決着がつくまでの三か月間、ジェライラには緊張の日々が続いた。いつ誰が姫に暗殺者をさしむけてくるかもしれないのだ。休日を自分から返上したので、ルバートとも長いこと逢あえなかった。反対派の勢力が抑おさえこまれ、リュキアン姫の地位がどうにか安泰になったと知った時には、肩の荷が降りた気がした。

　苦しいことや悲しいことばかりだったわけではない。前王の死にはじまった一連のごたごたは、回りまわって、ジェライラの許もとにひとつの幸運をもたらしたのだ。




「騎士になれるって!?」

　三月ぶりに出会ったルバートは、その吉報を聞いて顔を輝かせた。

「すごいじゃないか！　おめでとう！」

「まだ正式に決まったわけじゃないのよ」そう言いながらも、ジェライラは喜びを隠しきれなかった。「なれるかもしれない、っていうだけよ。リュキアン姫が正式な領主になられたから、その護衛である私も、いつまでも見習いじゃおかしいってことになったの。ここのところずっと、休みなしに姫様をお守りしてたから、その功績が認められたってこともあるんだけど……」

「じゃ、決まったも同然だな」

「いずれにしても、まだ半年も先の話よ。騎士の授与式は一年に一度、秋の祝いの日だけなんだから。その時までに──」

　ジェライラはちょっと間を置いてから、思いきって言った。

「あなたにプレート・アーマーを造って欲しいの」

　ルバートは顔をほころばせ、腕を大きく広げて、全身で喜びを表現した。

「喜んでお引き受けしますとも、騎士様！」




　昨年できたばかりのルバートの店は、リファールの下町のはずれにあった。煉れん瓦が造りのこぢんまりした工房だが、かまど、金かな床とこ、皮を煮る大おお鍋なべなど、ひと通りの設備が揃そろっていた。昼間は数人の下働きを雇やとっているが、夜は彼ひとりでこつこつ仕事をしている。大繁盛というわけにはいかないが、そこそこ評判はいいので（ジェライラが騎士仲間に推すい薦せんして回ったのだ）、経営は順調のようだ。

　ひとつだけ欠点があるとすれば、値段が高いということだろう。ロスキンズの店で売られている鎧よろいに比べると、ルバートのそれは倍近くもする。客の注文を聴きいて、ひとつずつ時間をかけてていねいに造るので、値段を高くしないと赤字になってしまうのだ。

　その夜、ジェライラは非番ではなかったが、姫から特別に外出許可をいただいて、ルバートの店にやってきた。鎧の寸法を計るためである。金属鎧は皮鎧とはまったく造り方が異なるので、寸法も正確に決めなくてはならないのだ、とルバートは言った。

「君は犠牲者だ！」ルバートは意味ありげに笑った。「これから僕の考案した、まったく新しい鎧の造り方を試ためす。君にとってはちょっとした試練だろうけど、ここでは僕の指示に絶対服従して欲しい。たとえ誰だれであっても反抗は許さない。いいね？」

　ジェライラはくすくす笑った。「はい、騎士の名誉に賭かけて誓ちかいます。何でもおっしゃる通りに──何からはじめるの？」

「まずこれだ」

　彼が取り出したのは、例の鉛入りチョッキだった。

「何よ、ちっとも新しくなってないじゃない」

「念のために調べるのさ。君の体力が四年のうちに変わってるかもしれないからね」

　彼の言葉通りだった。チョッキを使って動きを調べてみると、彼女の力は四年前よりいくらか強くなっているのが分かったのだ。体がほんの少し成長したのと、毎日の鍛たん練れんのおかげに違いない。

「今度は本当に十七個だ！」ルバートは嬉うれしそうに言った。「腕にも前より筋肉がついてるみたいだな。よしよし、これで少し計算にゆとりができたぞ！」

　彼は今度はからっぽの樽たるを部屋の中央に持ってきた。その中に大量の糊のりと水を流しこみ、長い棒でぐるぐるとかき回しはじめる。

「次はどうするの？」

「脱ぬいで」

　ジェライラはチョッキを脱いだ。

「違う、みんな脱いで」

　彼女はまじまじとルバートを見つめた。「上着だけでいいんでしょ？」

「新しいやり方を試すんだ。体の型を取るから、全部脱ぐ必要があるんだよ」

「下まで？　全部？」

「これをつけて」

　ルバートは細い紐ひもがついた三角形の小さな布きれを投げてよこした。彼女はそれをつまみ上げて顔をしかめた。

「悪ふざけじゃないでしょうね？」

「とんでもない！　大まじめさ。これが一番いいやり方なんだ」

「二番目にいいやり方はないの？」

「絶対服従するって誓ったんじゃなかったっけ？」

　ジェライラはしぶしぶ部屋の隅すみへ行き、背を向けて服を脱ぎはじめた。ルバートはそれには目をくれず、棒で糊をかき混ぜる作業に熱中している。どろりとした半透明な液体ができたところで、今度はずたずたに引き裂いた布の山を樽に投げこんだ。棒でぐいぐいと押しこみ、布をすっかり液体にひたす。

「……これでいい？」

　ジェライラの声に彼は振り返った。彼女は熟うれきったすらりとした肢し体たいに、小さな布きれひとつをつけただけでの格かつ好こうになっていた。寒さに震えるかのように、自分の肩をぎゅっと抱きしめ、不安そうに立っている。ランタンのゆらめく明かりの下、肌は黄金色に染まっている。もう十五歳の少女ではない。ルバートはしばらく口がきけなかった。

「……じゃ、これを体に塗って。首から下にまんべんなくね」

　彼は気を取り直して、灰色の水を満たした壷つぼを彼女に手渡した。指をひたしてみると、ぬるぬるとした手ざわりがある。

「心配ない。ただの石せつ鹼けん水さ。これを塗っておかないと、型がうまくはがせないんだ」

　彼女はおとなしく指示に従った。全身にすっかり石鹼水を塗り終わった頃に、ルバートの方も準備をほぼ終えていた。高さが加減できる小さなテーブルを二つ、彼女の両側に持ってくると、腰の高さに合わせる。それから彼女に、腕を少し広げてテーブルに手をついて立つように指示した。

「ちょっとつらいだろうけど、しばらく動かないでくれ。呼吸も浅くして、なるべく胸を上下させないように」

　そう言うと彼は、糊を染みこませた布きれを、一枚ずつ彼女の体に貼はりつけていった。ひんやりとした感触だった。最初は肩、次に背中、それから胸……隙すき間まやしわができないよう、指でていねいに伸ばしながら、何重にも貼りつけてゆく。
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　しばらくすると、彼女の体はミイラのように、首から腰までびっしりと真っ白な布に覆おおわれていた。さらに腕や脛すねのまわりにも布を巻いた。ゴーントレットとグリーブを造るためだ。このまま糊が固まるまで、しばらくじっとしていなくてはならない。

　布は最初は冷たかったが、乾くにつれて熱がこもって蒸し暑くなってきた。立ちっぱなしで足も疲れてきたが、座ることは許されない。ルバートが言ったように、これはちょっとした試練だった。彼は身動きできないジェライラに水を飲ませたり、あおいで風を送ったりして、懸命に力づけた。

　無限に長く感じられた三時間が過ぎ、ようやく糊が完全に固まった。ルバートは彼女の肌に傷をつけないよう細心の注意を払いながら、かちかちになった布を大きなハサミで切り裂いていった。両肩と両脇を完全に切り開いてから、軽く前にひっぱる。彼女の胸と腹の曲線を正確に写し取った型は、ぺりぺりという音をたてて、体からはがれた。

　同様に、背中の型や、腕と脚の型もはがした。ところどころに石鹼水を塗り忘れた部分があったらしく、はがす時にちょっと痛みがあった。

「よくがんばったね。体を拭ふいて、しばらく休んでくれ」

　言われなくてもジェライラはそうするつもりだった。部屋の隅の椅い子すにぐったりと腰を下ろして、体についた石鹼水をタオルで拭き取り、しびれて棒のようになった脚あしをもんで血行を取り戻した。

　その間にもルバートは次の作業に取りかかっていた。はがした型を粘土で補強して、テーブルの上に裏返しに並べる。その内側にまた石鹼水を塗り、別の粘土を貼はりつけてゆく。これもまた根気と慎重さを要求される作業だ。

　しびれが消えるのを待つ間、ジェライラはその作業を見守っていた。わき目もふらずに粘土と格闘しているルバートの姿は、最初のうちは興味深かったが、そのうちだんだん不愉快になってきた──何で裸の若い娘がすぐそばにいるというのに、気にせずに仕事に熱中できるのだろう？

　きっと女の裸なんて見慣れてるんだわ、と彼女は思った。仲のいい娘が他にいるのかもしれない。私が彼に逢あうのはひと月のうちたった一日。他の二十九日はきっと他の女と楽しんでるんだわ。彼の年なら恋人がいない方がおかしいもの……。

「ふう……これでよかろう」

　ルバートは粘土のついた指で汗をぬぐった。額に三本の灰色のすじが残る。

「二日もあれば粘土はほぼ乾く。そしたら前と後ろの型を貼り合わせて、かまどで素焼きにする。君の体を正確に写した陶器の像ができるわけだ。それに合わせながら金属の板を打ち出していけば、きっちり寸法通りの鎧よろいができる」

「どのぐらいかかる？」

「まあ、ひと月ってとこかな」

「そんなに!?」

「この仕事だけは、倍の時間をかけてじっくりやりたいんだ。一箇所も手を抜きたくないし、どんな小さな部分も助手にまかせたくない。僕ひとりで造る。このために他の仕事の注文もみんな断わったんだ」

「でも──ただ働きなのよ？　お金は払えないわ。この店を建てるのに貸したお金と相そう殺さいだから」

「そんなのは分かってる。金のために造るんじゃない。君のために造るんだから」

　彼女はますますルバートのことが分からなくなった。私に無関心なら、何でこんなにも私のことで熱心になれるんだろう？　私を愛しているのなら、何で抱こうとしないんだろう？　もしかしたらこの男は、生なま身みの女よりも、鎧を愛しているのかも……。

「……分かったわ。でき上がったら連絡して」

　彼女は背を向けると、床の上にたたんであった服に手を伸ばした。

「待った！」

　ルバートの言葉が、彼女を動作の途中で凍こおりつかせた。

「こっちを向いて……もう一度、本物をよく見たい」

　ジェライラはゆっくりと振り返った。ルバートは彼女に熱い視線をそそいでいた。職人が客を見定める眼めでも、ただの欲望に飢うえた男の眼でもない、ひとりの若者が純粋に愛する女を見る眼だった。裸を見られていることよりも、心の奥にあるものを見つめられている気がして、恥かしかった。

　彼女は動けなかった。四年前の、あの夜の森の時と同じに──あの時、闇の中から彼女を見つめていたのも、この眼だったのだ。

「……僕以外の男に肌を見せたことは？」

　彼女はかぶりを振った。「ないわ」

「僕以外に好きな男は？」

「いないわ」

「良かった」彼は小さくため息をつき、微笑ほほえんだ。「ちょっと不安だったんだ。君が僕をどう思っているか。もしかしたら他に好きな男がいるんじゃないか、と……でも、ほっとしたよ。僕が世界で一番君に近い男だと分かったから……」

「でも……あなたにとって私は何なの？」

「世界中で僕に一番近い人だ。ずっと前から」

「そんな……」彼女は息を吞んだ。「じゃあ……じゃあ何で……？」

「だって君は騎士になるんだろ？　誰だれとも結婚しないって誓ちかったんだろ？」

「それは……そうだけど……」

「僕は最高の鎧を造るのが夢だった。君はその夢をかなえてくれた。僕も君の夢の前に立ちふさがりたくはない。君も前に言ったように、騎士と鎧職人の女房は両立できないものね」

「…………」

「前に吟ぎん遊ゆう詩人がこんな歌を唄うたってたのを聞いたことがある。『野に咲く花は美しいけれど、摘つめば花の命は終わる』……君は僕の花なんだ、ジェライラ。愛してるからこそ、摘みたくないんだ」

　ジェライラは大急ぎで服を着た。「帰るわ」そう言うと、ルバートが引き止める間もなく、店の外に飛び出していた。




　もう真夜中だった。星空は涙でにじみ、光の花を咲かせている。帰ると言ったものの、城の門はもう閉じてしまっているだろうから、帰るところなどないのだ。

「ばか……ばか……ばか……ルバートの馬ば鹿か野郎！」

　そうつぶやきながら、彼女は夜の街をあてもなくさまよい歩いた。

　不意に思い出したのは、牧場のことだった。生まれてしばらく経たった仔こ牛は、体のどこかに焼き印を押される。真っ赤に熱した鉄棒を押しつけられ、一生消えないように持ち主の名前を体に刻まれるのだ。

　彼女は胸に熱い痛みを感じていた。焼き印を押された仔牛はこんな気持ちなのかもしれない、と思った。空白だった魂たましいの上に、今夜、永遠に消すことのできない名前がくっきりと焼きつけられたのだ──『ルバート』という名前が。




　　　　７




「よくお考えください、姫！　この国の安全の問題ですぞ！」

　大臣のハルコスは声を張り上げて詰め寄ったが、リュキアン姫は顔色を変えなかった。たくさんの数字が並んだ羊よう皮ひ紙しを、三十も年の離れた大臣に、優雅なしぐさで、しかしきっぱりと突き返した。

「煉れん瓦ががざっと百万個。工期は少なく見積もっても三年以上……お話にならない数字ですね。オレイアスが試算したところ、職人や労働者の手間賃も考えれば、三年間は市民の税金を倍にしなくてはならないそうですよ」

「当然です！　市壁は絶対に必要なのですから。わがリファールが壁を持っていないために、他の国から笑われているのはご存じでしょう？」

「体面のために壁を造るのですか？」

「そうではありません。街を守るためです」

「そうかしら？」王女はほんの少し眉まゆを吊つり上げた。「エイブの話によれば、あなたの見積もった壁の高さでは、馬の侵入は防げても、梯はし子ごをかければ簡単に乗り越えられるので、歩兵にはたいして役に立たないそうですよ。それと、土木工事の専門家にも設計図を見せたところ、この煉瓦の厚さでは、大きな丸太をぶつければ容易に突き崩くずせるということでした」

「しかし……」

「本気で街を守る壁を造るつもりなら、高さも厚さもこの倍にしなくてはならないでしょうね。そうなると、予算も工期も五倍はかかります」

「そんなことはありません。こちらの図をごらんください」

　ハルコスはもう一枚の羊皮紙を姫にさしだした。

「何ですか、これは？」

「計画の第二案です。街全体をぐるりと囲むのではなく、東側だけに壁を造り、城とその周辺の貴族の住宅街だけを守るのです。西側に住んでいるのは平民だけですから、とりあえず守る必要はありませんし、いざとなれば三つの橋を封鎖すれば、完全に街を分断できますから、西からの攻撃にも安全です。これなら予算は半分以下で済すみます」

「なんとまあ！」姫は苦笑した。「平民は守る必要がないですって？　あなたはパン焼き職人や仕立て職人なしで生きていけると、本気で思っているのですか？　街は人間の体のように複雑なものですよ。心臓が左側にあるからと言って、体を二つに裂いて、左半分だけで生きていけますか？」

　姫と大臣の議論は長々と続いたが、最後まで姫は首を縦たてに振らなかった。ハルコスはしぶしぶ執務室から退出した。

　リュキアン姫は、ふうっと小さなため息をつき、振り向いた。「あなたはどう思う。ジェライラ？」

　ジェライラは護衛役として姫の後ろにいて、議論の一いち部ぶ始し終じゆうを聞いていた。予算などのややこしいことは分からなかったが、大臣の言うことにも一理あると思った。

「やはり壁は必要だと思います。戦士に鎧よろいが必要なように」

「あなたならそう言うと思ったわ」リュキアンはうなずいた。「でもね、リファールは商人の街なのよ。商人に鎧が必要かしら？」

「でも、他の国が攻めてきたら……」

「あれをごらんなさい」

　姫は壁にかかった大きなタペストリーを指さした。アレクラスト大陸の地図が図案化され、織りこまれている。リファールはその左端の方にある小さな点にすぎない。その右には、やはり点でしかない都市国家ラバン、その右には同じく都市国家タイデルがある。そのさらに右、ヤスガルン山脈とクロスノー山脈の向こうには、オーファン、ファンドリア、ロマールといった強国が並んでいた。

「もし東の大国が攻めてきたら、真っ先に攻めこまれるのはタイデル、次にラバン……この二つの国がリファールの壁になっているのよ。東からの侵略があれば、十都市は『タイデルの盟めい約やく』によって戦力を結集するでしょう。もちろん、リファールも全戦力を投入して、タイデルとラバンを支援しなくてはならないわ。この二国が陥かん落らくしたら、もう十都市には敵の進軍を止める力は残っていないでしょうね。ちっぽけな壁など、あってもなくても同じことなのよ」

「攻めてくるのは大国とは限りません。ラバンやドレックノールが……」

「そう、今の関係は仲がいいとは言えないわね──だからこそ、今、壁を造ることはできないのよ。そんなことをしたら、リファールが戦争の準備をしていると誤解されてしまうわ。それこそ戦争のきっかけになりかねない。戦争が起きた時のことを考えるより、戦争を起こさないことを考えるべきではないかしら？」

「では、戦争が起きてしまったらどうなるのですか？」

「もちろん滅ほろびるわ──それが小国の定めよ」

　姫があまり平然と言ったので、ジェライラはショックを受けた。

「でもね、なくなるのはリファールという国の名前だけなのよ。国民の大半は、新たな征服者の下で、前とたいして変わらない生活を続けるでしょう。ひょっとしたら、今より豊かになれるかもしれない──そう考えると、『国を守る』というのがどういうことなのか、分からなくなってくるわ。

　父上は生前によくおっしゃっていた。『国というのは幻まぼろしのようなものだ。我々は幻の上に生きている』と……今になって、その意味が分かるような気がするわ。『街』や『土地』や『国民』は目に見えるけれど、それらが集まった『国』というものには、ふれることのできる実体なんてないのよ。

　あなたには鎧よろいは必要でしょう。自分の肉体という、確かに目に見えるものを守るには、目に見える鎧でなくてはならないわ。でも、国という見えないものは、目に見える壁だけでは守れない。それを分かっていない人が多すぎるのよ」

「では、私たち騎士は何のために……？」

「とりあえず、目に見えるものを守るためよ」

　そう言って姫は、机の中から一通の手紙を取り出し、ジェライラに手渡した。

「もしかしたら、これがその質問の答えになるかもしれないわね」

「何ですか？」

「南地区のフリーガード（巡回守備隊）からの報告よ。メジオンに何かが出しゆつ没ぼつしているそうなの」

　ジェライラは手紙に目を通した。リファールの兵士の数は多くないので、領内の駐ちゆう屯とん地ちの数は限られている。北のゴーバ、東のラバン、南のドレックノールとの間の街道沿いにそれぞれ一箇所、それに西の未開の山岳地帯の近くに一箇所だ。カバーしきれない地域は、決まった駐屯地を持たない小人数の守備隊（主に傭よう兵へいからなる）が絶えず巡回し、治ち安あんを維持している。

　メジオンはリファールとドレックノールの間に広がる深い湿地帯である。境界線がどのあたりにあるか、地図では判然としない。沼や密林だらけで耕作にも放牧にも適さない土地なので、ほとんど人は住んでおらず、どちらの国も厳密に領土権を主張していないのだ。当然、怪物や無法者にとっては、絶好の隠れ場所である。フリーガードとしても絶えず目を光らせていなくてはならない。

　その手紙によれば、先月の末、沼のはずれにあるダイラという村で、子供が二人、行方ゆくえ不ふ明めいになったという。その二週間後には、シエント河の支流で、ドレックノールのものらしい交易船が打ち捨てられているのが見つかった。少なくとも五人は乗っていないと動かせない船だったのに、乗員の姿はどこにもなかったという。金目のものが残っていたから、野や盗とうのしわざとは考えられない。その他にも、この数か月の間に、何人もの人間がメジオンの周囲で消えている。

　手がかりはまったくつかめなかった。メジオンは広いので、捜そう索さくするには六人編制のフリーガードだけでは手が足りないのだ。そこで中央に応援を要よう請せいしてきたわけだ。もちろん、リュキアン姫は騎士団の一部を派は遣けんするつもりだった。

「あなたにも行って欲しいのよ、ジェライラ」

「私がですか？」ジェライラはびっくりして顔を上げた。

「ええ──最近、あなたをやっかむ声があるのは知っているでしょう？」

「はい……」

　ジェライラはうなずいた。彼女と同じ時期に騎士見習いになった貴族の息子たちが、彼女の昇進をねたんで陰口を言っているのだ。実戦経験が一度もない娘が騎士になるとはなにごとだ、おおかた姫様に舌先三寸で取り入ったに違いない……というのだ。

「あなたが騎士にふさわしい人間であることは、私が一番よく知っているわ。でも、みんなにそれを実証してみせる必要があると思うの。私もコネだけであなたを選んだと思われては心外だし、あなただって後ろめたい気分で騎士になりたくないでしょう？」

「功績を立てろ、ということですか？」

「そうよ」リュキアン姫は微笑ほほえんだ。「人の命は目に見えるもの──それを守るのが騎士の仕事よ。あなたならきっとできると信じているわ、ジェライラ」




「じゃ、手柄を立てるまで騎士号はおあずけってことかい？」

　ルバートはがっくりと肩を落とした。完成したプレート・アーマーを彼女が着て授与式に望む場面を夢に描きながら、四週間も努力してきたのに、完成を目前にして、またゴールが遠のいてしまったのだ。

「そうでもないわよ」初めて実戦を経験できるかもしれないというので、ジェライラはうきうきしていた。「授与式まではまだ五か月もあるんだから、それまでに何か大きな手柄を立てればいいのよ」

「そんなにうまくいくかなあ……」

「あら、私の腕を信用してないの？」

「そういうわけじゃないが……」

「それにね──」

　彼女はルバートの耳に口を近づけ、いたずらっぽくささやいた。

「……今度の任務ではプレート・アーマーが着られるの」

「ええ!?　だってまだ見習いだろう？」

「姫様の特別のご配慮なのよ。それに、騎士しかプレート・アーマーを着てはいけないというのは、城の中での規則だもの。実戦では関係ないわ──あなたの鎧よろい、もうだいたい完成してるんでしょ？」

「ああ、あとは最後の仕上げだけさ──来てくれ！」

　ルバートはさっきまでの落胆が噓うそのように、踊るような足取りで奥の部屋に入っていった。ジェライラの高こう揚ようした気分が伝染したらしい。

　その部屋の作業机の上に、プレート・アーマーはあった──陶器のトルソに着せかけられ、真新しい銀色に輝いている。

　ジェライラは感動のあまり声も出なかった。ルバートは秘密主義で、彼女にさえ作業の途中の工程をいっさい見せようとしなかったのだ。完成した鎧を見せて驚かそうというつもりだったのだろう。鎧の輝きに視線を吸い寄せられ、彼女は魔法にかかったようにふらふらと歩み寄った。

　優雅なデザインの鎧だった。基本的なシルエットは、四年前に初めてジェライラのために造られたレザー・アーマーにいくらか似ている。しかし全体が重厚感のある金属でできているのと、肩当てがひと回り大きいこと、腰と大だい腿たい部ぶの一部を覆おおうスカート部分があることで、かなり印象が違っている。女性の体の曲線をうまく反映しながらも、戦士としての力強さも強調しており、もちろん高い実用性も備そなえていた。

「着てみるかい？」

「もちろん！」

「じゃ、まず下着から着替えよう。脱いで」

「また!?」

「この鎧用の特別の下着なんだ。これから着ないとだめなんだよ」

　彼が取り出したのは、シャツとズボンをくっつけたような、首から手足までをすっぽり覆う服だった。黒く染められた厚手の木綿の布に、半透明の糸が網目状に縫ぬいつけられており、きらきら輝いている。

「これで下着？　ちょっと派は手ですぎるわ」

　ジェライラはぶつぶつ言いながらそれに着替えた。驚いたことに、体にぴったり合っており、きついところもだぶついているところもない。温あたたかくて快適な着心地だった。半透明の糸は羊の腸から取った繊維で、布を補強しているのだという説明だった。

「夏場はちょっと暑いだろうけど、がまんして欲しい。鎧にぶつかってくる剣の衝撃を受け止めるには、ある程度の厚さが必要なんだ。それに、鎧がこすれて肌を傷つけたら、何にもならないしね」

「ねえ……」彼女は小声で言った。「……用を足す時はどうすればいいのよ？」

「ちゃんと考えてあるよ。尻のところにボタンがあるだろ？　それをはずして前にめくればいい。いちいち鎧を脱ぐ必要はない」

　次に、手袋とブーツを着用した。手袋は柔やわらかいドスキン（雌め鹿じかの皮）で、指の動きをさまたげないように縫い方にも配慮されている。手の平には皮紐ひもが帯状に何本も縫いつけられていたが、これは摩ま擦さつを大きくして剣の柄を滑すべりにくくするための工夫である。ブーツの底にも、滑りにくいように、特殊な形のリベットが打たれていた。

　次に、裾すその長いシャツの形をしたチェイン・メイルを着た。これには肩当てと、鎖さ骨こつおよび肩けん甲こう骨こつのあたりを覆う金属板がついている。肩当ては三つの三日月状のパーツが組み合わさって、ほぼ半球形をしており、肩の動きに合わせて目ま蓋ぶたのように開いたり閉じたりして、腕の動きを制限しないようになっている。胸当てが別パーツになっているのも、腕を上げた時に胸がひっぱられないようにするためだ。

　胸当ては両脇に三つずつ蝶ちよう番つがいがついており、レザー・アーマーと同じく前が開く方式だった。しかし皮紐はなくなり、巧妙な仕掛けの留め金に変わった。激しい運動をしてもはずれたり壊れたりしないが、着脱は簡単だ。見た目には鎧の飾りの一部のように見える。

　胸当て全体はリング状の三つのパーツが重なってできており、ちょうど昆虫の腹のように見えた。各パーツは裏側の鎖によって連結されており、いくらかは自由に動くことができる。そのため、体をひねったりかがんだりする動作も、さほど苦しくなかった。さらに胸の部分には別のパーツを重ね、防御力を高めている。

　腰の周囲は、前後左右の四枚の広い金属板からなるスカートで守られている。それぞれの金属板もまた三つのパーツからなり、鎖でつながっているだけなので、脚の動きに合わせて自由にめくれあがる。馬に乗る時も、四枚の金属板が花びらのように広がるので、何の支し障しようもないのだった。もちろん、左右のパーツには、剣の鞘さやを吊つるすベルトを通すための穴がある。左にはバスタード・ソード、右には予備のショート・ソードを吊るすのだ。

　さらにスカートの下からは、前後に割れたチェイン・メイルの裾が、膝ひざのあたりまで垂たれ下がっていた。大だい腿たい部ぶを完全に金属板で覆おおってしまっては動けなくなるので、防ぼう御ぎよ力の低さをチェイン・メイルで補おぎなおうというわけだ。

　腕にはゴーントレットを、脛すねにはグリーブをつける。どちらも留め金方式で、簡単に着脱できた。

　最後にヘルメットである。ただし、頭をすっぽり覆うものではなく、額、耳、頰ほお、後頭部の一部だけを守るダイアデム型だ。これはジェライラ自身の要望だった。重いヘルメットは頭に負担がかかるうえ、視野が狭くなって勘かんが狂うのだ。額の両側と後頭部から、角のような三本の突起が、そり返りながら頭頂部へ伸びていたが、これは単なる飾りではなく、頭上からの落下物の衝撃をやわらげる働きがあった。

「これで全部だ」とルバート。「寒い時にはこの上から厚いマントをはおればいい。マントは夏場に外出する時にも必要だ。直射日光で鎧が熱くなってしまうからね──どうだい、感想は？」

「素す晴ばらしいわ！」

　ジェライラは嬉うれしさのあまり、部屋の中でぐるぐる踊ってみせた。確かにレザー・アーマーに比べればずしりと重いが、すぐにへたばってしまうほどの重さではない。試しに剣を握って素す振ぶりをしてみたが、鎧よろいが手足の動きをじゃますることはほとんどないと分かった。もちろん鎧の重さのために動き全体がやや鈍にぶくなっているが、これは容易にカバーできる。

「着心地もいいわ。これなら思いきり戦える。完かん璧ぺきね！」

　ルバートの顔にふと暗い影がさした。「いや、完璧じゃない。大きな欠点があるよ」

「何なの？」

「前に話したことがあっただろ？　敵が人間の時と、動物や怪物の時とじゃ、鎧の形は違えるべきだって──僕はこの鎧を対人間用に造った。騎士号の授与式に着るなら、その方がふさわしいと思ったからだ。でも、メジオンで出会う敵が人間とは限らない。野獣や怪物かもしれない……」

「どう違うっていうの？」

「大きな違いさ。たとえばこの曲線──」彼は鎧の胸の曲線を指でなぞった。「これは敵の剣を受け流すことを考えて造ったんだ。たとえ貫通しなくても、剣の勢いをまともに受けたら、ひっくり返ってしまうからね。剣がぶつかった時、この曲線に沿って横に流れてしまうように考えてある。

　それからこのゴーントレット。腕の内側に装甲がないだろ？　剣の戦いで腕を負傷する時は、十中八九、腕の外側を怪け我がする。それであえて内側は覆おおわなかったんだ。重量を減らすためにね。相手が狼おおかみか何かなら、上下の顎あごで嚙かみついてくるわけだから、内側にも怪我をする──」

「何だ、そんなこと？　それぐらいなら私の技量でどうにでもなるわ」

「それだけじゃない。怪物の中には魔法を使う奴もいると聞いたことがある。魔法に対しては、僕の鎧は何の役にも立たない……」

「心配性なのね」ジェライラは笑った。「そんなに私が心配なら、『行くな』って言えばどう？」

「それだけは言えない──言いたくない」

「変な人ね」

　そう言いながらも、ジェライラは心の底でほっとしていた。もし「行くな」と言われたらどうしようかと、内心びくびくしていたのだ。その反面、引き止めて欲しいような気持ちもあった……。

「この鎧、今晩持って帰れる？」鎧を脱ぎながら、彼女は訊たずねた。「明日の朝、出発なのよ」

「だったら一時間ほど待ってくれ。最後の仕上げを済すませるから」

「まだ何か残ってるの？」

「胸に紋章をつけるのさ」

「紋章？　だめよ、正式の騎士でないと紋章はつけられないわ」

「リファール騎士団の紋章じゃない。君の紋章さ」

「フェルス家に紋章なんてないわ。貴族じゃないんだもの」

「だから僕が考えたんだ。これだ」

　ルバートは作業机の引き出しを開け、手の平に載のる大きさの銀色の金属片を取り出した──花を図案化した紋章だった。ジェライラはすぐにその意味を悟さとった。まさしくそれは彼女のための紋章だった。

「これを君の胸につけたい……いいかな？」

　ジェライラはそっと眼めを伏せ、うなずいた。
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　リファールから船に乗ってシエント河の下流へ丸一日。初めて目にするメジオン湿地帯は、噂うわさ通りの陰いん鬱うつな場所だった。

　幅数十キロの平原に大小数百の沼が点在している──いや、沼の間に陸地が点在していると言った方が正確かもしれない。わずかばかりの固い地面を探しながら進まなくてはならないので、まるで巨大な迷路だった。リファール゠ドレックノール間の街道が、この湿地帯を大きく迂う回かいしているのは、当然のことだろう。まっすぐ突っ切ろうとしたら、何倍もの日数がかかってしまう。

　舟もたいして役に立たなかった。すべての水路がつながっているわけではないし、たいていの沼には視界をさえぎるほどに葦あしが密生しているからだ。支障なく航行できるのはシエント河の本流だけで、複雑に分ぶん岐きしている支流については、地図も作られていないありさまである。案内人なしで行動するのは無む謀ぼうだ。

　湿地帯のはずれには、貴重な乾いた大地にしがみつくようにして、貧しい村が点在している。耕作は不可能なので、釣つりと狩猟で生計を立てているのだ。ちょっと長雨が降れば、たちまち村じゅう水びたしになってしまうので、家はすべて木を組んだやぐらの上に建てられていた。

　首都リファールから差し向けられた騎士団員は、そうした村のひとつでフリーガードたちと合流した。正規の騎士十名と、騎士見習い五名。その他に、街道に常駐している守備隊からも応援が来て、総勢三十名以上になった。

　捜そう索さく隊たいは六つの班に分かれ、メジオンをしらみつぶしに調査することになった。フリーガードのメンバー六名は、ばらばらになって、各班に一名ずつ編入された。このあたりの地理に詳くわしいので、道案内のためである。

　ジェライラが配属されたのは第三班だった。リーダーはベテランの騎士のオーカス・カライル。その下には、若手の騎士のグリモールとマイス、騎士見習いのジェライラとニード、それにフリーガードの魔法使いリュウェイン、という構成である。

　捜索は単調で、気分が滅め入いる任務だった。地面はどこも湿っており、一歩あるくごとに水がじわりとしみ出して、足跡の形の水たまりが点々と残った。ひどいところでは地面が泥どろに変わり、膝ひざまで泥に沈んでしまう。木々が密生していて、剣で切り開きながら進まねばならないところもあった。よどんだ沼の放つ腐ふ敗はい臭しゆうもひどいものだったし、ヒルや蚊かにも悩まされた。

　そうした自然の障害を別にすれば、支障らしいものはなかった。狼と二度、ゴブリンの小集団と一度、遭そう遇ぐうしたが、どちらもジェライラは出遅れてしまい、戦闘に参加しないうちに相手が逃げ去ってしまった。そんなわけで、彼女はまだ本物の戦いを経験できないでいた──一度だけ、足に忍び寄ってきた毒蛇へびを切り殺したことがあったが、そんなものを戦果に含めたくない。

　湿気は鎧よろいの大敵である。一日の行軍が終わると、彼女は鎧についた水や泥をていねいに拭ふき取った。そんな彼女の几き帳ちよう面めんさを、他の騎士たちは笑った。「やっぱり女の子はドレスに気をつかうものなんだな！」と。しかし彼女にしてみれば、自分の鎧に錆さびが浮いているのに平然としている、彼らの神経の方が理解できなかった。

　とりわけ嫌いやだったのは、ニードだった。貴族の息子で、鼻っ柱が強く、何かというと彼女を「女のくせに」と馬ば鹿かにするのだ。彼女より三年も前に入団したのに、まだ正規の騎士になれないでいるので、あせりを感じているのかもしれない。

「女は結婚して子供を生むのが仕事だぜ。それが自然の摂せつ理りってもんさ」そう言ってニードはいやらしく笑った。「どうだい、何なら俺おれの嫁さんにならないか？　こんな陰気なところを這はい回ったりしなくても、一生楽して暮くらせるぜ。そんな暑苦しい鎧なんて脱いじまいなよ！」

　もちろんジェライラは肘ひじ鉄てつを食わしたが、彼はいっこうにあきらめず、ことあるごとに彼女に接近してきた。キスを迫られたことも、一度や二度ではない。が、さすがにオーカスの目が光っているので、それ以上のことはしてこなかった。不ふ祥しよう事じを起こせば騎士に昇格する望みはなくなる。貴族の馬鹿息子にも、それぐらいの分別はあるのだ。

　もうひとり、若い魔法使いのリュウェインも、彼女に興味があるようだった。彼はニードほど不ぶ作さ法ほうでも露骨でもなかったが、ちょくちょく遠回しな表現で誘いをかけてきた。顔はそこそこいい男だったが、つきまとわれるのは迷惑なものだ。

　ジェライラは用心のために寝る時も鎧を脱がないことにした。鎧は、人の顔をした野獣からも身を守ることができる。

　何の成果も上がらぬまま、三週間が過ぎた。その間にも、村に生活物資を運んでくる行商人や、河に洗濯にでかけた娘、森の中で遊んでいた子供などが、次々に消えていた。所持品や血けつ痕こんは発見されたが、死体はひとつも見つからない。捜索隊の裏をかくかのような巧こう妙みようなやり口からして、知能の低い野獣のしわざとは思えなかった。湿地の周辺の住民に不安が広がっていた。

　ただひとつの手がかりは、行商人が襲われたと思われる現場に残された、地面を多数の大だい蛇じやが這い回ったような跡だった。それを見て誰だれもが首をかしげた──大蛇が集団で人間を襲ったりするものだろうか？




　捜そう索さくが開始されて四週間目、ようやく有力な情報が手に入った。ダイラという村に立ち寄った時、ガネイスというマーファの司察が、行方不明の子供を発見したという話を聞いたのだ。さっそくジェライラたちはガネイスの家を訪れた。

「いえいえ、わしが見たんじゃありません。この子が見つけたそうなんです」

　人の良さそうな老齢の司祭は、そう言って、自分の肩の上の何もない空間を指さした。騎士たちは顔を見合わせた。この老人は頭がおかしいのか？

「おや、これは失礼──これこれ、ミュートや、恥はずかしがらずに顔を見せなさい。この方たちは悪い人じゃないよ」

　すると、老人の肩の上に、すうっと小さな影が現われた。緑色のひらひらした服をまとった、身長三十センチぐらいの少女だ。老人の白い髭ひげの陰から、おどおどした視線で騎士たちを見つめ、背中に生えた蝶ちようの羽根を不安そうに慄ふるわせている。

　ジェライラはぽかんと口を開けた。話には聞いていたが、ピクシー（小妖精）を見るのは生まれて初めてだったのだ。

「ミュートや、この人たちにお前が見たものを話してあげなさい」

　ガネイスにうながされ、小心なピクシーはおずおずと口を開き、鳥のさえずるような声で言った。「……アバがいたの……森の中に……」

「アバ？」オーカスが問い返した。「確か、二か月前にこの村からいなくなった子供だね？」

　ミュートはうなずいた。「うん……とっても仲良しだったの……いなくなって寂しかったの……でも、昨日、森の中で見つけたの……」

「死んでたのかい？」

「ううん、生きてた……眠ってたよ……他の子供もいたよ……でも、すぐに逃げてきたの……こわかったから」

「そこに案内してくれるかい？」

「いや！」ミュートはびっくりして老人の肩の後ろに隠れた。「あそこはこわい！　行きたくない！　何かがいるよ！　殺されるよ！　殺されるよ！」




　おびえるピクシーをなだめすかして、どうにかオーカスはその場所への道案内を承知させた。他の班が集合するのを待って、大人数で出かけるべきだったのかもしれないが、子供たちがまだ生きているなら、急いで保護しなくてはならないと判断したのだ。

　翌朝早く、オーカスの指揮する第三班はダイラ村を出発した。ミュートはその場所を「すぐそこだよ、村の近くだよ」と言っていた。うまくすれば夕方までには村に帰ってこれるだろう。

　しかし、出発してすぐに、オーカスは自分のあやまちに気づいた。「すぐ近く」というのは、空を飛べるピクシーにとっての距離感覚なのだ。確かに直線距離では数キロしかないかもしれないが、途中にはいくつも沼があるので、大きく迂う回かいしなくてはならない。しかし今さら引き返せない。さんざん泥沼や密林と格闘したあげく、その場所にたどり着いた時には、すでに陽が落ちかけていた。

　三日月形をした小さな沼だった。水面は夕焼けの色を映して血のように赤かった。水の流れがよどんでおり、無数の流木が死んだように漂ただよっている。よく見ると、それらに蔦つたやら藻もやらがからみついて、沼の中央に浮かぶ小さな島まで、天然の浮き橋を形成していた。これまでの捜索で見落とされてきたのも不思議はない。

　六人は慎重に浮き橋を渡った。鎧よろいを着ていては、沼に落ちたら確実に溺おぼれてしまうからだ。しかし橋は見かけによらずしっかりしていた。

「ここだよ！　ここだよ！　ここだよ！」

　ミュートはヒステリックにわめきたてた。わざわざ言われるまでもなく、騎士たちもここが敵の拠きよ点てんであることに気づいていた。

　円形の空き地を取り囲んで、ねじくれた木々が、空が見えないほどに密生している。それらの間に何百本もの蔦がでたらめに張りめぐらされ、からみあい、さながら狂った蜘く蛛もの編んだ網のようだった。

　それらの蔦が形成する巨大な天然のハンモックに、裸の人間たちが吊つるされていた──全部で八人。大半は子供だったが、大人の女性も二人いた。みんな死んだようにぐったりとなっており、手足には蔦がからみついている。ジェライラたちはそれを見上げ、心臓が凍こおるような戦せん慄りつを覚えた。

「こわいよ！　こわいよ！」ミュートは悲鳴をあげて飛び去った。

　一番身の軽いグリモールが、すばやく鎧を脱いで木によじ登った。近くの蔦つたにぶら下げられている十歳ぐらいの男の子に手を伸ばし、裸の胸に触れてみる。

「生きてます！」グリモールは叫んだ。「でも、すごく冷たい！」

「よし、降ろすんだ」オーカスは怒ど鳴なった。「ニード、お前も登って手伝え！」

　ニードはしぶしぶ木に登った。しかし、二人がかりでも作業は簡単にはいかなかった。少年の体には蔦がびっしりからみついており、まずそれを切断しなくてはならなかったのだ。おまけに足場も不安定だった。ようやくグリモールが少年をかついで地上に降りてきた時には、すでにあたりは真っ暗になっていた。

「大きな傷はないし、顔色もいい……魔法で眠らされているようですね」

　ランタンの灯ひの下で少年を診察したリュウェインが言った。

「蔦のからまり具合から見て、二か月ぐらい吊るされていたんじゃないでしょうか？」

「これがダイラ村からさらわれた子供だな」とオーカス。「解くことはできるか？」

「さあ、やってはみますが……」

　若い魔法使いは杖つえを握りしめると、おもむろに立ち上がって、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱となえはじめた。杖を左右に振り、踊るようなしぐさをする。その額に汗が浮かぶ──しかし、少年の容体には何の変化もない。
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「やはりだめです」リュウェインは首を振った。「もうしわけありません、未熟なもので……」

「まあよかろう」とオーカス。「しかし、どうしたものかな。これだけの人間をみんな降ろすには真夜中までかかるし、六人では村まで運ぶこともできん」

「そ、それに、敵がいつ戻ってくるか……」ニードは哀れなぐらいおびえていた。「相手は魔法を使うんだ。俺おれたちだけじゃ、勝てないかもしれませんよ。いったん戻って、応援を呼んできた方が……」

「そうだな。よし、この少年だけでも担かついで戻って──」

　オーカスの言葉は、沼から聞こえてきたけたたましい悲鳴にさえぎられた──若い女の悲鳴だった。
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「助けて！　助けて！　誰だれか！」

　対岸の黒い森から顔を覗のぞかせた満月が、沼の中で必死にもがいている娘の姿を、ほの白く照らし出していた。ほっそりした腕をばたばたさせ、水面に映る月をかき乱している。濡ぬれた金髪がきらきらと月光を反射する。十六歳ぐらいの美しい少女だ。

「蛇へびがいるぞ！」

　真っ先に岸辺に駆けつけたマイスが、少女の方を指さして言った。少女の周囲の水中に、大きな蛇の頭部がちらちらと見え隠れしている。やがて蛇は少女の首にするりと巻きつき、ぐいぐいと締めあげはじめた。少女の悲鳴が苦しげなあえぎに変わる。

「待ってろ！」

　グリモールがマイスを押しのけて飛びこんだ。木に登るために鎧よろいを脱いだままだったからだ。マイスも慌あわてて鎧を脱ぎはじめる。

　リュウェインはもう少し冷静だった。「お待ちなさい」と言ってマイスを止めると、ランタンを地面に置き、杖つえを少女に向けて何か呪文を唱えた。マイスは固かた唾ずを吞んで魔法の力を見守った。しかし何も起こらない。リュウェインは振り返ってうなずいた。

「だいじょうぶです。あの娘は幻影ではありません」

「魔法で助けるんじゃなかったのか？」

「そんな魔法は知りませんよ」

「ええい、この忙しい時に！」

　マイスは毒づきながら沼に飛びこんだ。グリモールは泳ぎは下へ手ただったので、たちまち追いついた。

　ジェライラは迷った。自分も助けにいくべきだろうか？　泳ぎには自信がある。しかし泳ぐためには鎧を脱がねばならない……。

「君はここにいろ、ジェライラ。敵がそこらにいるかもしれん」オーカスは彼女の迷いを察したように言った。「ニード、お前も助けに行け」

「え？　でも……」

「早く行け!!」

　オーカスに突き飛ばされるようにして、ニードは沼に飛びこんだ。しかたなく泳ぎはじめたが、下手な犬かきで派は手でに水をはね散らかすばかりで、なかなか前に進まない。すでにグリモールとマイスは少女のそばまできて、彼女の体から大だい蛇じやを引きはがそうとしていた。ジェライラはそちらに気を取られながらも、背後や左右から敵が襲ってこないかと、油断なく警戒した。

　その時、異変が起こった。グリモールが短い悲鳴をあげ、急に水中に沈んだのだ。続いてマイスも──まるで何かに下からひっぱられたようだった。

　少女の周囲の水が激しく波だった。水面下で格闘が繰り広げられている証拠だ。蛇は一匹だけではないらしく、長くうねる尻尾が何本も空中高く伸び上がり、水を四方にはね散らした。奇怪な混乱の中で、その中心にいる少女だけが静かだった──もう苦しんでも溺おぼれてもいない。胸から上だけを水面に出し、蛇を首のあたりにまとわりつかせたまま、にこにこと笑っている。

「いかん！　戻れ、ニード！」

　オーカスの悲痛な叫びも、泳ぎに夢中になっていたニードにはよく聞こえないようだった。異変に気づかずに泳ぎ続け、どんどん少女に近づいてゆく。

「やめろ、ニード！　罠わなだ！」

　ようやくニードも、妙だと気づきはじめた。グリモールとマイスはどこへ行ったんだろう？　それにあの少女は何で笑ってるんだろう……？

　次の瞬間、彼の目の前に、真っ赤なかたまりが浮上した──血まみれになったグリモールの顔だった。

　ニードは悲鳴をあげた。グリモールの全身が水面に現われた。何本もの蛇の尾に巻きつかれており、空中に持ち上げられる。手足は奇妙な角度で垂たれ下がり、その腹はずたずたに食い破られていた。

　少女の背後の水面に、マイスが浮かび上がった。こちらはまだ生きていたが、それもほんの数秒の命でしかなかった。尾に巻きつかれて身動きが取れなくなったところを、二匹の蛇に嚙かみつかれ、咽の喉どを裂かれたのだ。おびただしい血が水面を染める。

　ジェライラは絶叫した。「ニード、逃げて！」

　ニードは慌あわてて向きを変え、岸に向かって必死に泳ぎだした。しかし、いくらあせっても急に泳ぎがうまくなるわけもなく、少女との間隔はいっこうに広がらない。その慌てぶりを見て、少女はくすくすと笑った。

「何で逃げるの？　もっと遊んでよ！」

　少女はほっそりとした両腕をニードの背中にさしのべ、唄うたうように言った。

「ラ・スタグナン・オ・フェ！　あたしの古い友達、よどんだ水の精霊たちよ。その人と遊んであげて！」

　そのとたん、ニードは沈んだ。抵抗する間もなく、石のように沈んでしまった。まるで水のカーテンが閉じて、彼の姿を覆おおい隠したように見えた。少女はきゃっきゃっと陽気に笑った。

「精霊使いか！」

　そう叫ぶなり、リュウェインは杖つえを頭上に振りかざし、すばやく呪じゆ文もんを唱となえた。

「ブライト・ブリット・ブライト！　ディストリートー」

　さっと振り降ろされた杖の先端から、まばゆい光の噴ふん流りゆうが夕闇を切り裂いてほとばしった。それは少女の頭部に命中し、ぱっと光の粉をまき散らした。少女はちょっと顔をしかめ、頭を振って、髪にまとわりついた魔法の輝きのなごりを振り払った。

「これで魔法のつもり？　違うわ、魔法はこうやるのよ！」

　少女は今度はリュウェインに腕をさしのべた。

「フー・レザール！　あたしの新しい友達、小さな火の精霊よ。さあ、その人と踊りなさい！」

　リュウェインが足あし許もとに置いていたランタンが、急に輝きを増したかと思うと、内側から砕くだけ散った。空中に吹き出したオレンジ色の炎は、小さな龍りゆうの形になって、リュウェインの体に巻きつく。マントに火がつき、全身が炎に包まれる。彼は悲鳴をあげて水に転がりこんだ。

　必死にもがいているリュウェインを見ながら、ジェライラは動けないでいた。勇気と恐怖、理性と無謀の板ばさみになっていた。鎧よろいのまま水に飛びこんでも、身動きが取れなくなるのは分かりきっている。かと言って、仲間を見殺しにはできない……。

　今にも水に飛びこもうとしていた彼女を、オーカスが肩をつかんで引き戻した。

「いかん、ジェライラ。水に入ったら、奴やつの思うつぼだ！」

　少女は、今度は両腕を高く空にかかげた。その周囲を泳ぎ回っていた蛇へびたちも、いっせいに水面に鎌かま首くびを持ち上げた。

「ラ・ニュイ！　ラ・フィギュール・デュ・フレイユール！　あたしのいちばん親しい友達、夜と恐怖の精霊よ！」

　あたりが急に暗くなった。少女の背後に浮かんでいた満月が、まるで月げつ蝕しよくのように、黒い影にむしばまれてゆく。真っ黒い穴のようなものが空中に出現し、光を奪っているのだ。影は急速に濃さを増し、黒いヴェールのように少女を覆おおった。

「ラ・ニュイ！　ラ・フレイユール！」

　月が完全に覆おおい隠された。すでにランタンの灯も消えており、あたりは真っ暗だ。星の光をかき消しながら、闇やみが壁のように押し寄せてくる。

「来るぞ！」

　オーカスが叫んだ。ジェライラはとっさに身をかがめた。魔法の攻撃がこんなもので防げるはずはないと思いながら──。

　リュウェインが悲鳴をあげた。魂たましいさえも戦せん慄りつさせる恐怖の絶叫だ。ジェライラは思わず耳をふさいだ。

　闇が晴れ、あたりに月の光が戻った。ジェライラはおそるおそる顔を上げた。リュウェインは岸に寄りかかって、白目をむいて倒れている。少女は蛇の群れに囲まれ、無む邪じや気きに笑っていた。

　最初にショックから立ち直ったのはオーカスだった。乱れた呼吸をととのえると、剣をかまえ、少女を威い嚇かくする。

「見かけのわりにたいしたことはなかったな。こけおどしか？」彼は不敵にせせら笑った。「魔女め、お前の手の内は読めたぞ。力では勝ち目がないと見て、卑ひ劣れつな手段ばかり使いおって！」

「ひれつ？」少女はいたずらっぽく首をかしげた。「よく分かんないな。魔法だって力は力よ。見て分かったでしょう？　この沼の中では、水も、風も、土も、火も、闇さえも、みんなあたしの味方なのよ」

「そうかな？　たとえ精霊使いであっても、続けざまに何度も強力な魔法を使うことなどできないはずだ。どうせもう種切れだろう。さもなければ、とっくに我々を全滅させているはずだからな。さあ、おとなしくここまで上がってこい！　それとも尻尾を巻いて逃げ出すか？」

　オーカスの挑ちよう発はつが虚きよ勢せいであるのは、ジェライラにも分かっていた。すでに六人のうちの四人まで倒されているのだ。このうえまだ戦おうとするのは愚おろかである。しかも相手は手の届かない水中にいるのだ。

　だが、ここで逃げ出せば、必ず背後から魔法の不意討ちをくらう。この娘を挑発して、魔法を使い果たさせなくてはならない。その攻撃を切り抜けることさえできれば、生きのびられる可能性はある。

　しかし少女は動じなかった。

「あら、陸の上ならあたしに勝てると思ってるの？　精霊の力を借りなければ無力だと思ってるの？」少女は意味ありげに微笑ほほえんだ。「じゃ、いいわ。お望みとあらば、陸の上でお相手してあげましょう。水や風や土や火や闇の力は借りないわ」

　そう言うと、少女はすうっと岸に近寄ってきた。泳いでいる様子はない。立ったままの姿勢で、腕も動かさずに、まっすぐ進んでくるのだ。周囲に泳いでいる蛇たちが、彼女をエスコートしているようだった。グリモールとマイスの血まみれの死体も、その背後に引きずられている。

　先頭の蛇が岸に這はい上がった。少女の体が水面から持ち上がり、その全身があらわになる──ジェライラは現実が崩くずれ去るような強い衝しよう撃げきを受け、思わずあとずさった。すさまじい嫌けん悪お感かんと恐怖で、全身に悪お寒かんが走った。そんな生きものが地上に存在するとは、夢にも思わなかったのだ。

　少女と蛇たちは一体だった。少女には人間のような脚あしがなく、代わりに六本の長い大だい蛇じやの首と、十数本の尻尾が生えているのだ。いや、尻尾というよりタコの触手にウロコが生えたといった感じだった。青いウロコは月の光に妖あやしくきらめいている。それらの触手が、からみ合い、うねり、のたうち、水をしたたらせながら、少女の上半身を陸上に押し上げようとしていた。

「まさか！　スキュラ!?」オーカスが叫んだ。

「あら、知っててくれた？」

　水の怪物スキュラはにっこり笑うと、しなやかな触手をたくみにあやつって、グリモールとマイスの死体を、無む雑ぞう作さに草の上に放り出した。続いてもうひとつの死体を水中からひきずりだし、二人の死体に重ねた──溺おぼれ死んだニードだ。

「ジェライラ、ぼんやりするな！　やるぞ！」

　茫ぼう然ぜんと突っ立っていたジェライラを、オーカスが叱しつ咤たした。

「あいつの後ろに回れ！　両方から攻撃する！」

　ジェライラは反射的に命令にしたがった。うねる触手につかまらないよう、木々の間を迂う回かいして、怪物の背後に回りこむ。

　怪物に向かって勇ましく剣をかまえたものの、はたと困こん惑わくした──剣対剣の戦いなら、いや、せめて相手が人間の姿をしていれば、どこをどう攻めればいいか見当がつく。だが、十数本の触手を自在にあやつる相手には、練習を重ねてきた剣技のセオリーが、まったく通用しないのだ。踊るようにうねる触手に幻惑され、踏みこむきっかけがつかめない。オーカスもまた、攻撃方法を考えあぐねているらしく、剣をかまえたまま動かない。

　そもそも、この怪物に「背後」などという言葉が意味あるのだろうか？　蛇へびの眼めにも視覚があるとすれば、こいつは周囲すべてを同時に見ていることになる。いったいどんな風ふうに世界を見ているのだろうか……？

　スキュラは楽しそうに二人をちらちらと見比べていた。どちらを先に殺すか考えているのかもしれない。しかし、自分からは仕掛けてこようとしなかった。触手をくねらせてずるずると移動しながら、蛇の鎌かま首くびを空中に踊らせ、両者を威い嚇かくしている。

「でやあ！」

　オーカスが踏みこんだ。同時に、三つの鎌首が彼に襲いかかった。それを剣で払いのける。ぱっと赤黒い血が飛び散り、首がひとつ切り落とされた。

　スキュラは悲鳴をあげ、苦痛に全身を震わせた。ジェライラもすかさず切りつける。数本の触手が壁となって立ちふさがった。剣は触手の一本を深く切り裂いた。肉には弾力があり、剣にまとわりつくような奇妙な感触だった。

　別の触手が彼女の足をすくおうと、下から這はい寄ってきた。ジェライラはとっさに飛びのき、そいつに剣を振り下ろした。手ごたえがあった。切断された触手は、それ自体が独立した生きもののように、地面の上を苦しそうにのたうった。

「痛い！　痛い！」

　スキュラは泣きそうな声で叫んだが、二人は攻撃の手をゆるめなかった。鎌首の攻撃をかいくぐって、何度も何度も切りつけ、さらに二本の触手を切り落とした。

　スキュラはオーカスに襲いかかった。残った触手と鎌首をめちゃくちゃに振り回し、剣を近づけまいとする。その勢いに押されて、オーカスは慌あわててあとずさった。蔦つたの密生したところへ追い詰められる。少女は勝ち誇った笑みを浮かべた。

「アリエネ・フォレ！　あたしの静かな友達、ねじくれた森の精霊よ、その男を抱きしめてあげて！」

　その呼びかけに応じたのか、風もないのに、蔦がざわざわと音をたてた。危険を感じてオーカスは飛びのこうとしたが、遅かった。蔦が背後から蛇のように襲いかかり、手足にからみついてしまったのだ。振りほどこうとするが、蔦の力は強い。たちまち彼は縛り上げられ、身動きならなくなった。

「おのれ！」オーカスは歯ぎしりした。

「火と、水と、風と、土と、闇の力は借りない、って言ったわよね？」少女は指を折って数えた。「でも、森の力を借りないとは言わなかったわ」

「オーカス様！」

　ジェライラは助けに駆け寄ろうとした。すかさず、触手の一本がムチのようにしなって、彼女の胸を痛打した。その勢いで何メートルもはじき飛ばされる。まともに受けていたら肋ろつ骨こつが折れていただろうが、鎧よろいが防いでくれた。それでもかなりの衝撃で、一瞬、気が遠くなった。

「いかん、ジェライラ、逃げろ！」オーカスが絶叫する。

　スキュラは振り向き、眉まゆをちょっと吊つり上げた。「……うるさい人って嫌いよ」

　身動きできないオーカスに、蛇が襲いかかった。左の脇腹の、鎧に覆おおわれていない部分を狙ねらって、勢いよく頭をめりこませる。騎士は人間のものとは思えない苦く悶もんのうめきをあげた。普通の蛇と違って、鮫さめのようなぎざぎざの歯を持っているのだ。蛇は肉と内臓を食い破りながら、体内にずぶずぶともぐりこんでゆく。

　オーカスは咽の喉どの奥から最後の悲鳴をしぼりだし、動かなくなった。血まみれの蛇が体の中から出てきた。口にはピンク色のかたまりをくわえている。

「男の心臓って嫌いよ。固いんだもの」

　そう言ってスキュラは、ショックのあまり動けないでいるジェライラの足あし許もとに、体内からひきずり出したばかりのそれを、ぽんと放り出した。

「女の心臓は好きよ。子供の心臓はもっと好きだけど」

　ジェライラは恐怖のあまり茫ぼう然ぜんとなった頭で、ようやくこの怪物のことを理解しはじめていた。この少女には悪びれた様子はまったくない。何も知らない赤ん坊のように、純粋で無む邪じや気きだ──あまりに無邪気すぎて、自分が邪悪であることすら気づいていないのだ。罪の意識も、いや、そもそも罪の概がい念ねんすら理解できないに違いない

「でも、すぐには食べないわ。この男たちを食べちゃったら、おなかがいっぱいになるもの。女と子供は、あとの楽しみのために取っておくの。眠らせておいて、餌えさが見つからない時に、少しずつ食べるのよ。あたしって頭いいでしょ」

　ジェライラは蒼あおざめていた。足がすくみ、草むらに尻もちをついた格かつ好こうで、動けないでいた。恐怖と絶望のために思考が凍こおりつき、抵てい抗こうする意志さえ湧わいてこない。スキュラがいたずらっぽい笑みを浮かべ、じりじりと自分に近づいてくるのを、夢の中の出で来き事ごとのように見つめていた。

「レ・サブレ・ナン……アムネ・レーヴ……」少女はつぶやいた。「あたしの小さな友達、夢の精霊よ、この女の眼めに砂をまいてあげて。楽しい夢が見られるように」

　急速に睡すい魔まが襲ってきた。頭の中にぽっかりと黒い穴があいたようだ。彼女はその中に落ちてゆくのを感じた。永遠に醒さめることのない夢の中へ──。
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　がしゃがしゃという音をたてながら、ジェライラの上半身は前のめりに倒れ、スキュラの前にひれ伏す格好になった。土に顔を突っ伏した瞬間、尖とがった石が頰ほおに当たり、その痛みでわずかに意識が戻った。

　スキュラは楽しそうに鼻歌を唄うたいながら、触手を伸ばし、彼女の体をまさぐりはじめた。木からぶら下げる前に、じゃまな鎧よろいを脱がそうとしているのだ。しかし留め金をなかなか発見できず、てこずっている。

　鎧！　暗黒に吞のまれようとしていたジェライラの心に、その単語がひとすじの光となって差しこんだ。この鎧を取られるわけにはいかない。これはただの金属のかたまりじゃない、あの人の愛なんだもの……。

　ジェライラは睡魔に抵抗して、どうにか薄目を開けた。右手にはまだバスタード・ソードを握っている。彼女は最後の気力をふりしぼった。この魔法を打ち破ることさえできれば、まだ戦える。ここでくじけてしまっては、二度とルバートに逢あえないのだ。生きて戻らなくてはならない。彼を悲しませたくはない。

「うおおおおーっ！」

　獣けもののような声をあげて、ジェライラは体を起こした。スキュラが驚いて触手をひっこめる。ジェライラは膝ひざをついた姿勢で、夢中で剣を振り回した。スキュラは「きゃっ」と叫んであとずさった。鎌かま首くびのひとつが断ち割られ、血を垂たれ流している。

　ジェライラは剣を杖つえにしてよろよろと立ち上がった。急速に睡魔が去り、頭の中を覆おおっていた影が晴れてゆく。意志の力で魔法を打ち破ったことを知り、心が高こう揚ようするのを感じた。それまで魂たましいを抑えつけていた重い絶望と恐怖の反動として、自信と闘志が湧わき上がってきた。まだ危機は去っていないのに、すでに勝利したような気分だった。

「もう友達はいないの、お嬢ちゃん？」今度は彼女があざ笑う番だった。「呼べるものなら呼びなさいよ。何でも相手してやるわ！」

「ひ、ひどい！　よくもやったわね！」

　スキュラは涙を流しながら襲いかかってきた。触手がジェライラを包みこむように迫ってくる。彼女は右に左に剣を振るい、触手の攻撃を払いのけた。まるで数人の敵を同時に相手しているようだ。しかし、触手の動きは剣よりずっと遅い。踊るような動きにまどわされることなく、正確に動きを読めば、充分に対たい処しよできるのだ。

　また一本、触手が切り落とされた。他の触手もかなり傷ついている。ジェライラも派は手でに返り血を浴びていたが、まだほとんど無傷だった。蛇の鎌首が何度もぶつかってきたが、鎧よろいが牙きばをはね返してくれていた。剣の打撃を想定して造られた装甲板に、ちっぽけな牙が通用するはずがない。触手にからみつかれることだけを警戒すればいいのだ。

　ジェライラは勝利の確信に包まれた。たとえ怪物でも、血の流れている生きものだ。このまま傷を与え続ければ倒せるはずだ──。

　一瞬、そこに油断が生まれた。触手の一本が、振り下ろした剣にからみついたのだ。もぎ離そうとあせっているところへ、別の触手が足にからみついてきた。とっさに剣の柄を離して、触手を蹴けって飛びのいたのは、正しい判断だった。剣を取り戻すことに固こ執しゆうしていたら、足をすくわれて転倒していただろう。

　ジェライラは敵から離れた。危機は脱したものの、形勢は逆転した。剣なしでは戦えない。右の腰に吊つるした予備のショート・ソードは、ウロコに覆おおわれた触手に対しては、おもちゃのようなものだ。

「許さないわ、この女！　人間のくせに！」

　スキュラは触手に深く食いこんでいた剣を、地面に振るい落とした。すでに下半身は血だらけで、少女の顔は苦痛と怒りに震えている。

「さあ、いらっしゃい！　引き裂いてやる！　今すぐ心臓を食べてやる！」

　しかし、スキュラは自分からは襲ってこなかった。ジェライラも手を出せない。人間の娘と怪物の娘は、しばし無言でにらみ合いを続けた。夜の静寂の中で、二人の乱れた呼吸だけが、やけに大きく聞こえていた。

　どうすればいい？　ジェライラは必死に考えをめぐらせた。逃げるのは問題外だ。こちらが地面の上しか動けないのに、こいつは水の中でも自由に動ける。必ず先回りされてしまうだろう。ここで今、倒すしかないのだ。

　剣さえあればどうにかなるのだが──剣はスキュラのすぐそばに落ちている。ジェライラはそこまでの距離を目もく測そくした。あれに飛びついて拾うことができれば……。

　いつかのエイブの忠告を思い出し、彼女ははっとなった。敵の前で落ちている剣を拾ってはならない。首をはねてくれと言っているようなものだ。

　少女は剣の方を見ていないふりをしている。だが蛇の視覚はしっかり剣を見張っているに違いない。これは罠わななのだ。スキュラは彼女が剣を拾いにくるのを待っている。剣に飛びついた瞬間を狙ねらって、いっせいに触手で上からつかみかかるつもりなのだろう。それでさっきから剣のそばを動こうとしないのだ。

　相手の裏をかくしかない。剣に気を取られていると思わせて、別の手を使うのだ。彼女は思案し、決断した──考えられる方法はひとつしかない。恐ろしく危険だが、他に一撃でこいつを倒せる方法はないのだ。

　ジェライラは深呼吸すると、剣に向かってダッシュした。スキュラの表情に勝ち誇った笑みが見えた。彼女の突進を受け止めるかのように、触手がぱっと左右に広がる。それこそジェライラの狙っていた一瞬だった。

　剣の手前で、彼女は急に方向を変え、地面を蹴けって飛び上がった。スキュラは虚きよをつかれ、その動きに対応できない。触手の動きが乱れ、むなしく空を切る。

　ジェライラは触手を飛び越え、スキュラの上半身に抱きついた。驚いて身をそらせようとする少女を、すかさず左手で髪の毛をつかみ、ひきずり戻す。同時に腰のショート・ソードを抜き、少女のかぼそい首に力いっぱい突き立てた。

　血が噴水のように噴き出した。少女はくぐもった悲鳴をあげ、絶命した。だが、スキュラの下半身は別の生きものであるかのように、まだ活発にうごめいている。触手がジェライラを包みこみ、鎌かま首くびが嚙かみついてきた。ジェライラはショート・ソードをノコギリのように前後に動かし、首を切断したが、それでも下半身は活動をやめない。すさまじい生命力だ。

　彼女の体は空中に持ち上げられた。一本の触手が腰に巻きつき、ぎりぎりと絞しめあげてくる。鎧よろいがきしみをあげる。安物の鎧なら、とっくにひしゃげていただろう。だが、ルバートの造った装甲板はその圧力に耐えていた。
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　別の触手が首に巻きつこうとしていた。しかしヘルメットの頰ほおの張り出しにひっかかり、うまく首に届かない。

　鎌首のひとつは自制を失い、やみくもに嚙かみついていた。歯ががりがりと金属板をこする。しかし金属の表面には歯形もつかない。

　別の鎌首は、何度もグリーブに嚙みつき、はじき返されていた。彼女はそれを蹴け飛とばした。鎌首は目標を変えて太ふと腿ももに嚙みつこうとする。しかし牙きばがチェイン・メイルにひっかかってしまった。

　頭が、腕が、胴が、脚あしが、怒り狂った怪物の猛もう攻こうにさらされていた。ジェライラは苦く悶もんし、もうこれまでかと思った──だが、鎧はよく耐えていた。その耐久力の限界を越えて、彼女のたおやかな肉体を、触手や牙から守り抜いていた。

「守って、ルバート……守って、守って、守って……」スキュラの首から噴き出し続ける血を雨のように浴びながら、彼女はそう唱となえ続けた。

　ついに右の肩当てがもぎ取られた。蛇の歯が黒い下着を引き裂き、白い肩が露出する。蛇はそこへ嚙みついた。

　もうひとつの鎌首は、腰の装甲板をめくり上げ、腹部にもぐりこんできた。ジェライラは半狂乱になって悲鳴をあげた。蛇は腹を食い破り、オーカスの時とおなじように、体内に侵入してきたのだ。

　首を絞しめようとしていた触手が、勢いあまってヘルメットをもぎ取った。黒髪がぱっと空中に広がる。別の触手が鎖さ骨こつの装甲板にひっかかり、力まかせにそれをひきはがした。彼女の咽の喉どは完全に無防備になってしまった。

　体のあちこちで鎧が壊れはじめた。ジェライラは子供のように泣きじゃくり、もだえ、血を流した。激痛のために意識が薄れてゆく。あと数秒、その暴ぼう虐ぎやくが続いていたら、確実に命を落としていただろう。

　急に触手の力がゆるんだ。空中に持ち上げられていた彼女の体は、ずるずると地面に滑すべり落ちる。鎌首もぐったりとなり、凶きよう暴ぼうさを失った。ついにスキュラの生命の灯ひが尽きたのだ。触手は断だん末まつ魔まのけいれんを繰り返し、しだいに動かなくなってゆく。

　ジェライラは苦痛に耐えながら、体に巻きついていた触手を一本ずつのろのろとほどいていった。腹になかばめりこんでいた鎌首をひきずり出す時には、激痛のために気を失いかけた。ようやくすべての触手をほどき、まだ弱々しくうごめき続けている怪物から、傷ついた体を引き離した時には、もうほとんど気力は残っていなかった。

「ルバート……」彼女はすすり泣いた。「戻りたいよ、ルバート……あなたに逢あいたい……戻りたいよ……」

　しかし、それはかなわぬことだった。すでに彼女には歩く力はない。そのうえ腹の傷口からは、血が絶え間なく流れ出しているのだ。残された時間が尽きる前に、助けが来る望みもない。

　それでも彼女は立ち上がろうとした。しかし立てたのは数秒だけで、じきに膝ひざをつき、柔やわらかい地面に突っ伏した。彼女は声をあげて泣いた。死ぬことよりも、ルバートと二度と逢えないことの方がつらかった。




　目ま蓋ぶたを開いたとたん、まばゆい太陽の光が彼女の眼めを射た。彼女はうめき声をあげ、眼を閉じた。意識がはっきりするにつれて、苦痛の感覚も戻ってきた。腹に焼きゴテを押しつけられているような気がする。

「気がつきましたか？」

　彼女は苦労して再び眼を開け、声の方を見た。ほっそりした青年のシルエットが青空を背に立っている。

「リュウェイン……？」彼女はつぶやいた。「……死んだんじゃなかったの？」

「闇の精霊にやられて、気を失ってたんです。あんな恐ろしいことはなかった」若い魔法使いは彼女のそばにしゃがみこんだ。「目が覚めたらみんな終わってて……まったく情けない話ですよ──痛みますか？」

「痛まないわけないでしょ」彼女は顔をしかめた。「痛みを抑える魔法はないの？」

「残念ながら……ジュナンならできるんですがね」

　ジュナンは彼のフリーガードの同僚で、マイリーの女司祭だった。

「ここにいない人間のことを言ってもしかたがない。とりあえず血止めだけはしておきました。でも、動くのは無理だ。ここで救きゆう援えんを待ちましょう」

「あいつは……？」

「怪物ですか？　だいじょうぶ、死んでますよ」

「良かった……」

　安あん堵どして、腹に手を当てたジェライラは、はっとなった。

「鎧よろいが……!?」

「すみません、手当てのじゃまになるので脱がしました。しかし、よくできた鎧ですね。はずすのがひと苦労でしたよ」

「あれがなかったら死んでたわ……」

「でしょうね──でも、もうぼろぼろですよ。街に戻ったら、新しく造り直さないと」

　ジェライラの眼に、じわりと涙がこみあげてきた。「大たい切せつな鎧だったのよ……あの人が造ってくれたのに……壊してしまった……」

「あなたの好きな人ですか？」

「……ええ」

「でも、その人にとっては、鎧よりも、あなたが生きていてくれたことの方が嬉うれしいでしょう」

「……」

「その人がうらやましいですね。そんなに深く愛されるなんて──さあ、もう一度お眠りなさい。私が見張っててあげますから」

「そうするわ……」




　二人はその日の夕刻、救出された。村に逃げ帰ったミュートが、ちょうど村に到着したエイブ率ひきいる第一班に急を知らせ、彼らを案内してきたのだ。

　ジェライラは村に運ばれ、マーファの老司祭の手当てを受けた。腹の傷は深かったが、幸い内臓には達していなかった。神の力で傷は跡形もなくふさがり、若さも手伝って、彼女は数日で健康を取り戻した。
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　数日後、ジェライラは再び『恋人たちの森』に立っていた。

　だが、今日はこれまでとは違う。いつもはルバートより後から来るのだが、今日は先に来て待っていたのだ。服装もいつもの男のような格かつ好こうではなく、普通の娘が着るような服だった。裾すその長い白いスカートは、森をすり抜ける夕風にあおられ、ひらひらとはためいていた。

「どうしたんだい？　まだ祭りでもないのに！」ルバートは目を丸くした。

「気分を変えてみたの。似に合あう？」

「うん……まあね」

「スカートなんて、ちっちゃい子供の頃に着てたきりだから、感触を忘れてたわ。着慣れないから変な感じ。脚あしがすーすーする。女の子ってみんなこんな感じなのね」

　ルバートはくすくす笑った。「まさか騎士号の授与式にその格好で出るんじゃないだろうね？　みんな目を回すぞ！」

「ああ、それならいいの」彼女は肩をすくめた。「……やめたわ」

「どういうこと？」

「騎士にはならない。あなたの奥さんになりたいの」

　ルバートはぽかんと口を開けた。

「私、幼稚だったわ」彼女の表情を影がよぎった。「本当の戦いがどんなものか知らずに、表面の格好良さだけを見て、騎士にあこがれていた。名誉、栄光、勇気──でも、本物の戦いを経験して、分かったわ。戦いにはそんなものありゃしない。食うか食われるか、野獣のようなみにくい殺し合いだけよ。マナーも、セオリーも、ぜんぜん通用しない世界なのよ。

　父が騎士をやめた理由、今なら分かる気がする。きっと私と同じように、壁に突き当たったのね。何もかもむなしくなったのよ。騎士なんて優雅に見えるけど、平民の暮くらしの方がずっと気楽だわ。命をすり減らして戦う必要ないんですもの」

「…………」

「ね、ルバート、奥さんにしてくれる？」

　ジェライラは笑顔で返答を待った。ルバートはうつむき、しばらく無言だった。やがてゆっくりと、悲しそうに首を振った。

「……だめだ」

「どうして？　私を愛してるんでしょ？」

「もちろんさ？　でも、結婚して幸せになれるだろうか？」

「…………」

「僕だって、結婚を考えなかったわけじゃない。この四年間、頭の中で、何度も何度も、君が妻になった光景を想像したよ。君が料理を作ったり、子供をあやしたり──でも、うまくいかないんだ。僕が好きになったのは、戦士ジェライラなんだ。駆け回り、剣を振り回す、元気いっぱいの君に惹ひかれたんだ。最初のうちはうまくいっても、いずれきっと愛は冷めるだろう……。

　君はどうだい？　家庭という檻おりに閉じこめられて、幸せかい？　家庭の雑事に追われる毎日の、その合間に、ふっと昔の記憶がよみがえる。捨ててしまった夢や、二度と戻らない希望に満ちた日々のことを考えて、涙を流す……そんな風ふうにして、むなしく年をとっていきたいかい、ジェライラ？」

「……夢の挫ざ折せつした人なんていっぱいいるわ」

「確かにね。でも、君の夢はもう手の届くところにあるんだぜ？　怪物を退たい治じして手て柄がらを立てた。騎士になれるんじゃないか！　君は自分から逃げてるんだよ、ジェライラ。自分に立ち向かわなくちゃだめだ！」

「私がこれ以上危険な目に遭あってもいいって言うの？」

「僕だって嫌いやさ。君を死なせたくはない。でも、鎖につなぎたくもない。だから僕は、鎧よろいを造るんだ」

「ルバート……」

「あの夜のことを覚えてるかい？　四年前、ここで、僕は初めて君への愛に目め覚ざめた。月の光の中に横たわっている君を見て、この腕の中で守りたい、この人の夢をかなえてあげたい、そう思ったんだ」

「…………」

「でも、僕には君を守る腕力はない。夢をかなえられるような魔法も知らない。僕にできることはただひとつ、鎧を造ることだ。君のために最高の鎧を造って、君をおびやかすあらゆる敵から守ることだ。それが君の夢を実現することにもつながるんだ。

　あの夜まで、僕の鎧造りには目的というものがなかった。いい鎧を造りたいとは思ってはいたが、誰だれのための鎧なのか、どんな鎧なのか、まるで考えちゃいなかった。でも、君に出会って目的が生まれた──君のための鎧、君を危険から守る鎧、それを造ることが僕の人生の目的なんだ」

「結婚したら、それができなくなるってこと？」ジェライラは涙をぬぐった。「私たち、永遠に結婚できないの？」

「結婚だけが愛の形じゃないさ。僕は君のために鎧を造る。それが僕の愛だ」

「じゃあ、私は？　あなたのために何をすればいいの……？」

「生き残ってくれ──それだけでいい」

「ルバート！」

　ジェライラは彼の腕の中に飛びこんだ。ひとつの熱ねつ烈れつな口づけが、何百の言葉よりも雄弁に、愛を語っていた。




　その夜、二人は初めて結ばれた。彼の腕の中で、彼女はいかに自分がかよわい存在であるかを知った。と同時に、ひどくなつかしい気がした。まるでこの抱ほう擁ようが初めてではなく、ずっと以前から彼の妻だったように思えた。

　あの鎧だ──歓喜の中で、ジェライラは思った。体を強く抱きしめる彼の腕は、鎧の感触にそっくりだった。あの鎧がこの人の抱擁だったんだ。鎧を着ている間ずっと、私はこの人の愛に包まれていたんだ……。

「……ねえ、ルバート」

　抱擁が解かれた後も、彼女はしばらく歓喜の波の余よ韻いんを味わっていた。

「お願いがあるんだけど……？」

「……何だい？」

「授与式までまだ四か月あるわ……もう一度、鎧、造ってくれる？」

　ルバートは笑い、もう一度力強くジェライラを抱きしめた。

「もちろんですとも、騎士様！」




　ジェライラとルバートの熱烈な仲は、リファール城の中では有名である。なぜ結婚しないのか、と問う者もよくいたが、そんな時にはジェライラはあいまいに微笑ほほえむだけだ。説明するのは恥はずかしかったし、おそらく他人には分かってもらえないだろう──女としての喜びと、騎士としての生きがい、その両方を等しく知っている私は、他の人より二倍幸せなのだ、と。

　ルバートの店は、今ではリファール中で知らぬ者がいないほど有名だ。彼の造る最高の鎧の噂うわさは、他の国にも伝わり、はるばるベルダインやザーンからも注文が来るほどだ。鎧の値段は高かったが、ひとつひとつにやたら手間をかけるため、あまり儲もうかってはいないようだ。

　あなたがルバートに鎧を造ってもらおうと思っても、それは難しいだろう。予定がたてこんでいるうえに、彼は自分の気に入った仕事、やりがいのある仕事しか引き受けない。まして、あなたが女性なら、あきらめた方がいい。店の壁にはこんな注意書きが貼はってあるからだ──『女性客の注文はお受けできません』

　彼が心をこめて鎧を造る女性は、ジェライラただひとりなのである。





　ＥＤテーマ：千葉美加「シューティング・スター」









　解　説





安田　均






　はじめにお断りしておきましょう。

　この本には、〝ソード・ワールド短編集〟とか、普ふ通つうの著者のかわりに〝安田均編〟という名称が入ったりしていますが、あまり気にせず、それぞれの作品を楽しんでください。新進気鋭の水野良や山本弘、下村家惠子ら、各氏の作品は、どれも冒険精神に溢あふれ、また、ロマンスや感情の綾あやをたくみに描えがいた、けれんみのないおもしろい物語になっていると思うからです。

　一角獣とその乗り手の交流や、レプラコーンのいたずらと孤独、ちびだけれども元気いっぱいのグラスランナーの大冒険、そして、女騎士と鎧よろい職人の成長と愛情、などを読むとき、不可思議さに彩いろどられたファンタジー世界の魅力が心躍おどる冒険といっしょになって、必ずや強い印象を残してくれると思います。まず、おもしろい物語集であること、それを目指して本書は書かれています。

　もっとも、〝おもしろさ〟というのにはいろいろあって、作品それ自体の魅力のほかに、趣向というものもあります。編者（この本をまとめた者。つまり、ぼくのことですが）のような新しい物好きにとっては、ついついこうした部分にも凝こりたがる癖くせがあり、そのあたりでも読者に喜んでもらおうと考えたりもします。

　ここでは、それはゲーム小説、あるいは、〝シェアード・ユニバース〟という特徴になるのですが、本書はそのなかでも、かなり徹底したものを狙ねらっています。その辺を、ちょっと説明してみましょう。

　一つの世界をいろんな作家が共有して、作品を書いていくというのは、読み手だけではなく、書き手のほうにとっても魅力的なアイデアなのかもしれません。この種のものでは『ペリー・ローダン』などが有名ですが、こうした娯ご楽らく小説のみならず、それ以前にも有名なフランスの作家（ビュトールじゃなかったかな？）が〝ＳＦに期待する〟といった文章のなかで、何人もの作家が集って、巨大な未来史を築き上げるような方法の魅力というのを書いていたのを読んだ記憶があります。

　こうした思いは、作家同士が協力しあい、合作などが盛んなアメリカではかなり強いらしく、一九八〇年代には『盗賊世界（シーブズ・ワールド）』という作品集で結実しました。ロバート・リン・アスプリンというファンタジー作家が、ＳＦ大会で気の合った作家たちと、一つのファンタジー世界を共有して、そこで思う存分たのしい物語を書いて行かないかともちかけたのです。当初は、一種のお遊びのような発想だったのですが、あとで思い直したアスプリンがかなり熱心に世界設定を行なったために、ポール・アンダーソンやロジャー・ゼラズニーといった作家も力作を寄せ、この作品集はかなり評判になりました。

　そして、この評価が高かったために、以後、一つの世界設定のもとに多くの作家が作品を寄せあって、世界を緻ち密みつに作り上げていくというタイプが続出しました。これを〝シェアード・ユニバース〟（共有宇宙）と呼びます。日本で翻ほん訳やくされたものには、この前に富士見書房から出た『ドラゴンランス英雄伝』や、エンマ・ブル／ウィル・シェタリー編の〈ライアベック〉シリーズ（社会思想社）があります。

　これらは、ユニークな発想から生まれましたが、形式としては、多くの作家の中短編を集めたアンソロジーというものに分類されます。ただ、これまでのアンソロジーが、いろんな作家の作品を集めただけのもの、あるいは、一つのテーマ（たとえば〝恋愛〟）の諸作品を集めたもの（テーマ・アンソロジー）だったのに対し、〝シェアード・ユニバース〟は背景となる世界を共通させてしまったという点で、かなり全体の統一感や、逆にひろがりというものを感じさせます。

　そして、これはまた、おもいもかけない効果も生みました。

　小説ファンだけでなく、ゲームも好きな人は、こうした共通の背景世界という部分に、ロールプレイング・ゲーム（ＲＰＧ）につながるものを感じなかったでしょうか？　ＲＰＧにはストーリー・ゲームという面もありますが、それと同じく重要な点にゲームの背景世界があります。〝シェアード・ユニバース〟は始まりがお遊びふうで、いかにもゲーム的だっただけではなく、背景のファンタジー世界の共有というところで、実際にロールプレイング・ゲームとつながってしまったのです。『盗賊世界』を見たケイオシアム社（『ルーンクエスト』というファンタジーＲＰＧの最高峰を作ったゲーム会社です）は時を移さず、これを実際のロールプレイング・ゲームとして遊べるように『盗賊世界ＲＰＧ』を作り、これもまた高い評価を受けました。

　こうしたことから、物語と背景世界とロールプレイング・ゲームのようなストーリー・ゲームは非常に親しいものではないかという認識も生まれてきたのです。

　ゲームの側から、これを長編小説で証明したのが『ドラゴンランス戦記』なのはいうまでもありませんが、それが生まれる遠因には、こうした〝シェアード・ユニバース〟があったのも忘れることはできないでしょう。

　本書『レプラコーンの涙』は、もちろんこうした〝シェアード・ユニバース〟を意識した造つくりになっています。ここでの冒険は、すべてソード・ワールドという巨大なファンタジー世界で起こります。ただし、通常の〝シェアード・ユニバース〟は、これまで書いてきたようにゲーム的な側面も強いのですが、一つ言えば、基本的に小説集アンソロジーという形から出てきた形式ゆえ、まだまだロールプレイング・ゲームそのものとの直接のつながりは弱いところもあります（ゲームのヒントにはなるが、ゲームが存在していないものも多い）。一方、『ドラゴンランス戦記』のようなゲーム小説は、二つの分野のファンにとっては理想形なのですが、これは大長編で、ＲＰＧでの延えん々えんと続くキャンペーンゲームを取り込んだものです。ＲＰＧはもっと短いシナリオという形でも、いろいろとおもしろいものがあります。

『ソード・ワールドＲＰＧ』というゲームを作成したぼくたちグループＳＮＥとしては、この背景世界に密着した形で、もっとゲームのおもしろさとストーリーのおもしろさを短い形で、直接に結びつけるような作品集ができないものかと考えました。ソード・ワールドの西の都市国家群が乱立する地域や、北のいくつかの王国が張りあっている地域、そして、南の大国と小さな国々。さまざまな地域で、その特徴を表わすような事件を、さまざまな冒険者たちが解決してゆく。それらが物語として楽しめると同時に、ゲームをするときにいろんな形で利用できるなら、世界全体の印象がより強くなるのではないかと思ったのです。

　というわけで、つぎに各作品の主要登場人物やモンスターのデータを参考までに載せました。最初にも書いたように、これらは本書を小説として楽しむ分にはまったく不要ですが、もし、『ソード・ワールドＲＰＧ』を遊ばれるなら、ここの登場人物やモンスターを使うことによって（なにかのおりに、プレイヤー・キャラクターにからんでくる。あるいは、このキャラクターをプレイヤーのキャラクターとして、続編をプレイする）、よりゲームに親しみが湧わくことでしょう。

　まず物語集として楽しんでもらい、そして本書から、ソード・ワールドというゲームやそのファンタジー世界で遊んでもらえるなら、編者としては幸いです。








一角獣の乙女







ジュディス・ランロード　（人間、女、19歳）



器用度19（+3）

敏捷度20（+3）

知力16（+2）

筋力11（+1）

生命力16（+2）

精神力19（+3）

冒険者技能　レンジャー５、ファイター３、セージ２

一般技能　ノーブル（貴族）３

冒険者レベル　５

生命力抵抗力７　精神力抵抗力８


　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力６　打撃力８　追加ダメージ４




ロング・ボウ（必要筋力11）




攻撃力８　打撃力16　追加ダメージ６




　　楯：なし




回避力６




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力11）




防御力11　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語




（読解）共通語、西方語、下位古代語







ケニー・アルバス（人間、男、21歳）



器用度14（+2）

敏捷度17（+2）

知力15（+2）

筋力15（+2）

生命力19（+3）

精神力17（+2）

冒険者技能　シャーマン７、ファイター３

一般技能　ハンター（猟師）３、ファーマー（農民）３

冒険者レベル　７

生命力抵抗力10　精神力抵抗力９


　武器：シミター（必要筋力14）




攻撃力５　打撃力14　追加ダメージ５




　　楯：なし




回避力５




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少７




　魔法：精霊魔法７レベル　魔力９

　言語：（会話）共通語、西方語、精霊語




（読解）共通語、西方語







アルナーフ（人間、男、45歳）



器用度11（+1）

敏捷度17（+2）

知力19（+3）

筋力８（+1）

生命力12（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能　ソーサラー８、ダークプリースト５、セージ５、シーフ３

冒険者レベル　８

生命力抵抗力10　精神力抵抗力10


　武器：ダガー（必要筋力５）




攻撃力４　打撃力５　追加ダメージ４




　　楯：なし




回避力５




　　鎧：クロース（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少８




　魔法：古代語魔法８レベル　魔力11




暗黒魔法５レベル　魔力８




　言語：（会話）共通語、西方語、東方語、下位古代語、上位古代語、ドワーフ語、ゴブリン語、インプ語




（読解）共通語、西方語、東方語、下位古代語、上位古代語







ユニコーン



『ソード・ワールドＲＰＧシナリオ集２　ユニコーンの探索』１５０ページ参照





ゾンビ



『ソード・ワールドＲＰＧ』３４９ページ参照





レプラコーンの涙







フレア（ハーフエルフ、女、16歳）



器用度16（+2）

敏捷度19（+3）

知力16（+2）

筋力13（+2）

生命力16（+2）

精神力16（+2）

冒険者技能　シャーマン３、ファイター１、バード１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力５　精神力抵抗力５


　武器：ライト・フレイル（必要筋力13）




攻撃力３　打撃力13　追加ダメージ３




　　楯：なし




回避力６




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少３




　魔法：精霊魔法３レベル　魔力５

　呪歌：ピース　基準値３

　言語：（会話）共通語、エルフ語、西方語、精霊語




（読解）共通語、エルフ語







マルダー（人間、男、19歳）



器用度19（+3）

敏捷度19（+3）

知力15（+2）

筋力17（+2）

生命力16（+2）

精神力17（+2）

冒険者技能　ファイター３、セージ１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力５　精神力抵抗力５


　武器：ブロード・ソード（必要筋力16）




攻撃力６　打撃力16　追加ダメージ５




　　楯：なし




回避力６




　　鎧：プレート（必要筋力17）




防御力17　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語







レプラコーン



種別＝精霊

モンスター・レベル＝４

知名度＝12（ただし、精霊使いはかならず知っている）

敏捷度＝18

移動速度＝16（地上）／６（空中）

出現数＝単独

出現頻度＝まれ

知能＝人間なみ

反応＝中立

攻撃点＝11（４）

打撃点＝４

回避点＝13（６）

防御点＝０

生命点／抵抗値＝10／│

精神力／抵抗値＝20／14（７）

特殊能力＝精霊魔法「コンフュージョン」、「フォーゲット」（シャーマン技能レベル４、魔法強度13）。瞬間移動。





契約の代償






リック・マーリス（グラスランナー、男、21歳）

器用度23（+3）

敏捷度21（+3）

知力15（+2）

筋力５（+0）

生命力16（+2）

精神力25（+4）

冒険者技能　レンジャー２、シーフ３

冒険者レベル　３

生命力抵抗力５　精神力抵抗力７


　武器：ショート・ソード（必要筋力３）




攻撃力６　打撃力３　追加ダメージ３




ライト・クロスボウ（必要筋力５）




攻撃力５　打撃力10　追加ダメージ２




　　楯：なし




回避力６




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、東方語




（読解）共通語、東方語







アラミア・ローエン（人間、女、19歳）



器用度16（+2）

敏捷度18（+3）

知力18（+3）

筋力11（+1）

生命力13（+2）

精神力18（+3）

冒険者技能　ファイター２、セージ１、レンジャー１

一般技能　ノーブル（貴族）３

冒険者レベル　２

生命力抵抗力４　精神力抵抗力５


　武器：ブロード・ソード（必要筋力11）




攻撃力４　打撃力11　追加ダメージ３




ライト・クロスボウ（必要筋力11）




攻撃力４　打撃力16　追加ダメージ３




　　楯：スモール（必要筋力１）




回避力６




　　　：なし




回避力５




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力11）




防御力11　ダメージ減少２




　言語：（会話）共通語、東方語




（読解）共通語、東方語、下位古代語







ダイン・バールグ（人間、男、32歳）



器用度13（+2）

敏捷度12（+2）

知力10（+1）

筋力18（+3）

生命力20（+3）

精神力16（+2）

冒険者技能　レンジャー３、ファイター３

一般技能　フィッシャー（漁師）５

冒険者レベル　３

生命力抵抗力６　精神力抵抗力５


　武器：グレート・ソード（必要筋力18）




攻撃力５　打撃力23　追加ダメージ６




　　楯：なし




回避力５




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、東方語




（読解）共通語、東方語







ライク・フィディ（人間、男、20歳）



器用度17（+2）

敏捷度15（+2）

知力19（+3）

筋力８（+1）

生命力10（+1）

精神力18（+3）

冒険者技能　ソーサラー３、セージ３、ファイター１、レンジャー１

一般技能　セイラー（水夫）４

冒険者レベル　３

生命力抵抗力４　精神力抵抗力６


　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力３　打撃力８　追加ダメージ２




ライト・クロスボウ（必要筋力８）




攻撃力３　打撃力13　追加ダメージ２




　　楯：なし




回避力３




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力４）




防御力４　ダメージ減少３




　魔法：古代語魔法３レベル　魔力６

　言語：（会話）共通語、東方語、下位古代語、上位古代語、西方語




（読解）共通語、東方語、下位古代語、上位古代語、西方語、エルフ語







海蛇竜シーサーペント



種別＝動物

モンスター・レベル＝６

知名度＝12

敏捷度＝11

移動速度＝９（地上）／20（水中）

出現数＝おもに単独

出現頻度＝まれ

知能＝動物なみ

反応＝腹具合による

攻撃点＝牙：14（７）／締め：13（６）

打撃点＝13／11

回避点＝12（５）

防御点＝９

生命点／抵抗値＝23／15（８）

精神力／抵抗値＝10／13（６）

特徴＝シーサーペントは、暗あん礁しよう地帯に住んでいることの多い、巨大な爬は虫ちゆう類るいです。外見は蛇に近く、全身が堅い鱗に覆われ、手足はありません。主に岩場の隙間や洞穴に住みつきます。体長は10メートルから、なかには20メートル以上のものもいるといわれています。

　攻撃は牙によるかみつきと、胴を使った絡からみつきがあります。





ジェライラの鎧







ジェライラ・フェルス（人間、女、19歳）



器用度18（+3）

敏捷度17（+2）

知力14（+2）

筋力17（+2）

生命力18（+3）

精神力12（+2）

冒険者技能　ファイター３、セージ１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力６　精神力抵抗力５


　武器：バスタード・ソード（必要筋力17）




攻撃力６　打撃力18／23　追加ダメージ５




　　楯：なし




回避力５




　　鎧：プレート・アーマー（必要筋力17）




防御力22　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語、下位古代語







ルバート（人間、男、22歳）



器用度19（+3）

敏捷度14（+2）

知力18（+3）

筋力18（+3）

生命力13（+2）

精神力10（+1）

冒険者技能　セージ２、ファイター１

一般技能　クラフトマン（職人）10

冒険者レベル　２

生命力抵抗力４　精神力抵抗力３


　武器：ブロード・ソード（必要筋力16）




攻撃力４　打撃力16　追加ダメージ４




　　楯：なし




回避力３




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少２




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語




（読解）共通語、西方語、下位古代語







スキュラ



種別＝魔獣

モンスター・レベル＝４　知名度＝13

敏捷度＝12

移動速度＝12（地上）／12（水中）

出現数＝単独

出現頻度＝まれ

知能＝人間なみ

反応＝敵対的

攻撃点＝牙（６回）：12（５）

打撃点＝８

回避点＝11（４）

防御点＝７

生命点／抵抗値＝18／13（６）

精神力／抵抗値＝15／13（６）

特徴＝スキュラは上半身は美しい女性ですが、下半身からは６本の大蛇の頭と、12本のタコの触手が生えています。水陸両棲で、地上でも自由に動き回れますが、主に水中を好みます。正確はきわめて邪悪で、水面から上半身だけを出して男を誘い、水中に引きずりこんで殺したりします。

　戦闘の時には、スキュラは６本の頭部で同時に別々の目標を攻撃できます。ただし一つの目標に対しては１ラウンドに３回までしか攻撃できません。また、スキュラは精霊魔法を使うことができます。そのシャーマン技能レベルは４、魔法強度は13（魔力６）です。










ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




レプラコーンの涙なみだ








編者：安やす田だ　均ひとし

著者：水みず野の　良りよう　他
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